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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







[image: プロローグ　【わたし、振り出しで待ったりしないから】]







　──恋をしている。




　文化祭の終わった夜、灯あかりの点ともる夜の学校で。

　矢や野のくんと向き合い、わたしははっきりとそう実感する。

　未いまだにうまく目を合わせられないほど、声が震えそうになるほど、胸にこぼれそうな熱さがこみ上げるほど、わたしは──彼に恋している。

　──だからこそ、わたしは彼にこう告げる。




「──別れよう？」




　──矢や野のくんの顔から、表情が抜け落ちた。

　ぽかんとした、感情の読み取れない平へい坦たんな顔。

　彼にそんな表情をさせていることに、叫び出しそうな罪悪感を覚えながら──それでもわたしは言葉を続ける。




「わたしは──矢や野のくんに、ちゃんと自分の気持ちを見つけてほしいと思うの」




　熱が雫しずくになって目からこぼれ落ちた。みっともなく足が震える。

　今すぐ抱きしめてほしいと思う。慰めてほしい、頭を撫なでてほしい。

　けれど──もうそんなこと望めない。

　目の前にいる彼に優しさを求めることも、わたしには許されていない。




「──わたしを彼女にしてくれてありがとう。大切にしてくれてありがとう。短い間だったけど、わたしは幸せでした」




　──矢や野のくんがわたしに向けてくれたのは、真摯な好意だったと思う。

　それに比べて、わたしの不純さはなんなんだろう。嫉妬して、疑って、うらやんで。

　恋をして、わたしはダメになってしまった。いやらしくて、卑屈で、性格の悪い女になってしまった。恋する女は綺き麗れいだなんて、なんて酷ひどい噓うそなんだろう。誰かを好きになってしまったわたしは、我ながらどうしようもなくみっともない。

　でも──だからこそ。

　そんな気持ちを振り払うために、こうすることが必要なんだ。

　矢や野のくんの気持ちにきちんと応えるため、わたしたちは──もう一度、最初から始めなければいけない。




「矢や野のくんの本当の気持ちがわかったら……改めてわたしたちに伝えてほしい。それがどんな答えであっても、わたしは受け入れるから」




　……そう、これは決して悲しい別れなんかじゃない。

　わたしたちが前に進むために、どうしても必要な過程なんだ。

　その先で見つかった気持ちを、わたしは受け入れたい。

　そうしたいと、強く思う。

　──身体からだの中で何かがうずいた。

　別の何かが目を覚ましたような、眠気がじわじわとこみ上げるような──もう、ずいぶんと慣れっこになった感覚。

　──そろそろ、春はる珂かに入れ替わるのだ。

「……ごめん、時間みたい」

　本当はもっと話していたいけれど、ここまでだ。あとはあの子に託そうと思う。

　だから、わたしは最後に──これだけきちんと伝えておくことにする。




「矢や野のくん──好きだよ。好きでした」




　矢や野のくんの表情が、泣きそうに歪ゆがんだ気がする。

　そんな彼に、もう一言だけ告げて──わたしの意識は、暗い海の底へ沈んでいった。




「──またね、矢や野のくん」





＊






　──恋をしている。




　午前八時少し前。

　西にし荻おぎ北銀座街を学校へ向けて歩きながら、わたしはこの胸の熱をはっきりと感じ取る。

　秋の風が、スカートと髪の毛をふわふわと揺らす。ローファーの底にアスファルトの凹凸を感じながら、わたしはぐんぐん前に進んでいく。




　昨日──矢や野のくんと秋あき玻はが、別れた。

　恋人どうしじゃなくなって、彼氏彼女じゃなくなって、ただのクラスメイトになった。




　大きく深呼吸して、周りに目をやる。

　通りを行く見慣れない制服の高校生や、足早に横断歩道を渡るスーツ姿のお兄さん。お気に入りの食パン専門店からは小麦の焼ける匂いが漂い始めていて、登校中なのに寄り道したくなってしまう。

　──最初は、すごく驚いた。

　どうしてそんなことになったのか、わからなかった。

　二人は今も好きどうしで、そりゃあ確かに揺さぶりはかけていたけど、まさか急に別れてしまうなんて……。

　けれど──秋あき玻はが日記に残してくれた言葉。数ヶ月ぶりに、あの子がかけてくれた言葉で、わたしは理解した。




　──春はる珂か。ちゃんと矢や野のくんを取り合おう。




　色んなことを思った。焦あせったし反省したし、ちょっとだけ後悔もした。

　あの子が昨晩泣き明かしたことは、誰よりもわたしがよく知っている。

　濡ぬれた枕に、レコードもかけられていない静かな部屋に、手をつけられないまま冷蔵庫にしまわれた夕食に、あの子がどれだけ傷ついているかを思い知らされた。

　それでも……わたしはずっと夢見ていたんだ。

　矢や野のくんに、一人の女の子として見てもらうことを。

　一人の人間として、秋あき玻はと対等になることを。

　だから、わたしは謝らない。日記帳にも、一言だって「ごめん」なんて書かない。

　代わりに書いたのは、これだけ──。




　──遠慮はしないからね！




　秋あき玻はの返事も、短く一言。




　──こっちこそ、手加減しないから！




　顔を上げると、どこまでも高い十月の空が広がっている。

　水彩画みたいな水色と、のんきに浮かぶ雲と、空を飛んでいく名前も知らない鳥──。

　──きっと、と思う。

　きっと、こういうときに『スタートラインに立った気分』なんて言ったりするんだろう。

　相手にもされなかったわたしが、初めてスタートラインに立ったんだ、と。

　けれど……わたしはそんな風には思わなかった。

　わたしがいるのは──ゴール直前だ。

　あとはもう一歩踏み込んで、テープを切るだけ。それだけで、わたしは彼の気持ちを手に入れることができる。

　だから──わたしは歩く。一秒でも早く、矢や野のくんに会えるように。

　一ミリだって近くに、彼を感じられるように──。





＊






　──なのに。

　土日を挟んだ、週明けの朝。

　わたしたちは──始めから大きく躓つまずくことになるのです。





＊






「……おはよう、矢や野のくん」

　──朝、賑にぎわい始めている教室の隅で。

　いつもより遅く登校してきた彼に、緊張気味にそう声をかけた。

「寝坊、したの……？　今朝、結構寒かったもんね……」

　手にじっとり汗をかいていた。声が震えて裏返りそうになる。

　それでも……わたしたちの関係は、もう一度ここから始まる。

　それがわたしたちにとっていいものであってほしくて、矢や野のくんにとっても幸せなものであってほしくて──わたしは、精一杯の笑みを彼に向けた。

「あの、今日からまた……よろしくね。わたしと、春はる珂かをよろしく……」

　矢や野のくんは、緩慢な動きでこちらを見る。

　その目が、隣に立つわたしを向く。

　──そこでわたしは。

「……矢や野の、くん？」

　彼の様子がおかしいことに、ようやく気が付いた──。
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　──あれから、一ヶ月が経たっていた。

　朝の教室。ＳＨＲの時間。

　壇上で話す千ち代よ田だ先生を眺めながら、僕はあの日、彼女に告げられた言葉を思い出す。




『──別れよう？』

『──わたしは矢や野のくんに、ちゃんと自分の気持ちを見つけてほしいと思うの』

『──わたしを彼女にしてくれてありがとう』

『──大切にしてくれてありがとう。短い間だったけど、わたしは幸せでした』




　秋あき玻はとは、ずっと一緒にいられそうな気がしていたのに。

　誰よりも大切な、お互い欠かせない存在になれそうな気がしていたのに、あんなにあっさり終わってしまうなんて。

　恋愛って、思ったようにはいかないものなんだな……。

　ありがちな人生訓みたいなことを考えながら、僕は小さくため息をついた。

「──ということで、都内ではインフルエンザが本格的に流行しています」

　いつも通りの光景の中で、千ち代よ田だ先生の話は続いている。

「皆さんも熱が出たり、体調が悪いなというときは必ず早めに病院に行ってくださいね。それから、日々の生活の中でもしっかりと予防を──」

　淡々とした千ち代よ田だ先生の声。チェスのコマみたいに行儀よく並んだ、クラスメイトたちのブレザーの背中。チョークの粉の残った黒板や、古ぼけた机や指紋のついた窓は、差し込む淡い光に滲にじんでいる──。

　十一月。景色はずいぶんと冬に近づいてきた。

　校庭越しに見える街の景色にはアースカラーが目立ち始めたし、生徒たちのブレザーの裾からはセーターやカーディガンの生地が覗のぞくようになった。ニットの厚みで丸みを帯びたシルエットは、ぬいぐるみみたいでちょっとほほえましい。

　なんとなく、『日常が戻ってきた』ような感覚があった。

　秋あき玻はと付き合っていた、短くて騒がしくて夢のような時間。それが終わって、僕にまた懐なつかしい日常が戻ってきた。

　こうして過ごす日々は退屈だけど穏やかで、これはこれで悪くないなと小さく息をつく。

「……それから」

　真面目な顔をしていた千ち代よ田だ先生の顔が、子供にサプライズを仕掛ける母親のように緩んだ。

「そろそろ……修学旅行の準備が始まります」

「……おおお！」「ついに来たー！」

　熱っぽい反応がクラスメイトたちから上がった。

「今日の六時間目のロングホームルームで、まずは全体への説明があるから、みんな体育館に集合してね」

　教室のざわめきが大きくなっていく。

　まだＨＲは終わっていないのに、雑談を始めてしまっている生徒もいる。

　……修学旅行。

　もう、そんな季節なのか。

　文化祭の光景もすっかり過去のものになった。この一ヶ月の間に、あの喧けん噪そうも熱も非日常感もすっかりと遠ざかって、思い出の一ページになった。

　二年生でいられる期間は、もうあと半年もない。三学期なんてあっという間に終わってしまうから、体感的には年度の後半に差し掛かったと言っても大げさじゃないだろう。

　実際、進学校である宮みや前まえ高校では、二年生は修学旅行を終えた頃から本格的な進路決定期間に入る。

　進学か、就職か。

　そのために、文系理系どちらのクラスに行くのか。コースは特進か、普通か。

　そんな風にそれぞれの進路が決まり始める。

　つまり──高校生としてのんびりできるのは、修学旅行までだ。

　……けれど、なんだかその事実に焦あせりを覚えることができなくて。いまいち現実味を感じることができなくて。

　僕は人ごとみたいな気分で頰ほお杖づえをつき、ただクラスメイトたちに視線をやっていた。







「──や、矢や野のくん！　おはよう！」

　千ち代よ田だ先生が退室し。教室の空気が緩んだところで、聴き慣れた声がした。

　顔を向けると……春はる珂かが傍かたわらに立っている。

「いやー、本当に寒くなってきたね……。地元よりはマシだけど、これはこれで、辛つらいというか……」

「……ああ、そうなんだ」

「うん！　向こうでは、このくらいの季節からストーブつけたりするから、こっちの方がかえって寒いくらいかも……」

　言いながらも、笑みに気遣いを滲にじませている春はる珂か。

　──文化祭のあの日以来。秋あき玻は、春はる珂かはこんな調子だった。

　僕のことが気にかかるのか、二人は毎日一生懸命に話しかけてくる。話題は今日の天気だとか、最近起きたことだとか、そういうなんでもないことばかり。

「そ、それから……！」

　焦あせり顔で春はる珂かが続ける。

「修学旅行も、もうすぐだね！　わたし、初めてだよ……」

「へえ……そう、なんだ……」

「うん！　小学校のときは、まだあんまり入れ替わりに慣れてなかったし……中学のときは、施設にいることが多かったし……だから、楽しみで……」

　……秋あき玻はに振られたことを、未いまだに心配してくれているんだろうか。

　僕が落ち込んでいないか、心配なんだろうか。

　確かに、振った本人とその別人格としては気になるのかもしれない。罪悪感だって、あるのかもしれない。

　けれど……ちょっと過剰すぎる。そこまで気にかけなくてもいいのに。

　さらに……様子がおかしいのは彼女たちだけじゃなくて、

「──やっほー！　春はる珂か！　矢や野のー！」

「──おはよう。大分寒くなってきたね」

　男女二人分の声が、背後で上がった。

　振り返ると──須す藤どうと修しゆう司じだ。

　高校入学時に知り合い、それ以来ずっと親しくしている友人二人。

　須す藤どうはいつも通りの明るい笑みで、修しゆう司じは憂いを帯びた穏やかな表情で、手近な椅子に腰掛ける。

「なになに、修学旅行の話してた!?」

「うん、わたし、今まで修学旅行ったことないから楽しみだなーって……」

「そうか、そうなるんだね」

　納得したようにうなずいてから、修しゆう司じは顔をこちらに向け、

「……そう言えば、矢や野のは中学のときどこ行った？　俺とか須す藤どうの中学は、名古屋だったんだけど」

　……中学のときの修学旅行。

　どうだっただろう。行ったのは間違いないし、それなりに印象にも残っているはず。

　けれど、ぱっと答えが思い浮かばなくて、

「……どこ、だっけな……」

　うまく頭が回ってくれなかった。

　ほんの数年前、どこに行ったのかがどうしても出てこない。

　ぼんやりと記憶の糸をたどり続けていると、

「……矢や野のは、今日も変わらずか」

　と、修しゆう司じが苦笑する。

　それに春はる珂かが弱々しくうなずき、

「うん、もう一ヶ月になるよ……」

「……まあ、事情が事情だしさー」

　そう言う須す藤どうも、努めて明るい口調を保っているように見えた。

　……なんなんだろう、この三人は。一体なんの話をしているんだろう。

　こんな風に、文化祭以降修しゆう司じたちが、僕のよくわからない話をすることも増えたような気がする。

　きっと、秋あき玻はと別れたことに関連があるんだろう。

　秋あき玻はは須す藤どうや修しゆう司じに、僕らが別れたことやその理由を、きちんと説明したようだった。

　根っからの『いいやつ』である二人のことだ、そんな状況で僕を心配しないはずがない。

　ただ、「変わらず」だとか「これくらいで済んでる」だとか、具体的に何を指しているのかがわからなくて、とはいえ、そのことについて特段聞いてみる気も興味も湧かなくて、

「……ふぅ……」

　僕は小さく息をつき窓の外を眺めた。

　青と言うよりは白に近い色合いの空に、細かくちぎったちり紙みたいな雲。

　校庭には人一人いなくて、薄くなった白線のトラックが寒々と冬の空気に晒さらされている。

　傍かたわらでは、須す藤どうたちの会話が短く小さな声で続いていた。

「もうちょい様子見ようか……」

「そうだね……」

「矢や野のくんも辛つらいだろうし……」

　それをどこか遠い世界の音のように感じながら、僕は不思議な気持ちになる。

　……『辛つらいだろうし』。

　本当に、みんな心配しすぎだろ。

　僕はもう大丈夫。

　もうあれから一月も経たったんだし、いつまでも凹へこんでいるわけじゃないんだ。

　その証拠に──僕はこんなにも穏やかに。

　ずっとこうでいられればいいと思うほど、静かに毎日を過ごせているんだから。





＊






「──今年も、例年通り二泊三日の日程を予定しています」

　数学の秋あき山やま先生が、プリントを手にきびきびと説明を始めた。

「三日間でそれぞれ大おお阪さか、京きよう都と、奈な良らを訪れる予定です。基本的にはクラス単位での移動となり、史跡や文化財を見て回ってもらうことになります」

　二年生全員が押し込まれた、体育館。

　今年の修学旅行の担当として気合いが入っているのか、壇上の秋あき山やま先生の口調は洋画に出てくる堅物エリートみたいだった。次の学年主任を狙っている、という噂うわさは本当なのかもしれない。

「ただ、毎日自由時間も設けているので、そこではグループごとに好きに動いてもらって構いません。買い物をしたり観光名所を回ったり、自由に現地を楽しんでください」

　けれど、そんな生真面目な秋あき山やま先生に対し──フロアに集まった生徒たちは、すでにずいぶんとテンションが上がり始めているようだった。

「──すげえベタな行き先だなー」

「──でも、普通に楽しみじゃない？　ＵＳＪ行きたい！」

「──自由時間どれくらいあるんだろうな……」

「──それなー。史跡とかいいから買い物したいわー」

　口々に言い合う彼ら。

　その熱気のせいか、だだっ広い体育館には生ぬるい空気が流れている。

　僕の周囲でも、興奮したクラスメイトたちの雑談の声が止まらない。

「……ということで」

　ひとまず説明すべきことを話し終えたらしい、秋あき山やま先生がプリントから顔を上げた。

「旅行の概要はここまでです。細かいことはここにも書かれているので、各自確認してください。あとは……残りの時間を使ってグループ分けをしてもらいます」

「……おぉ」というざわめきが生徒たちから上がる。

　それまでただ浮ついていた雰囲気に、ぴりっとした緊張感が混ざる。

「例年、クラス内で男女二人ずつ、計四人のグループを作るのがルールでしたが、今年からそれは緩めることにしました。人数が四人なのは変わりませんが、男女比は問いません。また、クラスの壁も取り払って自由に組んでもらって構いません」

　今度は、喜びの「おぉ……」が上がった。

　確かにそれは、これまでからすれば大幅な規制緩和だ。

「……ということで、さっそく皆さんグループ分けを始めてください。決まり次第、配ったプリントの中にある申請用紙に記入、メンバーの担任の先生に提出をお願いします」

　その声を合図に──腰掛けていた生徒たちが慌てて立ち上がる。

　彼らは友達を求めて声を上げ、慌ただしく目の前を行きかい始める。

「──お、おいアツシ！　組もうぜ！」

「──ちょ、ナオ！　こっちこっち！」

「──あれ、平野どこ行った？　……休み!?　休みの場合どうなんだ!?」

　僕もその場にゆるゆると立ち上がり、どうしようかと考える。

　グループか……一ヶ月までの僕なら、なんとしても秋あき玻はたちと同じグループになろうとしただろう。けれど、別れた今となっては別段そうする理由もない。

　特に誰とがいい、みたいなこだわりもないし、特に行きたい場所があるわけでもない。

　誰か、適当に声かけてくれないかな……。

「……や、矢や野のくん！」

　その場に突っ立っていると──人混みの向こうから彼女が。秋あき玻はが小走りでやってきた。

　秋あき玻はは妙に慌てた様子で僕の前で立ち止まると、緊張気味に僕を覗のぞき込こみ、

「矢や野のくんは……もう、グループ、決まった……？」

「……いや、まだだけど」

「じゃ、じゃあ……！」

　と、彼女は意を決したように身を乗り出すと、

「わ、わたしたちと……わたしと、春はる珂かと……グループ、組まない？　その、もし、矢や野のくんが嫌じゃなければ、なんだけど……」

　意外な提案だった。

　もう僕らは別れたんだし、まさか誘いに来るなんて……。

　なんでわざわざ元カレである僕を？　やっぱり必要以上に心配しているんだろうか。

　まあ、こちらとしては断る理由もないし、むしろ早めにグループが決まってありがたいけど……。

「……ああ、いいよ」

「ほ、本当……!?　よかったあ……」

　そして、ほうっと深い息を一つつき、

「こ、断られるかもって、思ってた……」

　……なんでそんなにほっとしてるんだ。

　むしろ、立場的には秋あき玻はが僕の誘いを断る側っぽいのに。

　まあ、でもひとまず、これで一人グループのメンバーが決まった。

「……お！　やっぱりそこは組む感じ？」

　割り込んできたハイテンションな声。そちらを向くと、案の定須す藤どうがいる。

　ツインテールをぴょこぴょこ揺らし、頰を桃色に染めている須す藤どうと、その後ろに苦笑気味に立つ修しゆう司じ。イベント好きの須す藤どうのことだ、早くもお祭り気分なんだろう。

「ああ、まあそんな感じだよ……」

「いいねいいねー！　じゃあさ！　わたしたちとグループ合体させちゃわない!?」

　須す藤どうは、当然の流れみたいな顔で提案する。

「いつもの昼ご飯メンバーでグループにするの！　珍しい人とくっつくのもいいけど、やっぱ慣れたメンツで回るのが一番気楽でしょー」

「そ、そうね！　いいと思う！」

　秋あき玻はもそれに、こくこくとうなずいて賛同した。

「わたしも、知らない人がいると、ちょっと緊張しちゃうし……」

「でしょでしょー？　ちなみに、修しゆう司じもどう？　あんまり新鮮みないけど、この四人でいい？」

「うん、いいんじゃないかな。異存はないよ」

　……ふむ、これで決まりそうだな。

　秋あき玻は／春はる珂か、須す藤どう、修しゆう司じ、そして僕。

　見慣れた組み合わせだけど、こういうのが一番面倒がないかもしれない。

　別段僕は、刺激的な経験や新しい出会いを求めているわけじゃないんだ。平穏に過ごせるに越したことはない。

　ただ、平穏という意味では……、

「──よし、じゃあエントリーの紙書こうか」

「──うん。ペン持ってる？　お願いしていい……？」

「──あ！　わたし持ってるよ、これ使いな！」

　言い合っている、秋あき玻は、須す藤どう、修しゆう司じ──。

　彼らの横顔を見ていて──改めて、これまでのことを思い出す。

　秋あき玻は／春はる珂かと出会った頃のこと。須す藤どうから持ちかけられた相談に、修しゆう司じの苦悩。

　先日の文化祭と、その晩に起こった出来事。

　そして──ごく自然に思ってしまう。

「……本当に、色々あったメンツだよなあ」

　一年生のときとは比べものにならないほど、この半年は濃厚な日々だった。

　特に──恋愛面だ。

　僕自身は秋あき玻はに振られて、春はる珂かは少し前に僕に振られていて。しかも、目の前の修しゆう司じだって、須す藤どうに告白を断られている。誰一人、恋愛面にからまない者がいない集団……。

　そう考えると、未いまだにこのメンバーで集まって行動しようなんて、

「……本当は、全然平穏じゃないのかもなあ……」

　──他意はなかった。ただ、思ったことを口にしてみただけ。

　なにか言いたいことや狙いがあったわけでもなく、頭に浮かんだことが無意識のうちにひとりごとになっただけ。

　──なのに。

「……え」

「……あぁ……」

「っ……」

　目の前の三人の表情が、目に見えて固くなる。

　それまでの和わ気き藹あい々あいとした空気が凍り付き、妙にぎこちない気配になる。

「……平穏じゃない……かぁ」

　浮かない顔で、こぼすように言う須す藤どう。

　彼女はちらりと修しゆう司じの方を見ると、苦しげに視線を落とし、

「まあ、そう、だね……。そう、かもね……」

「……い、いやまあ！」

　修しゆう司じが慌てたような声を上げる。

「別に俺のことは気にしなくていいよ！　うん！　そんなにこう、今はもう変な感じじゃないし！　だから、全然このグループでも平穏というか……」

　──と、そこまでは勢いがよかった修しゆう司じだけれど。

　彼は秋あき玻はに目をやると声のトーンを落とし、

「まあ、俺のことは別にして……色々あるならあるで、もちろん……考え直すけど……」

「……え！」

　秋あき玻はが聞いたことのない声を上げる。

「わ、わたしも、大丈夫だと……思ってる、けど……。そうでも、なかったのかな……」

　秋あき玻はのその言葉を最後に──僕らに、沈黙が舞い降りる。

　そこでようやく……余計なことを言ったかも、と気付いた。

　うまく流れは読めないけれど、失敗をしてしまったときの気まずい感覚をぼんやりと覚える。もしかして、やらかしただろうか……。

「ご、ごめん……なんか、まずいこと言った……かな」

　今さらそう口に出してみるけれど、雰囲気は変わってくれない。

　沈んだ空気のまま、誰もがなにかを言いたそうに視線をさまよわせている。

　そんなタイミングで──、




「──あーいたいたー。矢や野のちゃーん」

「──あ、ほんとだ。おーい」




　──意外な声が二人分、向こうから聞こえた。

　全員が、驚きそちらに目を向ける。

「あれー、もしかしてもう、グループ決まりましたー？」

「え、マジで？　もう確定しちゃってる？」

　言いながら、こちらにやってきたのは──二人組の女子。

　文化祭で、共同ステージのトリを務めてくれた若きトラックメイカー。そして今は、一人の大人しげな女子高生である、Ｏｍｏｃｈｉさんこと菅すが原わら未み玖くさんと。

　セミロングの黒髪を揺らし、センスよくメイクされた顔に誇らしげな笑みを浮かべた、我らが二年四組の『目立つ系女子』代表。古こ暮ぐれ千ち景かげさんだった。

　どちらも、面識のある生徒だった。

　Ｏｍｏｃｈｉさんは……文化祭実行委員である僕らが、もっとも出演交渉に苦労をした相手だ。最終的に、彼女は秋あき玻はの声を気に入ったらしくわざわざオリジナルの曲を作ってくれて、ステージも大成功に終わった。

　そして古こ暮ぐれさんは、クラスにいれば常に存在をはっきりと感じ取れる高カースト女子だ。文化祭での彼女の活躍は記憶に新しい。それにここだけの話、僕は以前古こ暮ぐれさんが修しゆう司じに振られるところを目撃してしまっている。

　その二人の意外な取り合わせに戸惑いつつ、

「……いや、一応まだ、決まってないけど」

　と答えると、

「本当ですかー？　よかったー」

「他にアテないもんね。助かった」

　と二人はほっとした顔をしている。

　そして、Ｏｍｏｃｈｉさんはそのまま緩い表情でこちらを向き、




「じゃあ矢や野のちゃん──一緒のグループになりましょうー」

「……え？」

「だから、わたしと千ち景かげちゃんと同じグループになって、一緒に修学旅行を回るんですよー！」




「──え、ええっ!?」

　驚きの声を上げたのは、後ろで話を聞いていた秋あき玻はだった。

　修しゆう司じも須す藤どうも面食らった様子で、ぽかんと僕らを見ている。

　そして、誘われた当人である僕も──狐きつねにつままれたような気分だった。

　Ｏｍｏｃｈｉさんと僕が、一緒に修学旅行……？　いやまあ、あれだけやりとりしたのだから、僕らはもう知り合いと言っていいけれど。それでも、まさかこの場面で誘われるなんて……。

　それに……なんで古こ暮ぐれさんも？

　二人が知り合いだなんて聞いたことない。

　タイプも全然違うし、友達どうしって感じにも見えないんだけど……。

「……あれ、矢や野のに言ってなかったっけ？」

　僕の不思議そうな顔に気付いたのか、古こ暮ぐれさんが「ん？」と首をかしげ、

「わたしと未み玖く、いとこなんだよ」

「……そう、だったんだ」

「そうそう。家も近いですしー小さい頃から仲良くしてたんですよね。Ｏｍｏｃｈｉって名前つけてくれたのも、実は千ち景かげちゃんなんです」

　……まったく知らなかった。

　苗みよう字じも雰囲気も全然違うし、まさかそんなつながりがあったなんて。言われてみれば、顔立ちが若干似ているような気もするけれど。

「……ていうか矢や野のちゃん、もう文化祭終わったんだから敬語やめてくださいよー。もうただの同級生ですから」

「は、はあ……」

「あ、ちなみにわたしの敬語はノーカンでお願いしますー。これはむしろ、わたしの個性なんでー」

「……そ、そうですか」

　相変わらず、マイペースなＯｍｏｃｈｉさんだった。

「……で、未み玖くって学校苦手で、これまであんま登校できてなかったのね」

　古こ暮ぐれさんが話を再開する。

　確かに、同じ二年生であるはずなのに、文化祭準備で出会うまで僕はＯｍｏｃｈｉさんの顔を学校で見たことがなかった。一学年に女子は二百人ほどいるけれど、完全に初対面というのはかなり珍しい。

「それが、こないだの文化祭をきっかけに、また来れるようになったんだ」

「ほんと、矢や野のちゃん水みな瀬せちゃんのおかげですよー」

　Ｏｍｏｃｈｉさんが、にへらと笑みを浮かべる。

「あれをきっかけに、クラスの子にいっぱい声かけられましてねー。わたし今、教室でプチブレイク中なんですー。ありがたいことですよー」

「で、説得が実って未み玖く、今回修学旅行にも来ることになったんだけど、問題はグループメンバーでさ。慣れない人だとしんどいって」

　それはそうだろう。ついこの間まで不登校だったのに、いきなり知らない生徒と修学旅行なんてちょっとキツすぎる。

「それでー、千ち景かげちゃんと相談しまして、共通の知り合いである矢や野のちゃんを誘おう、って話になったんですよ」

「そうそう……わたしもちょっと、前から矢や野のと話してみたかったし？」

　話してみたかった？　一体、何をだろう……。

　もしかして、修しゆう司じについて何か聞きたい、とかだろうか……。

「……で、どう？」

　改めて、古こ暮ぐれさんが僕の顔を覗のぞき込こむ。

「矢や野の。わたしたちと、グループ組まない？」

　少し考えてから……僕は二人にうなずいてみせる。

「……まあ、いいけど」

　それはそれで、悪くない気もしたのだ。

　最近似たようなメンバーで集まりすぎていたし、さっきの失敗の件もある。この人たちと行動するのも新鮮でいいかもしれない。少なくとも会話はできるわけだし、かえって気が楽そうだ。

「ほんとですかー、ありがとうございますー！」

　Ｏｍｏｃｈｉさんが、その顔にちょっと幼い笑みを浮かべる。

「よかったね。これでひとまず一人はゲットか」

「ですねー」

　ほくほく顔のＯｍｏｃｈｉさん。

　ただ、彼女は秋あき玻は、須す藤どう、修しゆう司じの方にも目をやり、

「……そうは言いつつ大丈夫ですかー？　わたしたちが来るまで、このメンツで行こう的な感じになってたんじゃないですかー？」

　見れば──その三人は、ショックを受けたような。約束を破られたような悲しげな顔で、僕らを見ている。確かにちょっと、裏切ったような状況かも……。

「だとしたら、そのおじゃまをしちゃうのはさすがに──」

「──いやいやいや！」

　古こ暮ぐれさんが、ふいに噴き出した。

「それはないでしょー。だって矢や野の、秋あき玻はと別れたんでしょ？　クラスでちょっと話題になってたけど」

「う、うん……」

　ずけずけとした視線を向けられ、僕はおずおずとうなずく。

「でしょ？　それなのに、別れた直後に元恋人と一緒に修学旅行回ろうとする人なんていないでしょー。ありえんでしょそれはー」

「……うっ」

　秋あき玻はが痛いところを突かれたような声を上げた。

「振られた元カノのそばにいようとするなんて未練がましすぎるし、振った元カレ手元にキープするとか小悪魔にもほどがあるでしょ」

「……う、うう……」

「それから」

　古こ暮ぐれさんは止まらない。彼女は今度は修しゆう司じと須す藤どうの方を向き、

「広ひろ尾おと須す藤どうも、矢や野のもらっちゃっていいでしょ？　どうしても、一緒に組みたかった？」

「……い、いや。そういうわけでもないけど」

　珍しく、修しゆう司じが歯切れ悪く答える。

「でも、ちょっと……ずいぶん急だなって驚いて……」

　その表情に、古こ暮ぐれさんは一瞬不思議そうな顔になる。

　そして、じっと修しゆう司じを見てから、

「……あははは、なんだよーそんな顔しないでよ」

　ふいにわけがわかった様子で、からっとした声で笑った。

　そして、

「わたしもう、広ひろ尾おに振られたこと気にしてないから！」

　──その言葉に、修しゆう司じが面食らった顔になる。

　あまりにも明け透けな、振られたというセリフ──。

「ていうか、もうあれ何ヶ月も前のことじゃん！　そんなに引きずる重い女じゃないって！」

「……そ、そっか。ならまあ、いいんだけど……」

「──で、でも！」

　次いで声を上げたのは──秋あき玻はだった。

　古こ暮ぐれさんみたいなタイプと話すのは苦手なんだろう、彼女は必死の表情で、

「に、人数足りなくない？　グループは、最低四人からでしょう？　古こ暮ぐれさん、Ｏｍｏｃｈｉさん、矢や野のくんじゃあ……一人足りないんだけど」

　確かに、その通りだった。

　秋山先生が言っていたグループの最低条件。四人組以上という点を、このメンバーでは満たせていない。

「だ、だから……」

　秋あき玻はは緊張気味に、口の中でなにかもごもごとつぶやいている。

「も、もしよければ……わたし……とか──」

「──確かに、一人足りないねー。誰か補充しないと。……ちなみに矢や野のはさ」

　古こ暮ぐれさんが、秋あき玻はの声も聞こえなかった様子でこちらを見る。

「他に誰か、誘えそうな知り合いいないの？　仲のいいやつとか」

「仲のいいやつ……」

　反射的に、脳が知り合いをピックアップし始める。

　この学年で交流のある生徒……。

　そして、一人の候補が浮かび、それが自然と口からこぼれた。

「……細ほそ野のとかかなあ」

　うん……まあ、あいつだろう。

　ここにいないメンバーで、僕が一番親しいのはきっとあいつだ。

「細ほそ野の……？　聞いたことないな。他のクラスのやつ？」

「うん、そうなんだけど……」

　言って、僕は周りを見回し、

「あ、いた……」

　視界の隅、体育館の中央辺りで周りを見回し、うろうろしている男子を見つけた。

　あのくせ毛と、すっと伸びた背筋は……間違いない、細ほそ野のだ。隣には柊ひいらぎさんもいる。

　彼らも、どうやら同じグループになれそうな生徒を探しているところらしい。

「ふうん、あれか……」

　古こ暮ぐれさんが、獲物を見つけた肉食動物みたいに目を細める。

「あの、なんか気むずかしそうな男子」

「いや、気むずかしくはないよ。よく、本の話とかするんだけど……すごくいいやつで……」

「へー、なるほどね……わかった！　ちょっと待ってて」

　それだけ言うと、古こ暮ぐれさんはずんずん細ほそ野のの方へ歩いていく。

　そして、彼らと二、三言話すと──唐突に細ほそ野のの腕をがっつり摑つかみ、こちらへ戻ってきた。

「──はい確保ー！　はい、これで四人になりましたー！　グループ成立ね！」

「な、なんだよ……!?　どういうことだ!?」

「ちょ、ちょっと、ほ、細ほそ野のくん……！」

　突然の出来事に目を白黒させている細ほそ野のと、その後ろでおろおろしている柊ひいらぎさん。

　けれど、古こ暮ぐれさんは遠慮を一切見せることなく、

「えっとね、君はわたしたちと同じグループに。わたし、未み玖く、矢や野のくんのグループに入ることになりました」

「え、ええ……!?」

「わたしは古こ暮ぐれ千ち景かげだよ。で、こっちがいとこの菅すが原わら未み玖く」

「どうもですー。Ｏｍｏｃｈｉって名前で音楽もやってますー。よろしくねー」

「よ、よろしくお願いします……」

　二人の圧に、しどろもどろでそう答えてしまっている細ほそ野の。

　それを言げん質ちと受け取ったらしく、Ｏｍｏｃｈｉさん、古こ暮ぐれさんの二人は「スムーズに決まったねー」「よかったよかった」なんて言い合い始める。

　──すさまじい強引さだった。

　無邪気というか物もの怖おじしないというか……だからだろう。細ほそ野のも反論することもできず、ぽかんと二人を眺めている。

　けれど──はっきりと、それに不満の態度を示している人もいた。

「……」

　──柊ひいらぎさんだった。

　彼女は悲しげに眉を寄せ、じっと二人をにらんでいる。

「……ん？」

　まず、Ｏｍｏｃｈｉさんがそのことに気が付いた。

「……ああ、お久しぶりです。共同ステージで、人形劇の脚本書いてた人ですよねー？」

「そうです……」

「もしかして、細ほそ野のちゃんの彼女さんですかー？」

「……はい……」

　小さいけれど、それでもはっきりとした声でそう言う柊ひいらぎさん。

「彼とは、わたしが同じグループになるつもりだったんですけど……」

　珍しく、怒り口調の彼女だった。

　その意思はしっかりと二人にも伝わったようで、

「ああー、ごめんなさいー、彼氏奪っちゃって……」

「え、彼女持ちかーごめんごめん！」

　Ｏｍｏｃｈｉさん、古こ暮ぐれさんは口々にそう謝り始めた。

「知らなかったんですよー、悪気はなくてー」

「急いでたからさ、悪かったよ」

「……まあ、ならしかたないですけど」

　その反応は予想外だったのか、柊ひいらぎさんの表情が緩んだ。

　こういうところで怒りきれないのが、穏やかな柊ひいらぎさんらしい。

　けれど──Ｏｍｏｃｈｉさんも古こ暮ぐれさんも決して細ほそ野のを譲る気はないようで、さっきのしおらしさが噓うそだったように柊ひいらぎさんに交渉にかかる。

「でも、わたしら適当に動こうと思ってるからさ。彼氏独り占めにするつもりもないし、当日現地で合流する感じにしようよ」

「グループってー。そんな厳密なものでもないですしー」

「……う、うーん」

「ほら、この引きこもり音楽オタクを助けると思って！　これ逃したらもう組む仲間がいないんだよ！」

「お願いしますー。わたし矢や野のちゃんの他に友達いないんで、細ほそ野のくんに断られると困っちゃうんですー」

「そ、そうなの……？　そ、それなら……」

　──そんな二人の説得に圧おされ、優しい柊ひいらぎさんは拒絶しきることができず。

　結局、話はＯｍｏｃｈｉさんと古こ暮ぐれさんの希望通りに進んだ。

　そして──、




　──古こ暮ぐれ、Ｏｍｏｃｈｉ、細ほそ野の、矢や野の。

　──秋あき玻は／春はる珂か、須す藤どう、修しゆう司じ、時とき子こ。




　僕たちは、この奇妙な二つのグループに分かれて、修学旅行を回ることになったのだった──。
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「──よし、須す藤どうに柊ひいらぎさんに……水みな瀬せさんは、今はどっちかな？」

「あ、春はる珂かだよ……」

「うん、春はる珂かちゃん。これで全員揃そろったね」

　修しゆう司じくんが、向かいの席でわたしたちをぐるりと見回す。

「じゃあ……始めようか」

　──六時間目を使って行われるロングホームルーム。

　寄せ合った机には、修しゆう司じくんの言う通りグループメンバーが勢せい揃ぞろいしていた。

　伊い津つ佳かちゃん、時とき子こちゃん、修しゆう司じくんに──わたし。

　リーダーである修しゆう司じくんはペンを手にノートを開き、

「大おお阪さか、京きよう都と、奈な良らと三日あるけど……できれば今日中に、大枠くらいは決めちゃいたいところだね──」

　──グループ決めから、ちょうど一週間。

　そして、旅行当日まで三週間となった今日。わたしたちは、それぞれの街を回るために割り振られた自由時間を、どう過ごすか決めることになっていた。

　ちょっと前まではまだまだ先のことだと感じていたけれど、最近はクラスでも修学旅行の話題が増えていて。そわそわした雰囲気に、わたしも「もうすぐなんだなー……」なんて肌で感じ始めていた。

　ただ、

「よし！　がしっと決めちゃいましょー！」

「うん、いいコースができるといいね……！」

　そんな風に言い合う伊い津つ佳かちゃん、時とき子こちゃん。

　二人がずいぶんと楽しげなのとは対照的に──わたしは、不安も覚えていた。

「……うん、よろしくね……」

　……矢や野のくんと、違うグループになっちゃうなんて。

　修学旅行というビッグイベントで、一緒にいられないなんて……。

　楽しみにしてたからすごく残念だし、彼は今『ちょっとおかしい』んだ。そんな矢や野のくんを放って旅行するのも心配でしょうがなかった。

　秋あき玻はもさー、グループ決めのときもうちょっとねばってくれればよかったのに。まあ、元カノの立場では言いにくいのかもしれないけど……。

「……んー……」

　ちらりと廊下側の席に目をやると、矢や野のくんは古こ暮ぐれさん、Ｏｍｏｃｈｉさん、細ほそ野のくんと机を囲んでいる。

「さーて！　どうしていきますかねー！」

「わたし、おいしいものいっぱい食べたいですー」

「お、俺は、哲学の道歩いてみたい……！」

　楽しげに言い合う彼ら。

　最初こそ慣れないメンバーでぎくしゃくしていたけれど、意外にも気の合うところがあったようで、最近は打ち解けた様子で準備を進めているみたいだった。

　その光景が、今のわたしにはどうしようもなくうらめしい……。

「……まあ、行く場所を決めるとは言っても」

　そんなわたしの気持ちとは裏腹に、修司くんは順調に話を進める。

「基本的には、ざっくりの方針で行きたいと思ってる。菅すが原わらさんや古こ暮ぐれさんも言ってた通り、その場のノリで変えてもいいだろうし、あんまり気負いすぎずにやっていこう。行きたいなーってところを、いくつかピックアップするくらいで……」

　うん、そうしてもらえるとありがたいです。余裕があれば矢や野のくんチームと合流できるかもしれないし……。

　隣では、時とき子こちゃんもこくこくとうなずいて、

「そうだね、のんびりの旅になるといいなあ……。詰めすぎても、疲れちゃいそうだし……細ほそ野のくんにも、会いたい……」

　そうだよね。彼氏とずっとバラバラはさすがに寂しいと思う。せめて、ちょくちょく二人が会えるような予定の組み方にしてあげてほしいし、そうなればわたしにもチャンスが生まれてＷＩＮ─ＷＩＮです。

　──なのに。

「──え、なに言ってんのさ！」

　伊い津つ佳かちゃんがガタタっと椅子から立ち上がった。

「みんな甘いよ！　一生に一度の、高校の修学旅行だよ！　厳選に厳選を重ねて行きたいところを選んで……完璧なスケジュールを決めるに決まってるじゃない！」

　そして、彼女は鞄かばんに手を突っ込むと、

「わたし、すでに事前調査は済ませてますから！」

　宣言するように言って──どさっと机に何かを置いた。




『古都トラベラー　京きよう都と・奈な良ら編』

『大おお阪さか完全攻略本！　絶対行きたいスポット50』

『週末とりっぷ　関西』

『見るまで死ねない！　日本の景色／西日本』




　──旅行本だった。

　そこにうずたかく積まれたのは、十冊ほどの旅行本。

　しかも、大量に付箋が貼られたもの──だった。

「え、これ……」

　何冊かを手に取り、ぺらぺらとページをめくってみる。

　どうやら付箋は、伊い津つ佳かちゃんが気になったページ、行きたいと思った場所すべてに貼られているらしい。

　さらには、メモのような書き込みまでしてあって、

「これ、全部……修学旅行のために準備したの？　この一週間で？」

「当たり前でしょう！」

　自慢げに腰に手を当て、伊い津つ佳かちゃんはふふんと鼻を鳴らす。

「この一大イベントを全力で楽しむため、先週からリサーチをしまくってたんだよ！」

「リ、リサーチ……」

　こ、ここまで本を買い込んで、こんなに本気で……！　一冊ずつも安くないだろうに……！

　というか、これだけ付箋をつけてたら、到底全部回りきるのなんて無理な気がするんだけど……。チェックだけでも大変なレベルじゃない……？

　けれど、驚いているのはわたしだけみたいで、

「……またかあ」

　山の中からいくつか旅行本を手に取りながら、修しゆう司じくんは苦笑する。

　そして、隣の時とき子こちゃんまで、

「まあ、こうなるとは思ってたよね……」

「ど、どういうこと……？」

　……話についていけない。『また』って、前にもこんなことがあったの？

「……ああ、ごめんごめん、びっくりしたよね。実は須す藤どう、旅行マニアでさ」

　まるで自分が驚かせたかのような顔で、修しゆう司じくんは手をひらひらと振ってみせた。

「いや、旅行のマニアと言うよりは、その準備マニアっていう方が正確かな……」

「去年の遠足も、すごかったよねえ……」

　時とき子こちゃんは目を細め、修しゆう司じくんに続く。

「伊い津つ佳かちゃん、下調べしすぎてガイドさんより詳しくなっちゃってて……。でも、おかげですごく楽しかったからなあ……」

「へ、へえ……。そうなんだ……」

　伊い津つ佳かちゃん、そんな一面があったんだ。

　いつもはどっちかというと適当な方なのに、旅行に関しては、きっちり準備をしたいタイプなんだ……。

　けど……そうだ、そう言えば、矢や野のくんがいつかそんなことを言っていたような気がする。伊い津つ佳かちゃんが、遠足で大はしゃぎしていたときのこと。むしろ、当日よりも準備期間の方が楽しそうに見えた、なんてことを……。

「……というわけで」

　ようやく事態が飲み込めたわたしに、伊い津つ佳かちゃんは拳で胸を叩たたいてみせる。

「春はる珂か、わたしが絶対に楽しい修学旅行にしてやるから──どーんと任せておきな！」

　その宣言は、正直困ってしまうものであるはずなのに。

　矢や野のくんが気になるわたしにとっては、ちょっと悩ましいものであるはずなのに……、

「……うん、ありがとう」

　なぜだろう。

　胸にぽっと、楽しい気持ちが湧き始めているのに気付いた。

「一緒に、楽しい旅行にしようね……！」

「うん。いいねいいね！　その意気だよ！」

　満足そうに、伊い津つ佳かちゃんは満面の笑みを浮かべている。

「納得いかないこともあるだろうけど──どうせだったら、笑ってる方がいいからね！　その方が幸せも寄ってくるでしょう！」

　──その言葉で、わたしはようやく気付く。

　伊い津つ佳かちゃんには、わたしの不安な気持ちがばれてしまっていたことを。

　そして、そんなわたしを、それでも彼女は楽しませようとしてくれていたこと──。

「……うん、そうだよね」

　うなずいて、わたしは考え直す。

　わたし、みんなに失礼だった。

　伊い津つ佳かちゃん、時とき子こちゃん、修しゆう司じくんだって、わたしにとって大切な友達だ。

　そんなメンバーとの旅行なんだから、楽しまなくちゃ損に決まってる。

　だから……ここからは。今からは、めいっぱい旅行を楽しめるよう、前向きに頑張っていこう！

「……さて、ということで」

　伊い津つ佳かちゃんは、そう言ってわたしたちの方を見回した。

「実際に、行く場所の候補を考えていこうか！　……あ、もし事前に『こういうコンセプトで回りたい！』みたいな意見があれば、是非聴かせてほしい！　せっかくなら、全員にとってベストなルートを決めたいからね。できるだけそれを取り込んだプランを考えるよ！」

　あ、そういうのＯＫなんだ！

　てっきり、全部伊い津つ佳かちゃんが決めちゃうのかなと……。

　でも、そんな感じなら是非こっちの希望も言っておきたい！

「あ、じゃあ……」

　おそるおそる、わたしは手を挙げる。

「あの、ちょっと、やっぱり余裕を持ったプランだとありがたいかなあ……。ほら、当日気分が変わることもありそうでしょ？　だから、そのとき行きたいところができたら行けるような、時間的にも気持ち的にも余裕のあるプランというか……」

　そうだ、どっちも目指せばいいんだ。

　伊い津つ佳かちゃんのこだわりと、わたしの希望。

　それがうまく合わさった、旅行プラン──。

　そんなものができれば、きっとみんなが満足できる、最高の修学旅行になるはず……。

　時とき子こちゃんだって、細ほそ野のくんといる時間も確保できるはず……！

[image: ]

　そんなわたしの期待を感じ取ったのか。伊い津つ佳かちゃんはうんうんとうなずき、大きく息を吸い込む。

　そして──はっきりと、こう言い切った。

「──そういうのは却下です！」

「……ええええええ!?」
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「──ふぅ……」

　お風ふ呂ろから上がって。軽くスキンケアをして髪をかわかして、わたしはリビングのソファに腰掛けた。

　布張りのクッションに身体からだが沈む。

　火ほ照てった手足に、目の粗い手触りが心地いい。

　テレビではつけっぱなしのバラエティ番組が流れていて、キッチンではお母さんが洗い物をしていた。

　物音で、わたしが出てきたのに気付いたらしい、

「……あら、秋あき玻は上がってたの？」

　言いながら、お母さんはキッチンからこちらに顔を覗のぞかせた。

「うん、今ちょうど」

「何か飲む？」

「ううん、大丈夫だよ。ありがとう」

　笑顔で返すと、わたしはスマホを手に取り、あれから二週間かけてようやく決定した旅行の行程プランを再確認する。

　──ぎちぎちに予定を詰めたがる伊い津つ佳かちゃんと、余裕を作りたいわたし／春はる珂か、そして時とき子こちゃん。

　なんとかすりあわせを続けて、結果としてうまく、両方の希望を折衷したプランが作れたんじゃないかと思う。

　ちょっと失礼して、ソファに寝そべりわたしは考える。

　大おお阪さか、京きよう都と、奈な良ら。二泊三日の旅。

　考えてみれば、東京より西に行くのは人生で二度目だ。大おお阪さかは初めての訪問だし、京きよう都とは沢山の小説の舞台になっていたから憧れてもいる。行ってみたい場所も沢山あった。

　──けれど、それ以上に。

　三日目に訪れる、奈な良ら県けん──。

　その予定表を眺めながら、わたしはほうと息を吐く。

　実はわたし、過去に一度だけ奈な良らに行ったことがあった。

　春はる珂かが生まれる少し前。小学校の低学年だった頃に『父親』と二人で──。

　そのときのことは、断片的な景色として覚えている。

　目に映った色合い、風の匂い、楽しそうなお父さんの姿。

　そして、彼が言ったこと──。

　いつかまた、あそこに行ってみたいと思っていたのだ。お父さんと並んで歩いたあの街。あの場所に──。

　この旅行に、期待することは沢山あって。矢や野のくんとのこと、みんなと初めて遠出すること、憧れていた街。そのどれもが等しく楽しみだ。

　けれど、その中でも──わたしは奈な良らに行くことに特別な期待を抱いていて。

　何度も何度も、あの日の記憶を頭の中で繰り返し再生していた──。

「──あああああ！　しかし心配だ！」

　──そんなセンチメンタルな思考を、お父さんの場違いに大きな声が遮った。

「二泊三日……なにがあるかわからないじゃないか！　無事に終わるといいんだが……」

　振り返ると──彼はいつものように、食卓でおつまみをつつきながらビールを飲んでいる。

「大丈夫だよ」

　思わず笑い出しながら、わたしはお父さんに言う。

「もうわたし、十七歳だよ？　友達どうしで旅行に行ったりもする年だもん。修学旅行くらい、なにも心配することないよ」

「しかし、そうは言ってもなあ……」

　山男みたいな巨体を丸くし、もじもじしているお父さん。

　豪快な雰囲気の見た目ではあるし、実際性格も豪快な方なのだけど、この人はわたしたちのことに関しては妙に心配性なところがある。

　まあ、これくらいの娘を持つ父親というのは、みんなそんなものなのかもしれないけど。

「……もう、そんなに心配がらないであげてよ」

　洗い物を終えたらしい、キッチンから出てきたお母さんが、テーブルにつきながら苦笑する。

「そんなに言われたら、この子たちも気を遣っちゃうでしょう？」

「み、実み春はるさんまで……」

　──お父さんは、今もお母さんを下の名前で呼ぶ。春はる珂かと同じ『春』の字の入った名前を。

　わたしは小さな頃からその響きの柔らかさが好きで、だから自分の中に生まれたあの子に『春はる珂か』という名前をつけたのだった。

「そうか、うん……なら、もうこれ以上は言わんが……」

　お父さんは、どこか悲ひ愴そうな覚悟をその顔に浮かべ、

「せめて……毎日連絡くらいはしてくれよ？」

「……はいはい、わかりました」

　もう一度笑い出してしまいながら、わたしはソファを立つと自分の部屋へ向かった。





＊






　──部屋に着き。

　わたしは──勉強机に置いてある、一冊のノートに目をやった。

　表紙に『交換日記』と書かれている、ファンシーなデザインのノート。

　春はる珂かが矢や野のくんに告白したあの日から、やりとりがとだえていたそれ──。

　椅子に腰掛け机の電灯をつけると──わたしはそのページをめくってみる。

　そこには、まるっこい春はる珂かの文字が書き付けられている──。




　11月20日（火）　はるか




　わー、ここに日付書くのいつ以来だろう。。。。

　夏休み前以来。。。。？

　なんだかちょっと緊張しちゃうね。。。。。

　でも、相談したいことがあるから久しぶりに書いています。。。。。




　──帰宅して、机の上にこの日記が置いてあるのを見たときは、ドキリとした。

　あの子からの、メッセージだ。

　とっさにそれを理解したわたしは、鞄かばんをベッドに投げ出すと慌ててそのページをめくった。

　書かれていたのは──春はる珂かからの相談だった。

　内容はもちろん、矢や野のくんに関すること。

　こんな風に、春はる珂かは書き出していた。




　──矢や野のくん、ずっと上の空でしょう。。。。？

　秋あき玻はと別れちゃってから、すんごくぼーっとしてて、頭も回ってないみたいで。。。。。。

　前の矢や野のくんとは、別人みたいになっちゃったよね。。。。。




　──上の空。

　うん、その言葉が的確だと思う。

　文化祭の翌日以降──彼は酷ひどくぼんやりしている。

　言葉をかけても鈍い反応しかなくて、授業中当てられてもうまく答えられなくて、髪はぼさっとして身だしなみも乱れ気味で……。

　あきらかに──心ここにあらず、という感じなのだ。

　わたしと別れたことになんの感想もない顔をしているし、旅行のグループ決めのときだって、みんなが気まずくなるようなことをあっさり言い出して思わず固まってしまった。以前の矢や野のくんだったら、みんなに配慮をして絶対にあんなこと口に出さなかったはずだ。

　そしてやっかいなことに──本人は自分がおかしいことに、まったく自覚がないらしい。

　みんなが彼の様子を心配していても、なんの話かまったくわかっていないような顔をしている……。

　──矢や野のくんがおかしいことには、周りの生徒も気付き始めていた。

　反応は、人それぞれ。

　事情を話した修しゆう司じくんは酷ひどく矢や野のくんのことを心配し、伊い津つ佳かちゃんはむしろ「彼女に振られればこれくらいおかしくもなるでしょ」「というか、矢や野のとしてはよく持ちこたえてる方でしょ」なんて言っていた。

　確かに、そうなのかもしれない。

　恋人に振られればあんな風になってもおかしくないのかもしれないし、それほど心配すべきことではないのかもしれない。

　けれど……それでもわたしは責任を感じてしまって。

　それ以上に、矢や野のくんのことが心配で、どうしても心穏やかではいられない。

　だから、




　──この修学旅行で、矢や野のくんを元に戻そう。。。。。。！




　春はる珂かのその提案に──わたしはドキリとする。




　──たぶん、だけど。。。わたしたちのせいだと思うの。。。

　矢や野のくんがあんな風になったの。。。。。

　わたしが色々揺さぶって、秋あき玻はが別れちゃったから。。。

　だから、この修学旅行で、色々頑張って、目を覚ましてもらえないかなって思うんだ。。。

　わたしと秋あき玻は、どっちかを選んでもらうには、そうしなきゃかなって。。。。。

　そんなにゆっくりしているわけにもいかないしね。。。

　秋あき玻は、どう思う。。。？

　できればがんばりたいんだけど、どうかな。。。。。。？




　……春はる珂かも、そんな風に思っていたんだ。

　今の矢や野のくんがぼんやりしているのは、自分のせいだ、なんて……。

　それに、




　──そんなにゆっくりしているわけにもいかないしね。。




　見返したその言葉に、ノートを持つ指が震えかける。

　そう──わたしたちには、タイムリミットがあるのだ。

　二重人格が終わる、春はる珂かがいなくなってしまうという、逃れられないタイムリミットが。

　責任を感じる、というのももちろんそうだけど、そもそもわたしたちにはあまり時間が残されていない。

　なら、春はる珂かの言う通り──この辺りで、この状況に区切りをつけないといけない。

　それくらいの努力は覚悟の上で、わたしは矢や野のくんと別れることを決意したんだ。

　──大きく深呼吸して、ペン立てからシャープペンを手に取ると。

　わたしは、そのノートに久々に日付を書き付ける。




　──十一月二十一日水曜日　秋あき玻は




　そして、それに続いて春はる珂かへのメッセージを綴つづり始めた。




　──久しぶりね。なんだかわたしも緊張する。

　春はる珂かの提案には、賛成です。

　修学旅行、頑張ってみよう──。







[image: 第十九章　【梅田迷宮心中】初日（昼）]








水みな瀬せ『今から新幹線だよー！』






　──修学旅行当日。午前九時前。

　新幹線が大きな音を立てながらホームに入ってきたところで、わたしは家族のグループラインにいってきますの挨拶を送った。





水みな瀬せ『また大おお阪さかに着いた頃連絡するね!!楽しみー！』






　ほとんど間を置かず、その書き込みに既読が一つついた。

　そのあと、ちょっと空いてもう一つ既読が増えてから、





水みな瀬せ実み春はる『気を付けて楽しんで来てね、秋あき玻はにもよろしく（笑顔の顔文字）』






　と、お母さんからの返事が書き込まれる。

　それを眺めながら──わたしは改めてそわそわし始めた。

　ああ……ついに、この日が来たんだ……！

　わたしにとって、生まれて初めての学校行事が、今始まるんだ！

　──十一月下旬。

　ここしばらくで吹く風はずいぶん冷たくなった。

　朝夕はコートを着ていても身震いするほどだし、熱いお味み噌そ汁しるをたまらなくおいしく感じるようになった。

　けれど、快晴の今日。日差しは柔らかなクリーム色で、空気も仄ほのかに暖かくて、今朝見たテレビでは、気象予報士のおじさんが「絵に描いたような小春日和ですね」なんてうれしそうに話していた。

　そのおかげか、わたしはスキップでもしちゃいたいような気分だ。

　もちろん、浮かれているのはわたしだけじゃない。

　周りの同級生たちも朝からハイテンションで、ときどきあちこちで大きな笑い声や歓声も上がっている。

「──やっべ充電器忘れた！」

「──アハハ！　母ちゃんに連絡して持ってきてもらえよ！」

「──わたし、新幹線初めてかもー！」

　んー、楽しみすぎてドキドキしてきた……！

　良いい旅行になるといいなあ……。

　もう一度スマホが震える。スリープを解除すると──お父さんからの、とんでもない長さのメッセージが表示された。





岳たけ夫お『飲み物は買ったか？トイレにもちゃんと行ったか？なにかあったらすぐ連絡するんだぞ。ちょうど医院はお休みだから、いつでもすぐ駆けつけられる。飛行機に乗ればそれほど時間もかからないはずだ。困ったことがあったら必ずお父さんに相談しなさい。それから、まずは無事で帰ってくることが大切だけど沢山のことを経験するのも大事だ。歴史ある建物はもちろん、それぞれの土地に住む人々と交流することで──』






「──はーい、じゃあ乗車するよ！」

　読み切れないでいるうちに、千ち代よ田だ先生の声が上がった。

「列になって、扉が開いたら前に進んでくださーい！」

　慌てて顔を上げ、気付けばホームドアが開いていることにおろおろしていると、

「なにぼやっとしてるの春はる珂か！　矢や野のじゃあるまいし！」

　言って、伊い津つ佳かちゃんがわたしの制服の袖を引っ張ってくれる。

「ほら、ドア開くから！　行くよ！」

「う、うん……！」

　うなずくと、わたしは手早くラインに「いってきます！」とだけ書き込んで、スマホをポケットにしまった。ごめんお父さん、続きはちゃんとあとで読むから……！

　開いた扉に方に向かいながら、ちらりと周囲を窺う。

　すると──いた。

　ホームの向こう、一つ隣の入り口から、列車に乗り込もうとしているグループ。

　Ｏｍｏｃｈｉさん、古こ暮ぐれさん、細ほそ野のくんと……矢や野のくん。

　彼らと自分の位置関係を改めて確認して、わたしは小さく笑みを浮かべた。

　うん、今のところいい感じだぞ……。

　あの入り口とわたしたちの前の入り口は、同じ車両につながっている。

　このままいけば、必然的にわたしたちは車両の真ん中辺りで鉢合わせすることになる。

　そうなれば──あとは簡単だ。

　自然に矢や野のくんの隣の席を確保するだけ……。

　それだけで、東京[image: →]大おお阪さか間、二時間半の間は矢や野のくんのそばにいられる……。

　よかった、なんとか皆をこの乗り口まで誘導した甲か斐いがあった──。




　──秋あき玻はに持ちかけた「矢や野のくんを元に戻そう作戦」。

　この修学旅行中に、矢や野のくんに目を覚ましてもらおう、という作戦は、秋あき玻はの賛成を得て現在絶賛進行中だった。これからの三日間、わたしたちは旅行中というシチュエーションもフルで活用してあの手この手で矢や野のくんの目を覚まそうとすることになる。

　作戦は三つのステップに分かれている。秋あき玻はが計画を立ててくれた。





１、矢や野のくんとわたしたちの距離を縮める

２、矢や野のくんがおかしくなった原因を確かめる

３、原因を取り除いて問題を解決する






　まずステップ１。「矢や野のくんとの距離を縮める」。文化祭のあの日以来、矢や野のくんとわたしたちの距離は開いてしまった。話す時間も一緒にいる時間も短くなったし、気持ちだって離れてしまった……。

　だからまずは──物理的に、彼のそばにいること。

　さらにそこから踏み込んで……『彼と短い時間でも手をつなぐ』ことが初日の目標だ。

　結構ハードル高いけど……この三日でなんとかするなら、これくらい頑張らないとダメでしょ！

　続いてステップ２。「矢や野のくんがおかしくなった原因を確かめる」。

　秋あき玻はに振られたことが、こうなった原因なのは間違いないと思う。ただ、本当にそれだけなのか……それだけだとしたら、どういう心の動きがあって上の空になっちゃったのか。それを探るのが、二日目の目標だ。

　これはどうしようね……本人に聞くしかないかなあ。

　今日の様子を見て、もうちょっと具体的な方法は考えようと思っている。

　そして最後のステップ３は言わずもがな。

　最終日に問題を解決して、矢や野のくんの目を覚まさせる。

　わたしたちのせいで変わってしまった彼に、以前の繊細で、気遣いができて、優しい男の子に戻ってもらう──。

　……うん。改めて考えてみても、駆け足な計画だなと思う。本当にうまくいくかなあと、不安になってしまう。

　そのうえ、今回の「矢や野のくん元に戻そう」計画は、他の人への説明もしていない。

　わたしたち二人の責任でやることにみんなを巻き込みたくなかったし……できれば、普通に修学旅行を楽しんでもらいたい。

　別段、必死に隠そうというつもりもないけれど、できる限り修学旅行は普通に楽しんで、その合間に計画は進めるつもりだった。

　……まあ、何はともあれ、まずは初日の目標「矢や野のくんと手をつなぐ」だ！

　出だしで躓つまずかないためにも、できるだけ彼のそばにいるようにしないと……！

「よし、行くぞ……」

　そしてわたしは、小さくつぶやきながら車両に乗り込んだ。





＊






「──わー、水みな瀬せちゃんグループのみなさんー」

「おー須す藤どうたちか」

「やーやー古こ暮ぐれちゃんＯｍｏｃｈｉさん！」

　列車に乗り込んだわたしたち。その先頭にいた伊い津つ佳かちゃんは、案の定車両の真ん中近くで向こうからＯｍｏｃｈｉさんグループが来るのに気が付いた。

　距離を詰めながら手を振り合う彼女たち。

　伊い津つ佳かちゃんは、いつの間にやらＯｍｏｃｈｉさんともずいぶん打ち解けたようで、

「どうー？　そっちのグループ。細ほそ野のとはもう仲良くなった？」

「ええ、おかげさまで結構仲良くなりましたよー」

「ていうかこいつ、矢や野ののこと好きすぎでしょ。いじり甲斐がいがあるわ！」

「……！　べ、別に俺はそんな……！」

　慌て始める細ほそ野のくん。けれど、その反応もツボだったのか、

「いやいや、そのリアクションもベタすぎでしょ！　恋する乙女かよ！」

　と古こ暮ぐれさんは声を上げて笑った。

　そして、

「よーし、座るかー！」

　車両真ん中でわたしたちは鉢合わせ、古こ暮ぐれさんの言葉をきっかけに、皆が席を求めてきょろきょろし始める。

　ちなみに、大きな荷物は事前に今日泊まるホテルに送ってある。

　持っているのは小さめのかばんだけだから、身軽に動くことが可能だ。

　つまり──矢や野のくんがどこかに座るのを見計らい、そこに駆け寄ることができる。

　どこに座ろうかなー……なんて雰囲気を醸かもし出だしつつ、矢や野のくんの方をこっそりと伺う。

　と……矢や野のくんは特になにも考えていない様子で、進行方向左側、海側の席の隅に腰掛けた。

　──よし、あそこだ！

　他の人たちはもたもたしてるし、思ったよりも簡単に席を取れそう。

　これは案外簡単に、初日の目標クリアできるかも……！

　古こ暮ぐれさんとＯｍｏｃｈｉさんの間を縫って、わたしは彼の隣に駆け寄り、

「や、やあ、矢や野のくん……」

「ああ、春はる珂か……」

「と、隣、座らせてもらうね……」

「……うん」

　相変わらず、ぬぼっとした彼の──隣の席に腰掛けた。

　背中に感じるシートの柔らかさ。そして、左数十センチの位置にいる矢や野のくん……。

　やった、うまくいった……！　隣の席ゲット！　幸さい先さきいいスタートでうれしい……！

　ほくほくした気分で、矢や野のくんをちらちらと伺う。

　ちょっとぼさっとした髪と、とろんとした目。顔立ちはこれまで通り、地味ではあるけれど綺き麗れいな作りで……ああ、やっぱりドキドキしてきた……。

　……これ、もしかしたらこのまま手もつなげちゃうんじゃない？

　ごく自然の矢や野のくんの手を握れば、案外向こうもあっさり受け入れてくれるんじゃない……!?

　……よし、やってみよう！

　この勢いで、一気に初日の目標クリアしちゃおう！

　ごくりと息を飲み覚悟を決めると……わたしはそろそろと手を伸ばす。

　いつ触れるか、とそわそわしながら、それを少しずつ彼の方へ伸ばしていく。

　指先がわたしの席をはみ出し、矢や野のくんの領域に入る。そして膝に乗った彼の手に──、

「──なにしてるの春はる珂か！」

　──伊い津つ佳かちゃんの鋭い声。

　──身体からだがビクリと跳ねた。

　慌てて手を引っ込めつつ、

「な、なんの話……？」

　通路に立つ伊い津つ佳かちゃんの顔を見上げた。

　伊い津つ佳かちゃんは──鬼のような怒りの形相で、じっとわたしを見下ろしている。

　ど、どうしたの……!?　な、なにかわたしまずいことした!?

　もしかして、矢や野のくんと手をつなごうとしてるのがバレた……!?　でも、だとしたらなんで伊い津つ佳かちゃんに怒られるの……!?

　伊い津つ佳かちゃんは、混乱するわたしの首根っこを無言で摑つかむ。

　そして、通路まで引っ張り出し、さっきまで腰掛けていた海側のシートを一いち瞥べつすると──、

「こんなとこに……こんな席に座るなんて！」

「……へ？」

　……こ、こんな席？　別に普通の、よくある新幹線の席だと思うけど……。

「いい？　春はる珂か……この新幹線でね、そっち側の席に座ったって何にも良いいことなんてないんだよ！」

「な、なんで……？」

「理由はあとでわかるから大丈夫！　わたしに任せておきなって！　絶対に楽しませてあげるから！」

　……こ、こんなところにまで伊い津つ佳かちゃんはこだわるの!?

　いや、とっても楽しみにしてるけど！　伊い津つ佳かちゃんのガイドで旅行するの、すごく楽しみだけど！　新幹線の席まで指定されちゃう感じなの!?

「で、でも……！　こっちの席が海側だよね？」

　矢や野のくんの隣に座りたい一心で、わたしはそう主張する。

「地元でも海好きだったから、太平洋側とか、見てみたいんだけど……」

「気持ちはわかるよ！　確かに、小お田だ原わら過ぎた辺りで見える海とか最高だよね！　旅行に来たって気分になれるし！」

「だ、だよね！　だから今回はこの席に……」

「──でも、悪いこと言わないからこっちの山側に座りな！　絶対に、わたしはあなたを満足させてみせます！」

　それだけ言うと、ガイドさんモードの伊い津つ佳かちゃんは半ば強制的に山側、窓まど際ぎわの席にわたしを押し込めた。

「え、ええええ～……」

　不満の声を上げるも、伊い津つ佳かちゃんはもう他のグループメンバーの席をコーディネートするのに夢中だ。

「はい！　修しゆう司じはこっち！　トッキーも！　この席がお勧めだよ！」

　そして海側の席では、

「じゃあわたしここー」

「わたしはこっちにしよう。ていうかこれ、席回そうよ」

「ああ、じゃあ俺やるよ」

　Ｏｍｏｃｈｉさんたちが席を回転させてボックスシートを作り、そこに四人で腰掛けている。矢や野のくんの隣に座るのは、なんだかうれしげな顔の細ほそ野のくん……。

「う、うぐぐ……」

　しぶしぶ山側の座席に腰掛け、矢や野のくんの方を窺いながらうめき声を漏らしてしまう。

　ちょっとこれは、前途多難な予感がしてきたぞ……。

　伊い津つ佳かちゃんの監視がある中、わたしたちはちゃんと、矢や野のくんと手をつなげるんだろうか……。




　──ちなみに、伊い津つ佳かちゃんの取ってくれた席からは素敵な景色が見えました。

　静岡に入ってすぐ見えた富ふ士じ山さんは想像以上に雄大で、ちょっと感動してしまった。

　逆に、海側に座ったＯｍｏｃｈｉさんグループは、

「──ま、まぶしいー！」

「うわ、マジだ！　カーテン閉めようカーテン」

「は、早くー！　陰の者は、日の光を浴びすぎると死んでしまうんですー！」

　窓から差し込む太平洋のきらめきがまぶしかったらしく、早々にカーテンを下ろしていました。

　さすが伊い津つ佳かちゃん……的確なリサーチ、恐れ入ります。それでもわたし、できれば矢や野のくんの隣がよかったけど……。あとＯｍｏｃｈｉさん、死なないで……。

　そして──お昼少し前。列車は予定通りに新しん大おお阪さか駅えきに到着したのでした。





＊






「……ここが、大おお阪さか」

　春はる珂かから入れ替わってホームに降り立ち。わたしは、目の前の景色に思わず深呼吸する。

　駅名の表示に、電光掲示板の時刻表。

　並んでいる自販機。そして、ホームの向こうに見える見知らぬ街並み──。

　あからさまに「関西！」「大おお阪さか！」という雰囲気があるわけではないし、有名なランドマークが見えるわけでもない。けれど、どこか空気が東京とは違うオーラを帯びている気がして、思わず気持ちが昂たかぶってしまう。

　周りの生徒たちも、学校で見るときよりもそわそわふらふらと浮ついていて、改めて旅行に来たんだということを肌で感じた。

「……秋あき玻は、大おお阪さかは初めてだよね？」

　先に列車を降りていた伊い津つ佳かちゃんが、こちらを振り返り尋ねてきた。

「……うん。でも、いくつか好きなお話の舞台が大おお阪さかだったから、来てみたかったんだ」

　ぱっと思い付くだけで、例えば春しゆん琴きん抄しよう。盲目の美女春しゆん琴きんとその弟子、佐さ助すけの耽たん美びな関係のお話。あるいは、曽そ根ね崎ざき心しん中じゆう。こちらは遊女お初はつと、醬しよう油ゆ屋の徳とく兵べ衛えの心中のお話。

　どちらもある種情熱的な恋物語で、わたしは大好きで、いつか彼らが過ごしたはずの街を眺めてみたいと思っていた。

「へー、ドラマとかアニメの聖地巡礼みたいな？」

「……うん、そういう感じかな」

「秋あき玻はって、好きなものに対してはちょっとオタクっぽくなるとこあるよね！」

「あはは、確かにそうかも」

　……こんなことを言うと、引かれてしまうだろうけど。

　わたしはただ春しゆん琴きん抄しようや曽そ根ね崎ざき心しん中じゆうが物語として好き、と言うだけじゃなくて……そのヒロインであるお初はつや春しゆん琴きんに、ちょっと感情移入してしまうところもあった。

　他人だとは思えないし、わたし自身が二人の立場になるところだって、何度も想像してきた。

　そんな二人がこの街にいた──。

　そう思うと、感慨もひとしおだ。

　とはいえ……思い人と心中する女郎に、サディスティックな盲目のお嬢様。そんな二人に感情移入するなんて……、

「……さすがに、人には言えないけどね……」

　我ながら、どれだけ重い女なんだろうと笑ってしまう。

　ちらりと矢や野のくんを窺うと……彼は楽しげなＯｍｏｃｈｉさん、古こ暮ぐれさん、細ほそ野のくんに連れられて、ぼんやりと大おお阪さかの街を眺めていた。

　……よし、頑張ろう。

　これでもわたしは矢や野のくんの元カノで、キスしたり、ちょっとだけ身体からだを触られたり……それなりに特別な関係だったんだ。

　今さら手をつなぐくらい、決して難しくないはず。

　決意を新たにしながら、わたしは千ち代よ田だ先生の先導に続いて歩き出した。





＊






　──けれど。

　そこから矢や野のくんとわたしたちは、何度もすれ違いを繰り返すことになったのです。





＊






「──やー、やっと自由行動だねー」

　学年全体での大おお阪さか城じよう公園の見学が終わり。

　最寄りの駅へ向かいながら、伊い津つ佳かちゃんはうーんと伸びをする。

　そして、彼女はこちらを振り返りニカっと笑うと、

「このあと、まずは……道どう頓とん堀ぼりだね！」

　──これまでの話し合いで、大おお阪さかでの自由行動第一の目的地は、道どう頓とん堀ぼりに決まっていた。

　全体的に意見の割れがちなわたしたちグループだったけれどそこには誰も異議を唱えなかったし、みんなが期待している初日の目玉スポットだ。

「楽しみだね……」

「グリコの看板前で写真撮ろう！　秋あき玻はもあのポーズやるんだよ！」

「え！　……う、うん、わかった……！」

　そんなことを言い合いながら歩いていると、

「──お、須す藤どうちゃんたちも道どう頓とん堀ぼりですかー？」

　話しているのが聞こえたのか。いつの間にかＯｍｏｃｈｉさんがすすすと寄ってきて、伊い津つ佳かちゃんに尋ねる。そして、隣にいた古こ暮ぐれさんも、

「へえ、奇遇だね、わたしたちも道どう頓とん堀ぼり行くんだよ」

「おっ、マジでー!?」

　その話に、伊い津つ佳かちゃんが身を乗り出した。

「マジですよー」

「やっぱ大おお阪さか来たら、あそこは外せないでしょ」

「だよねー！　鉄板ですからね！」

　腕を組み、なにやらうんうんとうなずいている伊い津つ佳かちゃん。

　そして彼女はＯｍｏｃｈｉさんグループの面々の方を向き、こんなことを提案したのだった。

「じゃあ──道どう頓とん堀ぼりまで一緒に行こうか！」







　──ということで、わたしたちは共に道どう頓とん堀ぼりまで向かうことになった。

　その途中、環状線で鶴つる橋はしを目指しながら……わたしはそわそわし始める。

　まさか、いきなり二グループ一緒の行動になるなんて。最初から、くっついて動けるなんて……。

　この流れだと……しばらく一緒にいることになりそうじゃない？

　二グループ混合での道どう頓とん堀ぼり観光になって、ずっとそばにいられて……うまくすればその中で矢や野のくんと手をつなぐこともできるんじゃ……？

　頭の中で、シーンをイメージしてみる。道を並んで歩きながら。注文した食べ物を持ちながら。景色を一緒に眺めながら……彼とこっそり手を繫ぐところを。

　うん……これはいけそうかも。

　新幹線ではなにもできなかったけど、今度こそ今日の目標クリアできそうかも……。

　──けれど、道どう頓とん堀ぼり最寄りのなんば駅を出て。

　大おお阪さからしい賑にぎやかな繁華街を前にして──、

「──よーし！　じゃあさっそく食べ歩き行こー！」

「うん、わたし大分お腹なか空いてきた……」

「行きたい店のリストは、俺プリントアウトしてきたよ」

　はやる気持ちを抑えきれず、早くも盛り上がるわたしたちに、Ｏｍｏｃｈｉさんが尋ねてくる。

「……あれ、食べ歩き？　須す藤どうちゃんたちはそういう感じですかー？」

「そうだよー！　そっちはどうするの？」

「わたしたちは、ここで食べるとホテルで夕飯入らなくなりそうなんでー、ふらふら見て回るくらいにしようと思ってるんですー」

「そんで、歩いてる中で未み玖くが気になる音があったら、サンプリングして曲で使いたいんだってさ」

「へー、そうだったんだ！」

　……あれ？　ちょっと嫌な予感がしてきたかも。

　この感じは、この流れは……。

　そして、焦あせるわたしをよそに。伊い津つ佳かちゃんはごくあっさりと──、

「じゃあ──ここで一旦別れる感じだね！」

　Ｏｍｏｃｈｉさんと古こ暮ぐれさんも、それに軽くうなずいて、

「そうですねー」

「じゃあ、ここらで」

「──ま、待って！」

　反射的に──大声を出してしまった。

　伊い津つ佳かちゃんもＯｍｏｃｈｉさんも古こ暮ぐれさんも目を丸くしているけれど、こうなれば引っ込みがつかない。

「あ、あの……伊い津つ佳かちゃん。わたしたちも……ふらふら見て歩く感じにしない……？」

　特にプランもないまま、わたしは伊い津つ佳かちゃんに提案する。

「ホテルのご飯が入らないっていうのはその通りな気がするし……わたしたちも、食べ過ぎない方が……いいんじゃないかな……!?」

　アドリブな割には、まあまあ説得力のあることが言えた気がする。

　せっかくのチャンスなんだ。簡単にあきらめたくは──、

「──なに言ってるの！」

　──伊い津つ佳かちゃんの声が、わたしの期待をぶった切った。

「わたしたち、道どう頓とん堀ぼりで食べるからここまでの食事は控えめにしようって話したじゃない！　だからわたし、朝ご飯抜いたしここまでお菓子も食べてないんだよ！」

「え、そ、そこまでしてたの……？」

「トッキーと修しゆう司じも、ちゃんと配慮してきたでしょ!?」

「うん、朝ご飯は少なめにしたよ……」

「そういう話だったからね……」

　た、確かにそういう話は出ていたし、今朝は春はる珂かも朝ご飯を控えめにしていた気が……。

「だから秋あき玻は、悪いけどここは予定通りに行かせて！　わたし多分、あと十分以内にたこ焼き食べないと餓死するから！」

　──そう言われてしまうと、それ以上主張もできなかった。

「またのちほどー」

「ほんじゃねー」

　と去っていくＯｍｏｃｈｉさんと古こ暮ぐれさんの背中を見送ると、わたしは移動を始める伊い津つ佳かちゃんのあとについて、とぼとぼと歩き出した。
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「──あれー、またもや須す藤どうちゃんチームじゃないですかー」

「お、Ｏｍｏｃｈｉさんチーム！　またまた奇遇だねえ！」

　──道どう頓とん堀ぼり食べ歩きを終おえ。

　梅うめ田だに向かう御み堂どう筋すじ線せんの中で──わたしたちグループは、Ｏｍｏｃｈｉさんグループとばったり再会した。

「どうだった？　食べ歩き。美味うまかった？」

　つり革に摑つかまり尋ねる古こ暮ぐれさんに、伊い津つ佳かちゃんが頰をてらてらさせて答える。

「んもー最高だったよ！　やっぱこっちのたこ焼き、東京のとは全然違うんだよねー！　とろとろでさー出汁だしの香りがしてさー……」

　確かに、大おお阪さかのたこ焼きは東京で普段食べるたこ焼きとは全然別物だった。春はる珂か、朝ご飯控えめにしてくれてありがとう……おかげでおいしく食べられました。

「そっちはどうだった？」

「いやーいい音録とれましてね！」

　言いながら、Ｏｍｏｃｈｉさんが満面の笑みで録音用っぽい機械を掲げてみせる。

「くいだおれ太郎のスネア、なんとラディック製だったんですよ！　チューニングはアレでしたけど、それはそれで味があって──」

　──そんな風に、しばし道どう頓とん堀ぼりの話で盛り上がってから。

　話題は自然と、このあとの予定に移る。

「わたしたちは、これから梅うめ田だのカフェに行く予定だよ」

　そう言う古こ暮ぐれさんに、Ｏｍｏｃｈｉさんが珍しく食い気味で補足する。

「音楽を聴ける有名なお店があってー。わたしそれが、この旅行で一番くらいに楽しみだったんですー！」

　……ん？　カフェ？　しかも、レコードが聴けるところ？

　同じことを思ったらしい、伊い津つ佳かちゃんは目を丸くして、

「……え、わたしたちもレコード聴けるカフェに行くつもりだったんだけど」

『ヴァイナル・カフェ』──という、ＤＪブース完備のお洒落しやれなカフェらしい。

　去年オープンで、有名な音楽グループの人が経営に携わっていて、界かい隈わいではちょっと有名だそうで……修しゆう司じくんの提案で、行き先に加わることになったお店だ。

　もしかして……と、わたしの胸に小さな期待が宿る。

　Ｏｍｏｃｈｉさんたちも、ひょっとしたら……。

　そして案の定、

「それって──『ヴァイナル・カフェ』ですかー？」

　Ｏｍｏｃｈｉさんが、その店の名前を口にした。

「わたしたちの行く店、そういう名前なんですけどー」

「わ、わたしたちもそこ行くんだよー！」

　伊い津つ佳かちゃんが、もはや飛び上がらんばかりにうれしそうな声を上げる。

「すごい偶然だね！　気が合うじゃんわたしたちー！」

「おおマジですか！　運命感じますねー！」

「あ、じゃあ、今度こそ一緒に行くかーせっかくだし」

「そうしようそうしよう！」

　古こ暮ぐれさんと伊い津つ佳かちゃんが言い合って、あっさり話がまとまった。

　……よし、またチャンス到来だ！

　しかも、今回はこれまでよりも確実なチャンスな気がする……！

　行きたいお店まで被かぶってるなら、さすがにもう「ここからは別々で」なんてならないはず。雰囲気の良いいお店なら、道端とかよりずっと矢や野のくんの手を握りやすい……！

　ちらりと矢や野のくんの方を盗み見ると、鼓動がじわじわと速度を上げ始める。

　よし、頑張ろう……！　こんなまたとない機会、逃がすわけにはいかない！　何が何でも、ものにしなきゃ！

「いやー、しかし須す藤どうちゃんもお目が高いですねー」

　気合いを入れるわたしの隣で、Ｏｍｏｃｈｉさんと伊い津つ佳かちゃんは雑談を続けていた。

「できたばかりの『ヴァイナル・カフェ』をご存じとは」

「実は、修しゆう司じがそういうの詳しくてねー。本当はもう一個、音楽が聴ける喫茶店があってそっちと迷ったんだけど」

「……ほうー」

　その言葉に、Ｏｍｏｃｈｉさんのメガネがきらりと光った気がした。

「他にも、良いいお店があるんですか？」

「うん、六十年前にできた古いお店なんだけどね」

　伊い津つ佳かちゃんが、素早くスマホを操作しＯｍｏｃｈｉさんに差し出した。

　そこに表示されていたのは──『名曲喫茶　平野』。

　木製の家具や調度品がいい味を出している、老舗の喫茶店のサイトだった。

　サイト自体もなかなか古いようで、個人作成っぽい素朴な作り……。

　へえ、そういうお店もあるんだ……。

「ここ、古いレコードプレイヤーがあって、それで好きな音楽聴けて、マニアックな音楽ファンに人気なんだってー」

「ほう……ほう……」

　伊い津つ佳かちゃんからスマホを受け取り、Ｏｍｏｃｈｉさんがじっくりサイトを眺め始める。

　店内の写真から、リストになっているレコード再生の機材一覧まで。

　……ん？　まさか。

　まさか、この雰囲気は……。

　息を吞のんでいると、Ｏｍｏｃｈｉさんが勢いよくスマホから顔を上げ。

「──わたし、ここ行きたいですー！」

　──やっぱりだった。

　やっぱり、彼女はそんなことを言い出した。

「こんな素晴らしいお店を知らなかったとは、一生の不覚！　それに、大おお阪さかなんて次いつ来れるかわかりませんー！」

　そして、彼女はグループメンバーの方を振り返り、

「千ち景かげちゃん！　矢や野のちゃん！　細ほそ野のちゃん！　やっぱり行き先、こっちにしていいですか!?」

「え、別にいいよ」「僕も……」「俺も構わないけど」

「やったー！　というわけで、また須す藤どうちゃんチームとはバラバラに──」

「──あの、ちょっと！」

　慌ててわたしは声を上げた。

「い、いいの？　Ｏｍｏｃｈｉさん……そっちには、ＤＪ卓ないみたいだけど……。古いプレイヤーしかないみたいだし、やっぱり『ヴァイナル・カフェ』の方がいいんじゃ……」

「あー、ＤＪ卓は普通にうちにもあるんでー」

「そ、そう……だ、だとしても！　……曲！　そう！　この感じだと、『平野』には古い曲しかなさそうだよ!?　新しいレコードも聴きたいんじゃない……!?」

「新しい曲は、だいたいクラブでも聴いてますからねー」

「……そう、ですか……」

　なら、うん……しょうがないね……。

　これ以上、特に言うことはないです……。

　わたしはすごすごと引っ込むと……相変わらずぼんやりしている矢や野のくんに、八つ当たり気味にうらめしげな視線を送っておいた──。
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　──そして、カフェでしばしお茶したあと。

　またもや再会した梅うめ田だ駅にて。

「──そっか、じゃあＯｍｏｃｈｉさんチームはもうホテル向かうんだね」

「須す藤どうちゃんたちは、もう少し大おお阪さか観光ですかー」

　今後のお互いの動きを確認して……ため息をついた。

　うん、まあ、そうだよね……。もう期待はしてなかったです……。

　このあと一緒にいられるかもとか、もはやまったく思いませんでした……。

　だから別に、落ち込んだり凹へこんだりはしてないです……。

「うん、やっぱりギリギリまで遊び倒さないとね！」

「元気ですねー。うちのグループ、もうみんなへとへとですよー」

　ひとまず……今日のところは、矢や野のくんと手をつなぐのは難しそうかも。

　思ったより、自分の設定した目標はハードルが高かったらしい。

　明日以降もどうするか、考え直さないといけないな……。

「じゃあまたホテルで！」

「はい、のちほどー」

　それだけ言い合って、わたしたちは別れて歩き出す。

　ちらりと振り返り……のろのろ歩く矢や野のくんの背中をぼんやりと見送った。

　けれど、そのとき──、




「……寂しい」




　──ふいに、静かな声がわたしたちの間に響いた。

「……細ほそ野のくんと一緒にいられなくて、寂しい……」

　──時とき子こちゃんだった。

　見れば、時とき子こちゃんがその目いっぱいに涙をため──ぎゅっと制服のスカートを握り、足下に視線を落としていた。

「……あ、ああー！　すいませんでした！」

　Ｏｍｏｃｈｉさんが、慌てて時とき子こちゃんの元へ駆け寄る。

「わたし、楽しくてすっかり我を忘れて楽しんでしまい……柊ひいらぎちゃんへの配慮を、完全に欠いてました……」

「……ごめん。わたしもすっかり抜けてたわ」

　古こ暮ぐれさんまで、気まずげに頭を搔かいていた。

「そうだよなあ、せっかくの大おお阪さかだし彼氏と回りたいよなあ……」

　──そうだった。
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　グループが別れて残念なのは、わたしだけじゃない。

　むしろ時とき子こちゃんの方が……彼氏と離ればなれになっているこの子の方が、よっぽどかわいそうなんだ。

　しまった……他のことに手一杯で、そこまで考えが及んでいなかった……！

「ご、ごめん柊ひいらぎ……」

　細ほそ野のくんが、全部自分が悪いみたいな顔で時とき子こちゃんの前に跪ひざまずき彼女の手を取る。

「俺ももっと主張すべきだったよ……ここまで流されちゃって……」

　皆悪気はなかったんだろう。それぞれの顔に浮かんだ反省の色は本物で、時とき子こちゃんの泣き出しそうな気配がほんの少しだけ緩む。

「じゃあ……ここからは、両チーム一緒に行動するかー」

　わたしたちの方を向くと、古こ暮ぐれさんはそう言い出した。

「このあと、須す藤どうたち梅うめ田だを見て回るつもりだったんだろ？　それ、わたしたちも一緒に行くよ。そうすれば、柊ひいらぎさんと細ほそ野の、そばにいられるだろ？」

「お、いいねいいねー！　合流しよう！　人数は多い方が楽しいからね！」

　伊い津つ佳かちゃんが同意して、話しがまとまり始める。

　そしてわたしは──予想外のおいしい展開に、ドキドキし始めていた。

　これは……ここにきて、ようやく希望が見えてきた……？

　残り時間は、本当に矢や野のくんと一緒に大おお阪さかを見て回れる……!?

　けれど、わたしは気付いた。

「……んー……」

　Ｏｍｏｃｈｉさんが、わたしの方を向き、なにか考えているような顔をしていることに。

　……な、なんだろう。

　ま、まさか……またここから話の流れが変わる、なんてことは……。

　そしてＯｍｏｃｈｉさんは、

「……いや、千ち景かげちゃん。グループくっつけるのやめましょう」

　──本当に、そんなことを言い出してしまう。

「え、なんで？　それじゃさすがに柊ひいらぎさんかわいそうじゃない？」

　そ、そうだよ……！　Ｏｍｏｃｈｉさん、突然どうしたの!?　もう一緒に行動しない理由はないじゃない……！

　けれど、焦るわたしをよそに、

「むしろ……それじゃ足りないと思うんですよー」

　Ｏｍｏｃｈｉさんは、にへらとした笑みを浮かべたままで続ける。

「ずっと離ればなれで、最後だけちょこっとくっつけられたってお得感がないでしょー？　だったら最初から、一緒に行動できた方がよかったじゃないですかー」

「確かに……。じゃあ、未み玖くはどうすればいいと思うのさ？」

　その古こ暮ぐれさんの問いに──Ｏｍｏｃｈｉさんは、歌うように答える。

「ふたりっきりに、してあげればいいんですー」

「……ふたりっきり」

　その言葉を、時とき子こちゃんがひとりごとみたいに繰り返した。

「そうそう、今日はここでもうチームを解体しちゃって、全員自由行動にするんですー。誰かとくっついて行動してもよし、一人でふらふらしてもよし。適当にいい感じに動きませんー？」

　そして、Ｏｍｏｃｈｉさんはなぜかこちらをちらりと見ると──、

「……柊ひいらぎちゃん以外にも、思うところのある人がいそうですからねー」







「──や、矢や野のくん！」

　Ｏｍｏｃｈｉさんの提案が通り、各自自由行動となり。

「──ほ、細ほそ野のくん、どこ行こう……」

「──じゃあ、ちょっと……その辺歩くか」

「──わたしやっぱホテル行きますー」

「──よし修しゆう司じ、お土産買いに行こう！」

　なんて、各自が歩き出す中──わたしは、緊張気味に矢や野のくんの方に駆け寄った。

　──もしかしたら、気付かれたのかもしれない。

　Ｏｍｏｃｈｉさんには、わたしが矢や野のくんのそばにいようとしているのが、悟られたのかもしれない……。あまりみんなには、バレたくなかったんだけどな……。

　けれど、とにかくチャンスなのは間違いない。

　相変わらず、ぼんやりとしている矢や野のくんに、意を決してわたしは言う──、

「このあと──一緒にどこか行かない!?」
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　──気付いたら、梅うめ田だの駅に矢や野のくんと二人だった。

「え、こ、これ……どういうこと？」

　秋あき玻はから、わたし、春はる珂かに入れ替わってすぐ。

　雑踏の中。いきなり最高の状況になっていることに、わたしは動揺を隠せない。

　さっきまで、ひたすらグループどうしですれ違いまくってたのに、急にどうして……、

「……あ、ああ。春はる珂かに入れ替わったか」

　わたしの様子に気付いたらしい。矢や野のくんがぼんやりとした笑みをこちらに向ける。

「実は、色々事情があって──」

　──矢や野のくんから、経緯を教わった。

　時とき子こちゃんが細ほそ野のくんといられなくて、寂しがっていたこと。

　Ｏｍｏｃｈｉさんが個人個人で好きに動こう、と言い出したこと。

　皆それぞれでやりたいことをやりに、すでに出発したということ。

「そ、そうなんだ……」

　予想外の展開だ。頭は追いついたけど、まだ気持ちが追いつかない……。

　ちらりと顔を盗み見ると、相変わらず彼はぼんやりした表情をしている。

　どこか遠くを見る目と、クセのついた髪……。

　決して冴さえているとは言えない出いで立たちだけど……なんだろう、なんだかドキドキしてきたかも……。

　うわ～……二人きりなんて、いつ以来だろう。

　それこそ、文化祭のあの日以来？　だとしたら、本当に二ヶ月ぶりくらいだ……。

　……とにかく！　ようやくチャンスが回ってきたんだ。ここでなんとか、頑張らないと……！

「……じゃあ、どうしようか！」

　言いながら、わたしは矢や野のくんの方に向き直った。

「ホテルに戻る時間まで……あと一時間ちょっとかな。そんなに遠くには行けないし、時間的に……わたしと秋あき玻は、半々くらいで出る感じになると思うけど……どこか行きたいところある？」

「……特には、思い付かないなあ」

　矢や野のくんは、言いながらぼんやり足下に視線を落としている。

「この辺に、なにがあるかもわからないし……」

　……まあ、そうだよね。今の矢や野のくんならこうなることはわかっていた。

　だからここは、わたしがなにか案を考えないと。

「ここから行けるところでしょ……それで、矢や野のくんと秋あき玻はも興味があるところ……」

　むしろ、今からどこかに行くとすれば、その目的地にいるときに出ているのはきっと秋あき玻はだ。だから、わたしの好みよりも秋あき玻は、矢や野のくんの趣味を考えた方がいいだろう。

　二人が好きなもの……物語。

　そして、わたしたちがいるのは……、

「……そうだ！　大おお阪さか舞台のお話！」

「……？」

「秋あき玻はが、この辺りが舞台で、好きなお話があるって言ってたんだよ！」

　準備期間中、秋あき玻はとやりとりしてそんな話題になったのだ。

　確か……『春なんとか』って話と『なんとか心中』って話だ。

　ネットで検索して、すぐに答えがわかる。

　谷たに崎ざき潤じゆん一いち郎ろうの『春しゆん琴きん抄しよう』と、世話物浄瑠璃の『曽そ根ね崎ざき心しん中じゆう』らしい。

　そして──、

「わ！　『曾そ根ね崎ざき心しん中じゆう』の舞台になった『お初はつ天てん神じん』、この近くらしいよ！」

「……へえ、そうなんだ」

　矢や野のくんが、言いながらわたしのスマホを覗のぞき込こんでくる。

　どうやら興味を持ってもらえたらしい。

「えっと、今いるのが梅うめ田だ駅だから……地下街を通っていけば、すぐだね！　ゆっくりお宮の中見られそうだよ！」

「そっか、じゃあ、そこにしようか……」

　矢や野のくんが、そう言って柔らかくほほえむ。

「僕も、そういうのは興味あるな……」

　よし、これで行き先は決まった。こうなったら……あとはそこに向かいながら、どこかで自然に手をつなぐだけだ！

「うん。じゃあそうしよう……。行き先は、ここからまっすぐ進むだけだから、簡単そうだよ！」

　顔を上げ、わたしは矢や野のくんにほほえみかける。

「よし、行こう！」

　そう言って、そばにある地下街への入り口に向かって歩き出した。




　──そのときは、わたしはまだ知らなかったのです。

　それが、有名な「ダンジョン」への入り口である、ということを──。





＊






「──へえ、タイトルの通り、心中のお話なんだね」

「うん、そうだね」

「なんか、登場人物が心中っぽい気分になるとか、例えで言ってるとかそういうことなのかと思ってた……」

　梅うめ田だの地下街を歩きながら、わたしは矢や野のくんから『曽そ根ね崎ざき心しん中じゆう』がどういう話なのかを教えてもらっていた。

　女郎、お初はつが醬しよう油ゆ屋の徳とく兵べ衛えと再会し、露つゆの天てん神じん社じやで心中するまでの短いお話。

　今の時代からしてみればずいぶんとシンプルなストーリーだけど、戦後に新たな脚色を加えて再演されるようになったり映画化されたりと、形を変えて愛されている作品みたいだ。

　……ていうか秋あき玻は。

　なんか、このお話に共感できる、みたいなことを言ってなかった……？

　大丈夫？　心中がわかるとかちょっとあの子、重い女すぎない……？

　矢や野のくん、やっぱわたしのこと好きになった方がいいと思うよ……。ほら、矢や野のくんは矢や野のくんで、ちょっとあれなとこあるし……。わたしだったら、良いい感じにバランス取れる自信があります。

「……にしても」

　言いながら、わたしはふと辺りに視線をやる。

「ずいぶん広い地下街なんだねえ……」

「そう、だなあ……」

　歩き始めてもうどれくらい経たつだろう。

　十分？　十五分？　それでもその端にたどり着く気配はなくて、視界の先には延々明るいお店の並びが続いている。書店にレストラン、雑貨屋に服屋に『大衆酒場』と書かれたのれんの下がっているお店……。

　ぱっと見は、新宿の地下街に近いかもしれない。

　けれど、店や周囲から聞こえてくる会話が関西弁なこと。そこらに貼られている広告が大おお阪さか仕様な辺りに、ここが東京から遠く離れた街なのを実感する。

　ときどき店頭に貼られている『テレビ番組で取り上げられました！』みたいな張り紙も、全然見たことのない番組名のものばかりで面白い。

　……とまあ、そんなことを考えていたけれど。

「……」

　ちらりと矢や野のくんの方を窺い、唇を嚙かむ……。

　そろそろ……いってみようか。

　手をつなぐの、チャレンジしてみようか……。

　こうして歩くのにもちょっとずつ飽きてきた。そろそろ目的のお初はつ天てん神じん近くの出口も近いはず。もうそんなに道は気にしすぎず、矢や野のくんの方に意識を集中したいかも……。

　きっと……拒絶はされないと思う。

　わたしは隣を歩く矢や野のくんの方に、ゆっくりと手を伸ばしていく。

　十センチ。五センチ。と距離がどんどん縮まっていく。

　そして──あと少し。

　ほんの数ミリくらいで、手が触れ合うというところで──、

「──あれ？」

　矢や野のくんが、ふいにそんな声を上げた。

「えっ!?　ど、どうしたの!?」

　慌てて手を引っ込め、何食わぬ顔を装よそおって尋ねる。

「な、なにか変なことでもあった……!?」

　あーもう！　あとちょっとだったのに！

　というかこのどさくさに手を握っちゃえばよかった！

「いや、あのさ……」

　そんなわたしの焦あせりに気付かぬ様子で、矢や野のくんはゆっくりと上を指差す。

「あれ……」

「あれ？」

　言われて見ると──そこにあるのは天井からぶら下がった、行き先表示だ。

『ここから地上に出るとどこに出る』『こっちに行くとこの駅』みたいなことが書いてある大きな看板。

　そしてそこには──こんな風に書かれている。




　──50ｍ先、北きた新しん地ち駅




「……え、き、北きた新しん地ち？」

　まったく聴いたことのない駅名だった。

「しかも、50メートル先って……つまり、ここはもうほとんど北きた新しん地ち駅、ってことだよね……？」

「……っぽいな」

「……え、どこ？　それ……」

　梅うめ田だ駅からまっすぐ歩けば、お初はつ天てん神じんの近くに着くってネットで見たんだけど……。

　慌てて周りを見回すけれど──『お初はつ天てん神じんはこちら』みたいな表示はもちろん、さっきまでいたはずの梅うめ田だ駅に向かう表示すら見当たらない。

　──ぶわっと焦あせりがこみ上げる。

「……もしかしてわたしたち、いつの間にか大分歩いてた!?　なんか、全然違うところに来ちゃった感じ!?」

　矢や野のくんの方気にしすぎて、いつの間にか道間違えてた!?

　いや、まっすぐ歩いてただけで、そんなこと起こるわけないと思うけど……。

「……と、とにかく！」

　自分に気合いを入れるように、わたしは声を上げた。

「もう少し歩いて、様子を見てみてよう！　わからなければ、その辺りのお店の人に聞けばいいし！」

「……そうだな」

　そして、とにかく少しでも目的地に近づこうと、わたしたちは歩き出した。




　結果として──それが大きく裏目に出るのです。





＊






「──わたしたち、どこにいるのよ……!?」

　春はる珂かから、わたしに入れ替わると──まったく見覚えのない場所にいた。

　地下街らしい、通行量の多い通り。

　隣には、相変わらずぼーっとした様子で矢や野のくんが立っている。

「あ、ああ、秋あき玻は……」

　彼は、こちらの様子に気付いたようで声を上げた。

「いやあ、春はる珂かと話して、お初はつ天てん神じんに行こうってことになったんだけど……なんか、気付いたらここにいて……」

「き、気付いたら……？」

　どういうことだろう……。

　事情を聴きたいけれど……今の彼はあまり頼りにならなそうだ。あきらめて、自分で周りの様子を確認する。

　どうやら、ここは地下鉄駅の改札口前らしい。最初に地下街に降りたときのようなお店は見当たらないけれど、向こうに自動改札機が並んでいるのが見える。

　そして、その上に掲げられているプレート、そこに書かれている駅名は──、

「四よつ橋ばし線……西にし梅うめ田だ駅……？」

　え、四よつ橋ばし線……？　初めて見る路線名だ……。

　しかも、西にし梅うめ田だ駅……。中なか野の駅に対して、東ひがし中なか野の駅みたいな感じだろうか……。

　春はる珂か、一体どこをどう歩いてここまで来たんだろう。

　そんなことを考えているとスマホのアラームが鳴った。

　そうだ！　きっとあの子がメッセージを残してくれたんだ！

　それを見れば、どうしてこんなことになったかわかるはず！

　ポケットからスマホを取り出し、ロックを解除。もどかしい気分でメモ帳を開くと、





　ごめん。。。。道迷った。。。

　どこにいるのかわからないし。。。どう動けばいいのかもわからない。。。。

　なんとか矢や野のくんと生還してください。。。。






「……なにしてるのあの子！」

　いやまあ、そんなことだろうとは思ったけど……！

　迷子になったとかだろうとは思ったけど……！

　とにかく、こうなってしまったらしかたない。

　わたしは深く息を吐き、まずは現在地がどこなのかを知ろうとスマホで検索してみる。

「……なるほど、四よつ橋ばし線西にし梅うめ田だ駅はここなのね。……って、ずいぶんお初はつ天てん神じんと離れてるじゃない!?　どうすればこんなことに……」

　と、さらに検索を続けて──わたしはある単語の存在を知る。

「『梅うめ田だダンジョン』……？」

　……？　という顔でこちらを見る矢や野のくんに、わたしはそのページに書かれていることを要約しながら読んでいく。

「うんとね……梅うめ田だの地下に広がっている地下街は、ものすごく広いみたい。そのうえ、ＪＲとか私鉄とか地下鉄の駅が色んな名前でくっついてて、地上の商業施設の地下部分もそれに連結してるから……すごく複雑な作りで……だから、ダンジョンなんて呼ばれてるんだって。ネットではすごく有名みたい……」

「へえ、そうなんだ……」

　相変わらず、危機感の感じられない顔で矢や野のくんはうなずく。

「でも、そんなに有名なら……わかりやすいマップとかあるんじゃないの？」

「それが……ないみたいで」

　画面をスワイプ、タップして探してみるけれど──やっぱり、見当たらない。

　どうもそれには理由があるらしく、その説明がされているページも見つけた。

「作りが複雑すぎて、無理なんだって……。平面ならまだしも縦にも広がりがあるし、同じ階でも、入ってる商業施設によって地下一階だとか二階だとか、表示が違ったりするらしくて──」

「……へえ」

　──そこまで話して、わたしは時計を確認する。

　集合時間までは、あと……二十五分しかない。

　ホテル最寄り駅に向かう時間も考えれば、ギリギリというか──むしろ、このダンジョンを出られないままタイムリミットが来てしまう可能性もある。

　こうなれば……もう全然余裕はなくて。

　手をつなぐとか、そんなことを考えてる場合では全然なくて。

「ああ、もう……！」

　泣きそうになりながら──わたしはひとまず矢や野のくんに言った。




「とりあえず──生還を目指そう!!」





＊






「──え、なにここ……？　さっきも来たとこじゃない？」




「──噓うそでしょ!?　ここ階段があるって、ネットの解説では……」




「──さっき、お店のおじさんがまっすぐだって……！　なのに、行き止まり……？」




「──気付いたら、地下一階から二階に移動してたんだけど……」





＊






「──もうこれ、時間通りにホテル着くの無理ね……」

「だな……完全に遅刻だな……」

　ということで、散々ダンジョン内を迷った末。

　集合時間五分前を迎え、雑踏の中、わたしたちは完全にあきらめムードになっていた。

　もうここから巻き返すのは不可能だろう。むしろ、夕飯の時間にも間に合わないかもしれない……。

　そうなると、なんだか張り詰めていた気持ちが緩んでしまって。

「……お腹なかも空いてきた。ちょっと何か食べましょう。そこのデパ地下っぽいところで……」

「うん……」

　ちょうど、すぐそばに出来合のお総菜を売っている一角がある。

　これからのことは、あそこで補給してから考えよう……。

　千ち代よ田だ先生辺りに遅刻すると連絡すれば、まあなんとかなるでしょう……。

　そんなことを考えながら、矢や野のくんとそのコーナーに入りぼんやり品物を眺め始めた。

　サラダに肉料理にデザート。

　ガラス越しの食べ物はなんだか妙においしそうに見える。

　もうこの際、夕飯あきらめてここでゆっくりご飯食べていけばよくない？

　無理にドタバタ帰ろうとするより、このダンジョンで一晩明かすつもりでいればよくない……？

　半ばやけ気味に、そんなことを考えていると、

「──あらー君らどないしたん？　そんな疲れた顔して！」

　洋菓子売り場のカウンターの中にいたおばさんが、そう声をかけてきた。

　見れば──わたしの母親と同じくらい。四十代中盤くらいの、ふくふくした頰が健康的なおばさんが、気遣わしげにこちらを見ていた。

　……わたしたち、そんなに疲れた顔してたんだ。

　いけない、不細工な顔を矢や野のくんに見せちゃっていたかもしれない……。

　でも、初対面の人が心配してくれたのがうれしくて、ちょっとだけ救われた気分になる。

「……実は、道に迷いまして」

　事情を説明し、宿泊先のホテルへ向かいたい。そのために梅うめ田だ駅を目指していたのだと話した。もちろん、もう期待はしていない。道順を教えてくれるかも、とは思うけれど、これまでも散々人に道を教えてもらった結果、余計迷ってしまったんだ。

　これで事態が解決するとは思わない。

　けれど、

「──え、梅うめ田だ駅？」

　おばさんは目を丸くして──、

「──梅うめ田だ言うたら、ちょうどこの隣やで！」

「……隣!?」

　おばさんが指差した方に目をやると──確かにそこには、地ち下か鉄てつ梅うめ田だ駅の改札があった。

「……ええええ!?」

　──よくわからない。

　よくわからないけど──いつの間にかわたしたち、ぐるっと一周して元の場所辺りに戻ってきていたらしい。

　本当に、このダンジョンはどういう構造になってるの……。

　……とにかく！

「あ、ありがとうございます！　行こう、矢や野のくん！」

「うん……！」

　今ならまだ、集合時間ちょっとオーバーくらいで間に合うかも！

　よかった！　ようやくこの地下街から抜け出せそうだ！

　矢や野のくんと笑い合い──そしてわたしは思う。

　あ、今、手、つなげるかも。

　この雰囲気で、歩き出しながら自然に手をつなげるかも。

　ドキドキしながら彼に手を伸ばす。

　そして、その細い右手を摑つかもうとしたところで、

「──ちょお待ち！　これもってき！」

　──おばさんが、そう言ってこちらに手を差し出した。

「歩き回って疲れたやろ！　これ、わたしのおごりでええから！」

　──シュークリームだった。

　男の人の握り拳ほどもあるだろうか。大きなシュークリームが、おばさんの手にあった。

　思わず──噴き出してしまった。

　なんだかもう、手をつなぐ雰囲気じゃなくなってしまった。

　けれど──この状況に不釣り合いなかわいい見た目が、どうにも笑えて。

　そして、こんな風に通りがかっただけの学生におごってくれる、おばさんの優しさがうれしくて、

「……いただきます」

　矢や野のくんに伸ばしていた手を引っ込め、わたしはシュークリームを受け取る。

　漂うバニラの香りが甘くておいしそうだ。

「歩きながら食べさせてもらいますね、本当にありがとうございます。……よし行こう、矢や野のくん！」

「おう」

　わたしたちは店員さんにぺこりと頭を下げると、梅うめ田だ駅改札に向かって走り出した──。

「気ぃ付けてー！」

　おばさんの声に振り返ると、彼女は満面の笑みで、元気よくこちらに手を振っていた。
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「──つ、疲れたあ……」

　点呼、夕食、入浴、と慌ただしく済ませて。

　ホテルの部屋に戻ってきたのは──午後十時過ぎのことだった。

　ベッドの上、バリッとしたシートに寝転びスプリングの反発を感じながら、わたしは一人つぶやく。

「色々、あったなあ……」

　ラインでお父さんの相手をして、矢や野のくんとすれ違ってハラハラして、最終的には梅うめ田だで迷子になって……。集合時間に十分遅刻して千ち代よ田だ先生にも注意されたけど、それくらいで済んだのはむしろラッキーだったかもしれない。秋あき玻はが出会ったっていうシュークリームおばさんがいなければ、今もあのダンジョンで迷ってたかもなあ……。

　まだ修学旅行は初日なのに、本当にイベントが盛りだくさんだ。

　それはそれで、楽しくはあるんだけど……、

「……手……つなげなかったな」

　自分の手の平をじっと見つめて、ため息をついた。

　簡単な目標じゃないのはわかってたんだ。

　けど、初日から思いっきり躓つまずいてしまったのは、やっぱり痛い……。

　あと二日、なんとか遅れを取り戻さないと。

　あとでスマホのメモ帳で、秋あき玻はと決起集会でもやろうかな……。

「……うーん……」

　伸びをしながら辺りを見回すと、同じ部屋になった面々は片付けをしたり、明日の準備をしたり、ベッドでぼんやりしたりしている。この部屋にいるのは五人。わたしたちのグループと、古こ暮ぐれさんたちのグループの女子たちだ。

「──いやー大漁大漁！」

　部屋の隅では、伊い津つ佳かちゃんがお土産の整理をしている。大量のご当地お菓子を手に満足げな顔の彼女。ていうか、初日からそんなに買って大丈夫？　この調子で毎日お土産買うの……？

　備え付けの机ではＯｍｏｃｈｉさんは早くもパソコンを広げてなにやら作業をしていた。どうも、今日録音してきた音でなにかを作ってみているみたいだ。そのうち秋あき玻はが「ちょっと歌ってくださいー」なんて言われたりするかもしれない。

　少しだけ意外なのは、時とき子こちゃんだ。

　ベッドに腰掛け、旅のしおりを眺めている時とき子こちゃん。なんとなく、この子は普段清せい楚そな感じのパジャマとかで寝ていそうなイメージなのに……今彼女は、黒い生地に白いラインの入った、動きやすそうな服。ジャージ姿なのだ。時とき子こちゃんみたいな和風美人がそういう格好をしていると、珍しい取り合わせに不思議な気分になる。

　そして、窓から大おお阪さかの夜景を眺めている古こ暮ぐれさん。

　これまでクラスで話すことはあまりなかったのに、こうして一緒の部屋に泊まることになったんだから、巡り合わせって不思議なものだなあと思う。まだあまり話していないから、ちょっと打ち解けきれていないところはあるけれど……。

　と、ふいに古こ暮ぐれさんは窓から室内に視線を戻すと、

「……よーし、じゃあそろそろ行くかー」

　当たり前みたいな口調で、そんなことを言い出した。

「みんなー、出かける準備しよう」

「……え？」

「出かけるって……これから？」

「……なにか予定、入ってたっけ？」

　伊い津つ佳かちゃんが首をかしげ、時とき子こちゃんが不安げに旅のしおりをめくる。

　時計を見ると、時刻は午後十時過ぎ。今日の予定は、さっきの入浴で全部終わったはず。あとは、なにかお話でもして消灯するんだと思ってたけど……、

「いやいやいや」

　なにを言ってるんだか……みたいな顔で、古こ暮ぐれさんは苦笑する。

「修学旅行だよ？　初日の夜だよ？　そんな、予定通りにお利口に寝てるんじゃもったいなさすぎでしょ！」

　……確かに、それもそうかも。

　高校の修学旅行なんて、一生に一度だけ。

　そしてその夜なんて、きっとずっと忘れられない思い出になるわけで……それを普通に寝ちゃうなんて、ちょっと損なのかも。

「でも、どこに行くつもりなの？」

　不安になって、わたしは尋ねる。

「この時間に行けるところなんて、結構限られてそうだけど……」

「……あ！　もしかして夜食でも食べに行く!?　この辺おいしいお店ありそうだし！」

「違うよ！」

　伊い津つ佳かちゃんの問いに、古こ暮ぐれさんが勢いよく答えた。

「今日散々食べ歩きしたのに、これ以上飲み食いしたら太るでしょうが！」

「じゃあ、この辺のクラブに音楽でも聴きに行きますー？」

　パソコンから顔を上げ、Ｏｍｏｃｈｉさんが質問を重ねた。

「オールしても朝こっそりホテルに戻れば、先生にもばれないでしょうしー」

「ああいうの年齢制限あるでしょ！　しかもオールなんてしたら明日死ぬよ！」

　確かに。出かけるのはいいけど、明日に響いちゃうのは厳しいかも。

　ただでさえ計画が遅れてるんだ。これ以上無理してさらに遅れたら、もう本当に取り返しがつかなくなっちゃう……。

　けど、そうなると、

「……じゃあ古こ暮ぐれちゃん、どこに行くつもりなのさ？」

　伊い津つ佳かちゃんが、改めてそう尋ねた。

　本当に、古こ暮ぐれさんはどこに行くつもりなんだろう。

　この辺に土地勘なんてないだろうし、行き先も決めずにふらふら歩くのも不安じゃない……？

　けれど、古こ暮ぐれさんは呆あきれたようにため息をつき、

「ほんとみんな、色気がないなあ……」

　そして、その強気な顔になんだか蠱こ惑わく的な笑みを浮かべると、諭すような声で静かにこう言った。




「……男子の部屋に決まってるでしょ？」
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「……だ、大丈夫？　先生いなそう？」

「うん、大丈夫っぽい……！　よし、行くよ！」

「うん……！」

　先導する古こ暮ぐれさんに連れられて──わたしたちは、薄暗いホテルの廊下を小走りで移動していた。

　決められている消灯時間は午後十時。

　もうその時間は過ぎているし、異性の部屋に行くのも禁止されているから、先生たちに見つかれば大目玉は確実だ……。

　けれど……、




「──だ、男子の部屋!?」

「──た、確かに、細ほそ野のくんに会いたいかも……」

「──あー、いいアイデアだね！　旅行の夜のドキドキの冒険！　ナイス提案だね！」

「──わたしも作業煮詰まったんで、気分転換したいですー」




　古こ暮ぐれさんの提案は、確かに魅力的で。

　そしてわたしも──なんだか矢や野のくんに会いたい気分で、こうして全員でこっそり部屋を出てきたのだった……。

　……まあやっぱり、迷子になって初日終了なんて納得できないからね！　せめて、最後に顔を見るくらいはしておきたい！

　向かっているのは矢や野のくん、細ほそ野のくん、修しゆう司じくんの三人が泊まっている部屋だ。

　さっき時子ちゃんがラインで細ほそ野のくんに確認したところ、全員部屋にいるとのこと。

　先生たちの部屋から離れたエレベーターに乗り──わたしたちの部屋のある五階から、男子たちの部屋の並んでいる四階に着いた。

　矢や野のくんたちの部屋は、廊下の先、建物の端にあるらしい。

　足音に気付かれないよう、全員で抜き足差し足移動を始めた。

　それぞれの部屋からは男子たちの話をする明るい声が聞こえてきて……ドキドキがどんどん加速していく。

　……か、考えてみれば、結構大胆なことしようとしてるよね、わたしたち。

　こんな部屋着で、男子たちの部屋に行くなんて……。

　密室で、しかも、ベッドだけある狭い部屋……。

　な、なんというかこう……ちょっとふしだらな感じがするというか……。

　……いや！　別になにか、そういうことが起きるとは思わないけど！

　なんだろ、でも、なんか急に恥ずかしくなって──、




「──あー、でも一杯くらい飲めたらなー」




　──ふいに、そんな声が聞こえた。

　廊下の先、矢や野のくんたちの部屋のそばにある階段の方から──。




「──まあまあ、さすがに引率の身でそれはね……」

「──また帰ってから飲みに行きましょうか。修学旅行お疲れ様会みたいな感じで」




　──先生だ。

　先生が、見回りをしている──。

　声の感じからすると、千ち代よ田だ先生、三み島しま先生、秋あき山やま先生──。

　今回引率に来ている先生のうちの、三人だ──。

「……っ！」

　全員で──顔を見合わせた。

　まずい、見つかったら怒られる──。

　それだけじゃなくて、最悪、なにかペナルティを科せられるかもしれない──。

　どうする？　とりあえずエレベーターまで戻る!?

　ダメだ、ちょっと距離がありすぎるし、慌てて動けば足音に気付かれる。

　どこかの部屋に入れてもらう!?　それもダメだ、知らない男子の部屋にいきなり飛び込むなんて……。

「──そう言えばその後、綴つづりさんの件はどうなの？」

「──……まあ、特に普通だよ。ちゃんと指導は続けてる」

「──本当かなあ、三み島しま君優しいから──」

　考えている間にも、先生たちの声はこちらに近づいてくる。

　もうすぐそこ、十メートルほど先の曲がり角を曲がれば──見つかってしまう。

　必死で頭を回して考える。

　どこか、隠れられそうなところ。

　この五人が、身を潜められそうな手近な場所──。

　──思い付いた。




「──こっち！」




　口の動きだけでみんなにそう伝えて──わたしは廊下を少しだけ引き返す。

　足音が立たないよう気を付けつつ、けれどできる限りの早足で。

　そして、一つ曲がり角を曲がると──そこにあった扉に。

　──自販機ルームの扉に駆け込んだ。

　お酒や飲み物、アイスや軽食まで、様々取りそろえられた自販機のコーナー。

　その陰なら、全員がなんとか隠れられるはず！

　問題は、先生たちもここに来る可能性だ。

　飲みたいとかそんな話をしていたし、買い物に来る途中だった可能性もある。

　だからわたしたちは息を殺し──それぞれうなり声を上げる自販機の陰で身を潜める。

　そして、気の遠くなりそうな間があってから──、

「──まあでも、卒業したあとは自由だからねー。あと二年は……と」

　──千ち代よ田だ先生の声が、自販機コーナーの前で止まった。

　そのうえ、

「……うわー、飲みたーい」

　中を覗のぞき込こむような物音と、そんな声が聞こえてきた。

「……ねえ、一杯だけダメかな……もう消灯時間過ぎるし……」

「……確かに、それくらいならいいんじゃない？　一応教員って、時間外勤務は基本なしなはずでしょ？」

　だらしない千ち代よ田だ先生の発言に、三み島しま先生まで同調し始める。

　これは……まずいかも。

　不良教師二人に押し切られて、飲酒解禁されちゃうかも……。

　思わず、ぎゅっと拳を握った。

　見れば──それぞれの自販機の陰で、全員が祈るような顔で会話に耳をそばだてている。

　そして──、




「──ダメに決まってるでしょ！」




　──秋あき山やま先生の断言が、廊下に響いた。

「確かに時間外労働はないけど、修学旅行は思いっきり超勤四項目当てはまるの！　二十四時間引率するのが我々の仕事だよ！」

「……知ってた」

「だよね……」

　気の抜けたような千ち代よ田だ先生と三み島しま先生の返事。

　足音が、自販機コーナーの前から遠ざかっていく。

「帰ったら、その分夫と飲みに行こう……」

「あ、九十九つくもさんと？　よければ俺も誘ってよ」

「……なにそれ、わたしも行きたい」

　そして、そんな会話の声が廊下の向こうにたどり着き、階段を上がって消えたところで──、

「「「「「……はぁあああああ」」」」」

　揃そろって深く息を吐き出した。
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　──ずいぶんと、騒がしい一日だった。

　ようやく部屋のベッドに腰を下ろし、僕は小さく息をつく。

　細ほそ野の、修しゆう司じという慣れたメンツだけの、ホテルの一室。

　ぐったりと疲れてしまってる分、さほど気を遣わなくてよさそうな組み合わせがありがたい。

　できればこのまま寝てしまいたいところだ。

　まだちょっと早めの時間だけど、特段このあとやりたいこともない。

　明日もきっと色んなイベントが待ち受けているだろうし、さっさと部屋を暗くしてしまいたい。

　……なのに、

「……お、ひ、柊ひいらぎたちがこの部屋に来るって」

「え、マジで!?　たちって、具体的には誰が……!?」

　細ほそ野のと修しゆう司じは、そんなことを言い合い妙にそわそわし始める。

「あの部屋、確か他にも結構女子いたでしょ？　古こ暮ぐれさんとか、Ｏｍｏｃｈｉさんとか。……ここに来るのは柊さんと、あと誰？」

「……全員っぽい」

「全員!?」

　色めき立つ修しゆう司じと細ほそ野の。

　二人は妙にそわそわと立ち上がり、髪を直したり散らかった荷物を片付けたりし始める。

　そして細ほそ野のは、

「や、矢や野の、女子来るってよ！」

　こっちにも緊張気味にそう教えてくれる。

「な、なんか……片付けとかしておいた方がいいかも！　あとお前、髪もうちょっとちゃんとしておいた方がいいぞ……！」

「あ、ああ……」

　そんな風に応えながら……『なんだか細ほそ野の、楽しそうだな』なんて思っていた。

　細ほそ野のだけじゃない、修しゆう司じもそうだ。

　二人とも慌てて、困ったような顔をしているけれど……内心ワクワクしているような、なにかを期待しているような表情。

　……まあ、それも当然か。

　修学旅行の夜、細ほそ野のにとっては恋人である柊ひいらぎさんが、修しゆう司じにとっては片思い相手である須す藤どうが、この部屋にやってくるのだから。

　そのうえ、今回はそこに古こ暮ぐれさんやＯｍｏｃｈｉさんもいる。男子としては、一大事以外の何物でもない。

　ただ……、

「んん……」

　僕はどうにも、気乗りしなかった。

　そんなに沢山……この部屋に来るのか。

　五人も、女子が……。

「……あれ、矢や野の、どうしたの？」

「おい、どこ行くんだよ……」

　部屋の出口に向かったところで、二人に呼び止められた。

「ああ……どっかふらっと行ってこようかなって」

「え……どっかふらっとって、これから水みな瀬せさんたち来るんだよ？」

　修しゆう司じは驚きの顔でこっちを見ている。

　けれど、だからこそ僕は部屋を出たいんだ。

「うん……悪いけど、よろしく言っておいて」

「いやいや、よろしくってお前……」

　細ほそ野のはもはや信じられない、といった表情だ。

　むしろこいつは、僕の気持ちをわかる側だと思ったんだけど……。

　ただまあ、それはそれでしょうがない。

「ちょっとしたら戻るから。じゃあ……」

　それだけ言って、僕は部屋を出た。

　薄暗い廊下に出ると、辺りの部屋から生徒たちの話す声が漏れ聞こえてくる。

　消灯時間も近いけれど、まだ誰も寝るつもりはないらしい。

「さて……どこに行くか」

　カーペットの上を歩き出しながら、僕は考える。

　できるだけ静かで、人のいないところがいいんだけど……。

　そして、しばし考えたところで、

「……そうだ」

　──一箇所思い付いた。

　このホテルに着いたときから、気になっていたあの場所……。

　くるりときびすを返すと、僕は廊下の向こうにあるエレベーターホールへ向かった。
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「──え、で、出てった……？」

「そうなんだよ……」

　──ようやく到着した、男子の部屋で。

　矢や野のくんがいないことに困惑するわたしに、細ほそ野のくんが気の毒そうに言う。

「ちょうど、水みな瀬せさんたちが来る数分前に、そのうち戻るからって……」

「そ、そう……」

　……出てった。

　……そのうち戻る。

「そう、なんだ……」

　思わず、ガクリと肩を落としてしまう。

　……なんか、戻ってこない気がする。

　矢や野のくん、しばらくはこの部屋に帰ってこない気がする……。

　……結構、楽しみにしてたんだけどな、夜中に会うの。

　なんかドキドキするし……今日一日の最後に、いいことあればいいなって思ったんだけど……。

　そんなわたしの気持ちとは裏腹に、Ｏｍｏｃｈｉさんは物珍しそうに男子部屋を見回し、古こ暮ぐれさんも当たり前みたいな顔でベッドに腰掛けている。伊い津つ佳かちゃんは修しゆう司じくんたちの買ったお土産チェックに忙しそうだし、時とき子こちゃんは……細ほそ野のくんと会えてうれしそうだ。

　なのに、そんな中……わたしだけ、矢や野のくんに会えない。

「……部屋、帰る」

　寂しさのあまりそう言うと、修しゆう司じくんと細ほそ野のくんは自分たちが悪いことをしたみたいな表情になる。

「……そっか」

「なんか、ごめん……あいつが出てくの、止められなくて……」

「ううん、いいの。ごめんね、遅くに……」

　それだけ言って、わたしは男子部屋を出た。

　暗い廊下に一人残されて、深く息をつく。

「……はあ……」

　本当に今日は、踏んだり蹴ったりだなあ……。

　進展はまったくなし、こんなんで本当に、矢や野のくんを元に戻すことができるのかな……。

　エレベーターホール前につき、館内見取り図を見上げる。

　矢や野のくんは、どこに行ったんだろう……。

　ホテルを出たってことはないだろうから、この建物のどこかにいるのは間違いないと思うけど……。

　と、

「……ん？」

　ふいに、わたしは見取り図の中に『気になる箇所』を見つけた。

「……もしかしたら」

　確信は持てない。

　けれど──ここじゃないか。きっとここだ、という予感が胸に湧き出し始める──。

「よし、行ってみよう！」
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「──やっぱり、いた！」

　そのコーナーに──『図書コーナー』に到着したわたしは。

　薄暗い部屋の奥、本棚の間に矢や野のくんの姿を見つけて深く息を吐いた。

　──一階、大浴場の近く。

　流行の本やちょっと前の漫画が節操なく集められた、ビジネスホテルなんかにたまにある小さな空間。

　そこで矢や野のくんは椅子に腰掛け、ぼんやりと本を手にしている。

　──ここしかない、と思ったんだ。

　このホテルの中で、本好きの彼が唯一落ち着くことのできる場所──。

「……春はる珂か？」

　近づくと──気配に気付いたらしい、矢や野のくんが顔を上げる。

「どうして、ここに……？」

「ごめん、ちょっと顔見たくて探しちゃった。……おじゃまだった？」

　もしかしたら、本当に一人になりたかったのかも。

　勢いでここまで来ちゃったけど、ちょっと迷惑だったかもしれない……。

　けれど、

「……ううん、大丈夫だよ」

　そう言うと、矢や野のくんは柔らかくほほえんでくれた。

「なんかあんまり、本、頭入らなかったから……」

「そっか。しばらく、ここにいる？　わたしもいてもいい？」

「……うん」

　ちょっと考えてから、うなずく矢や野のくん。

　その顔は優しくて、出会った頃、部室で向けてくれた笑顔にも似ていて──わたしはほっと息をついて棚から本を選び始める。

「……それにしても」

　わたしはそこで、ふと気にかかったことを口に出した。

「よく、顔見てすぐわたしが春はる珂かだってわかったね……名乗ってもいなかったのに」

　矢や野のくんは、わたしの顔を見るなり「……春はる珂か？」と名前を呼んだ。

　最近ぼんやりしている彼のことだ。はっきりした根拠でもなければ、わたしが秋あき玻はと春はる珂かどっちかなんて、絶対にわからないと思っていたけれど……。

「いや」

　矢や野のくんは当たり前みたいな口調で、顔も上げないまま答える。

「それくらいわかるよ」

「……そうなの？」

「うん、顔見ればわかる」

「……そっか」

　……わかってくれるんだ。

　矢や野のくんは今も、わたしが秋あき玻はなのか春はる珂かなのか、見抜けるんだ……。

　小さな幸福に口元を緩ませながら、それがバレないようにわたしは並ぶ本の背表紙を眺めた。







「──そろそろ、みんな部屋に戻るって」

　二人で本を読む時間が一時間ほどあってから。スマホに伊い津つ佳かちゃんから連絡が来た。

　明日に備えて、もう今日は自分たちの部屋に戻るらしい。

「わたしたちも、戻らない？」

　あまり遅くなってしまうと、みんなにも迷惑だろう。

　もう少しここにいたかったけれど、そろそろ引き上げた方がいい。

「……そうだな」

「うん。じゃあ……行こうか」

　うなずき合って、わたしたちは図書コーナーの出口へ向かう。

　短い時間だったけど、幸せだったなあ……。

　落ち込んでたけれど、これでまた明日からも、頑張れそうな気がした。

　初日はうまくいかなかったけれど、ここからまだまだ取り返すことだってできるはず。

　うん！　残り二日、精一杯頑張ろう……！

　──そんなことを、考えていたせいか。

「……わっ」

　──足先に、何かが引っかかった。

　多分、その辺にあった椅子の脚──。

　──しまった、まただ。

　またわたし、躓つまずいて──。

　大きく身体からだが傾かしぐ。

　体重のバランスが崩れる。

　ああ、転──、




「──大丈夫か？」




　──ぐいと身体からだを、支えられた。

　左手に感じる──強い力。

　大きくて柔らかくて熱い、手の平の感触。

　これまで何度も経験した、この展開──。

「や、矢や野のくん……」

　──矢や野のくんが、わたしの手を握り、身体からだを支えてくれている。

　その表情は、相変わらずぼんやりしているけれど──その手は、今までわたしを支えてくれたときと同じ熱さだった。

「──ご、ごめん！　ありがとう！　暗いから、ちょっと足下見えてなくて……」

「あ、ああ、うん……」

　矢や野のくんは、自分でも自分がしたことが意外だったようで、ちょっとぽかんとしている。

　それが……なんだか妙にうれしい。

　今も矢や野のくんは、わたしのことを助けてくれるんだ……。

　こんな風になった今も、反射的に、わたしのために動いてくれるんだ──。

「……行こうか」

　つないだ手を離さないまま、わたしは歩き出した。矢や野のくんに驚かれないよう、うっかり手を離されないように、ほんの少しだけ指先に力を込めて。

　予想外の展開だけど……これは、目標達成だよね。

　矢や野のくんと手、つなぐことができたってことでいいよね？

　──なんだか、妙に満ち足りた気分だった。

　初めて矢や野のくんの気持ちを知ることができたような、彼が本心から、わたしを気にかけてくれてるのを感じたような、そんな気分。
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　ずっと、こうしていたいと思った。いつまでも矢や野のくんと、手をつないでいたい──。

　けれど、そんなタイミングで──、

「……ああ、もうすぐ入れ替わりそう」

　身体からだの中にうずきを感じて、わたしはそう口に出す。

「ごめん、秋あき玻はに『もう部屋に帰ろう』って、伝えてもらえる？」

「……うん、わかった」

　もう少しこうしていたかったけれど──今回は、この先を秋あき玻はに譲ろうと思う。

　きっとあの子も、今日一日こうしたかったのだと思うから。

　あの子にも──この幸せを味わう権利が、あると思うから。

「……それじゃ」

　一度手をぎゅっと握り、わたしは矢や野のくんに言う。




「おやすみ、矢や野のくん。また明日ね──」
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「──ここが、京都……」

　バスから降り、その街を目を目の前にして。

　わたしは深い感慨とともに、一人そうこぼした。

「ここに、千年間も都があったのね……」

　──空気の匂いが違う気がした。

　背後には、意外と近未来的な印象の京都駅。

　目の前には、レトロな雰囲気の京都タワー。

　すぐそばの大きな通りを、無数の車が通り過ぎていく。

　辺りには立派な建物が沢山あるけれど、どれも東京に比べて背が低く見えるのは、景観保護のための条例があるからなんだろう。

　歴史ある街や観光地を守るため、自治体が施せ行こうする景観条例。中でも京都のそれは『日本一厳しい』なんて言われているらしく、建物の高さや看板の色合いなど、細かく規制がされているそうだ。昔、社会の授業でそう習った。

　そんな条例のおかげか、それとも土地自体が元々持っている力のせいか。目に入るものすべてがどこか古風で上品に見えて。東京とは違う優雅さを帯びている気がして、わたしの心はふわりと浮き上がる。

　──時刻はちょうど、昼前のことだった。

　午前中のクラス観光を終え、ここからは自由時間だ。

　伊い津つ佳かちゃん、修しゆう司じくん、時とき子こちゃんと固まってしおりを見返しながら、わたしはうきうきを隠せない。

「仁にん和な寺じ、金きん閣かく寺じ、下しも鴨がも神じん社じや、高たか瀬せ川がわ……四し条じよう大おお橋はしも楽しみだし、先斗ぽんと町ちようも早く見てみたい……！」

「おっ秋あき玻は、珍しくはしゃいでますねー」

　妙にうれしそうに、伊い津つ佳かちゃんがこちらを覗のぞき込こんでくる。

「準備のときから、京都が楽しみっぽかったもんねー」

「うん、ずっと憧れてた街だから……」

　──数々の物語の中で、題材にされてきた京都という町。

　三み島しま由ゆ紀き夫おの『金きん閣かく寺じ』に森もり鷗おう外がいの『高たか瀬せ舟ぶね』。最近で言えば、森もり見み登と美み彦ひこのいくつもの作品。そこに描かれている京都は異郷か異世界のようで、直じかに訪れることができるなんて夢みたいだった。

「いやあ、わたしも腕が鳴りますよ！」

　実際にルートを決めてくれた伊い津つ佳かちゃんは、ずいぶんと張り切っている様子だ。

「ガイドのしがいがあるってもんだね！　今日は一日で、京都の町を思いっきり見て回りまくろう！」

　彼女の言う通り、今日のわたしたちのグループはなかなかの強行軍だ。

　わたしが挙げた『行きたいスポット』を見事全部組み込んでもらい、有名どころからマニアックな名所も押さえた『京都フルコース』とでもいうべき予定が出来上がっている。

　……もちろん、楽しく観光できればそれでＯＫというわけではない。

　矢や野のくんを元に戻すための計画は、昨日の晩手をつなげたことで第二段階に入ったんだ。

　今日の目的は──『彼が変わってしまった原因を確かめる』こと。

　本当に、わたしが別れを切りだしたのが原因なのか。他になにか要因はないのか。

　そして──ではどうすれば、彼が元に戻るのかを今日中に探らなければいけない。

　……でも、うん。

　きっと、なんとかなる。

　昨日だって、なんだかんだ目標達成できたのだし、今日もうまくいくはず。

　せっかく憧れの土地に来たんだ。不安がってばかりいるよりも、前向きな気持ちでいたいと思う。

　ただ──一応、彼のチームの動きを把握しておこう。

「……あの」

　そばにいた古こ暮ぐれさんに声をかける。

「そっちのグループは、今日はどこに行く予定なの？　行き先とか順番とか、決まってる？」

「あー、秋あき玻は。わたしたちはね」

　そう言って、古こ暮ぐれさんはしおりに書き込まれた今日一日の予定を見せてくれる。

「今日は……『のんびり過ごす古都の一日』がテーマだったかな。なあ、細ほそ野の」

「ああ、そうだよ」

　傍かたわらに立つ細ほそ野のくんがうなずく。

「せっかくこういう風ふ情ぜいある街に来たんだから、忙しくするよりものんびりしたいよなって、矢や野のと話したんだ」

「へえ、のんびり……」

　……わたしたちとは、真逆のコンセプトみたいだな……。

　確かに、しおり書かれている行き先も、ゆっくり過ごすのに最適な観光スポットばかりだった。神しん泉せん苑えん、哲学の道、寺てら町まち通どおりのお茶屋さんなど……。

　そして「どの辺りで合流できそうかな」なんて、頭の中で自分のスケジュールと照らし合わせて──気付いてしまう。

「──会えない……」

　なんだかんだで行き先が被かぶっていた昨日と違って、今日は一つたりとも同じ行き先を選んでいないのだ。

　それどころか、同じ方面に向かうタイミングや同じ交通機関を使う機会もなさそうで……。

　これじゃ──どうやったって、京都で矢や野のくんに会うことができない。

　……ど、どうしよう……！

　今さらおろおろしてしまう。

　この段階で、こっちのルートを変えるわけにもいかない。伊い津つ佳かちゃん、すごく頑張って道順を考えてくれていたし、みんなに迷惑をかけることもできない。

　じゃあ、古こ暮ぐれさんたちのルートを変えてもらったり……？　いや、そんなのできるはずがない。わたし一人のわがままのために、そんなめちゃくちゃなこと……。

　……そう言えば、時とき子こちゃん。

　昨日、細ほそ野のくんとの離ればなれをあれだけ悲しがっていた時とき子こちゃんはどう思うだろう。

　今日もこのままじゃ、ずっと離ればなれだけど……。

「ね、ねえ……」

　小ずるくも自分の意図を隠しながら、わたしは時とき子こちゃんに尋ねる。

「今日も、細ほそ野のくんと別行動になりそうだけど……大丈夫？　昨日みたいに、寂しくならない？」

「……大丈夫だよ、ありがとう」

　時とき子こちゃんは、けれどなぜか妙に余裕のある笑みでそう言う。

「細ほそ野のくんとは昨日の夜……ゆっくりできたから……」

　──そう言えば、みんなで男子の部屋に行ったあと。

　時とき子こちゃんと細ほそ野のくんだけ、しばらくどこかに消えていた、という話を聞いたような……。

　……そこで、二人になにがあったのかわからないけど、幸せな時間を過ごしたってことなのだろう。きっと、こう、人には言えない感じの、二人だけの時間を……。

　……ちょっとうらやましい。

　とにかく、だからだろう、

「今日はグループのみんなで、京都の町を楽しもう……」

　時とき子こちゃんの表情には余裕があって──わたしと一緒に、コースの変更を希望してくれる、なんてことはなさそうだ……。

　……ちらりと矢や野のくんの様子を窺う。

　細ほそ野のくんとなにやら話し合い、ときどきうなずいたりしている矢や野のくん。

「はぁ……」

　今日はもう……あきらめるしかないだろうか。

　三日間の中日。貴重な一日だけど、明日の最終日に賭けるしかないだろうか……。

「……あのー」

　──後ろから、小さな声がした。

「お困りのようですねー」

　振り返ると──Ｏｍｏｃｈｉさんだった。

　Ｏｍｏｃｈｉさんが声を殺し、ごくさりげない表情でわたしに話しかけてきていた。

「え、お困りって……」

「──矢や野のちゃんのことでしょー？」

　困惑するわたしに、彼女はピンポイントでその名前を出した。

「秋あき玻はちゃん、この修学旅行で妙に矢や野のちゃんのこと気にしてますよねー。ちょっと彼、このところぼーっとしてますし、その件で、なんかしようとしてる感じじゃないですかー？」

「……な、なんで」

　思わず、Ｏｍｏｃｈｉさんの方に向き直ってしまう。

「なんで、わかったの……」

　できる限り、気付かれないようにしているつもりだった。

　誰にも事情は話さなかったし、できる限り顔にも出さないようにしていたはず。

　なのに、なんで……。

「見てればわかりますよー」

　けれど、Ｏｍｏｃｈｉさんはあっさりそう言う。

「一応わたし、これまでのこと秋あき玻はちゃんからしっかり聞かせてもらって、歌まで作らせてもらったんでねー」

　……確かに、Ｏｍｏｃｈｉさんには矢や野のくんとのことをすべて話している。

　春はる珂かとの三角関係で悩んでいることや、それでも自分の気持ちが抑えられないことも。

　いや、それでもまさか、Ｏｍｏｃｈｉさんに気付かれるとは思わなかった。

　この人は、あまりそういうことに興味がないと思っていたんだけど……。

「……そう、だね」

　ともかく、それ以上隠していることもできなくて、わたしは素直にそう認めた。

「文化祭終わってから、矢や野のくんずっとこんな感じで。わたしのせいだと思うから、この修学旅行でなんとかしたくて……」

　Ｏｍｏｃｈｉさんに、三段階の計画のことを説明する。

　手をつなぐ、原因を知る、解決、のステップがあることや、初日の目標はクリアできたこと。

　そして──今日はちょっと、苦戦してしまいそうなことを。

　すると、

「なるほどー……じゃあ、ちょっと待ってくださいねー。ねえねえ、千ち景かげちゃーん」

「……ん？　どした？」

　と、Ｏｍｏｃｈｉさんはなにやら古こ暮ぐれさんと話し始める。

　なんだろう、な、なにを二人は話しているんだろう……。

　不安を覚えていると、

「よーし、話はまとまりましたー」

　Ｏｍｏｃｈｉさんがこちらに向き直る。

　そして彼女は──、

「今日のところは、わたしたちに任せてみてくださいー」

「……え？」

「だからさ」

　言うと、古こ暮ぐれさんは軽い雑談でもするみたいな顔で、

「矢や野のがこうなった理由、わたしたちが探ってみるよ」

「え、えええええ……!?」

　大きな声が出てしまった。

　伊い津つ佳かちゃんや修しゆう司じくんたちが怪け訝げんな顔でこちらを向く。

　慌てて口元を押さえながら、

「ど、どうしてそんな……二人が？　ええ……？」

「あのー、まずはごめんなさい。勝手に千ち景かげちゃんに話しちゃってー。あんまりもたもたしてると、怪しまれるかなってー……」

「ああ……ちょっと恥ずかしいけど、まあいいよ……」

　普段だったらやめてほしいところだけど、今回ばかりはしかたがない。

　あんまり隠し事ばかりになっても、嫌な感じだしね……。

「まー、矢や野のがこうなってどれくらい経たつんだろ。一ヶ月ちょっと？　それだけ時間経たっても全然変わんないってことは、別の方向から攻めてみる必要があるんじゃない？」

「……そう、かも。けど、古こ暮ぐれさんも、矢や野のくんがおかしいって気付いてたんだ……」

「そりゃ気付くでしょ、あそこまでキャラ変わってたら」

　そこで初めて、当たり前じゃんとでも言いたげに古こ暮ぐれさんが笑う。

「髪とかまでぼさっとしてるし。前もっとあいつ、なんかこう……張り詰めた感じだったじゃん。良くも悪くも」

　……良くも悪くも。うん、確かにそうなのかもしれない。

　わたしは矢や野のくんのそういうところが好きだったけれど、本人はそこで苦しむこともあっただろう。周りから見たら、取っつきづらい印象にもなるのかもしれない。

「それにわたし……ちょっと、矢や野のと話してみたいこともあったんだよ。ずっと引っかかってることが」

「それは、どういう……？」

「んー、今は内緒。そのうち、話せるようになったら話すかも」

「そ、そっか……」

「ともかく──わたしたちが色々やってみますからー」

　Ｏｍｏｃｈｉさんは──そう言って胸を張る。

「無関係だからこそできることがあるでしょうしー。やりたいことは、矢や野のちゃんがこうなった原因を探る、ってとこですよねー？」

「……うん、そうだよ。でも、本当にいいの？　そんな、大事な旅行の間にこんなこと頼んじゃって……」

「いやー、全然構わないですよー。面白そうですしー」

「……え？」

　……お、面白そう？

　あの……大丈夫かな？　本当に、真面目にやってくれる……？

　なんか、不穏な気配なんだけど……。

　けれど、わたしの心配などＯｍｏｃｈｉさんたちはどこ吹く風で、

「じゃあまずはー……色々してみて、矢や野のちゃんの反応とか見てみましょうかねー」

「ああ、それがいいかもね。何にどう反応するかで、わかることがあるかも。この刺激には反応する、とかね」

「ですねー。びっくりさせるとか？　色いろ仕じ掛かけなんてのもありですかねー」

「どっきりみたいの仕掛けたら、さすがにあいつもビビるんじゃない？」

「──あ、あの！」

　話が盛り上がっていくのに、慌てて割って入った。

「あんまり、無茶はしないで……！　びっくりさせたり、色いろ仕じ掛かけとかはそういうのは……」

「冗談ですってー、大丈夫ですよー」

「心配すんなって、悪いようにはしないからさ」

「……う、ううん……」

　……やっぱり、楽しんでるだけじゃない？

　二人とも、矢や野のくんの状況をダシにして遊ぼうとしてない……？

　本当にちゃんと原因、確かめてくれるのかな……。

　……でも、

「……ふぅ」

　深く息を吐き、わたしは考え直す。

　まあ……でもわたしみたいに気負いすぎるのもよくないか。

　追い詰められてると、見えるものも見えなくなってしまうし。これくらい余裕を持つのも悪くないのかもしれない。二人が協力を申し出てくれたのは本当にありがたいんだ。ここはどーんと構えて、二人にお任せしてみよう……。

「じゃあ……よろしくね。本当にありがとう」

「いえいえー。では、またのちほどー」

「んじゃねー」

　そう言うと、Ｏｍｏｃｈｉさんは笑顔と真顔の中間くらいの顔でピースをして、古こ暮ぐれさんはひらひら小さく手を振って、矢や野のくんたちの方へ歩いていった。

　……やっぱりちょっと、心配だなあ。
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「──へいへーい、矢や野のちゃーん！」

「……わっ……！」

　京都駅前で、生徒たちが三々五々それぞれの観光に向かう中で。

　細ほそ野のと話していた僕の背中を──いきなりＯｍｏｃｈｉさんが叩たたいてきた。

「い、痛ってえ……」

　ぶたれた箇所をさすりながらも、全然わけがわからない。

　ど、どうしたんだこの人……。こういうこと、するタイプだったっけ……？

　見れば、彼女の隣には古こ暮ぐれさんもいて、反応でも見るように僕の顔を覗のぞき込こんでいる。

「な、なんだよ……いきなりどうしたんだよ……なにかあったの？」

「えーいやー、元気にしてるかなと思いましてねー」

「そうそう、グループメンバーが体調崩してたら大変だからねー」

「……まあ、元気だけど」

「それはよかったー」

　言って、目を細めるＯｍｏｃｈｉさん。

　そして、彼女はちらりと古こ暮ぐれさんの方を見ると、

「……ふんふん、久々にはっきりしたリアクションが見られましたねー」

「やっぱり、強めの刺激を与えるのがいいかもね」

「……なんの話？」

「ああごめんなさいー、こっちの話です。気にしないでー」

　そう言って、Ｏｍｏｃｈｉさんは手を振ってみせる。

　そして、咳せき払ばらいしてグループメンバーの方を向くと、

「さてーじゃあさっそく、ゆるっと京都を見て回りましょうー」

「で、その前にさ」

　と、古こ暮ぐれさんが小さく手を挙げ、

「みんな、お腹なか空いてない？　ちょっと早めだけど、お昼食べておかない？」

「わたしも、もうぺこぺこでー」

　Ｏｍｏｃｈｉさんが情けない声を上げた。

　言われてみれば、そろそろ昼時だし、混む前に店に入っておくのもありかもしれない。

　細ほそ野のもそれには同感だったようで、

「ああ、結構腹減ってるから助かるよ」

「だよね？　ということで」

　言うと──古こ暮ぐれさんは、俺たちを先導するように歩き出し、

「行ってみたかった店がすぐそばにあるの。そこでお昼にしよう！」
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「──えっ！　赤っ！　真っ赤じゃねえかこれ！」

「ほんとですねー！」

「予想以上だな……」

　運ばれてきた器を前に──細ほそ野の、Ｏｍｏｃｈｉさん、古こ暮ぐれさんがどよめいた。

　確かに、目の前にある丼には、毒々しいほどに真っ赤なスープが渦巻いている。

　麵もうっすら覗のぞいているし、チャーシューやネギやノリもトッピングされているけれど、見た目の印象は『真っ赤』以外の何物でもない。

「いやー、これは楽しみだ」

「あ、残した人はここ全部おごりってことにしましょー」

「いや勝手に決めるなよ！　くそー食いきれるかなあ……」

　古こ暮ぐれさんが僕らを連れてきたのは──ラーメン屋だった。

　駅から徒歩数分、お洒落しやれな外観で店内も非常に綺き麗れいな、観光客に人気の店らしい。

　……確かに、京都のラーメンは人気だって聴いていた。いつか食べてみたいな、ともぼんやり思っていた。そして今回訪れたお店は、飲食店評価サイトでも高ランクに位置する人気店だ。楽しみだなーなんて思いながら、壁につるされたメニューを眺めていたのに、

「──ここ、激辛もおいしいらしいから」

　テーブルに着くなり、古こ暮ぐれさんはそんなことを言い出した。

「全員激辛食べよう。店員さーん、激辛ラーメン四つね！」

　……僕、普通のラーメンが食べたかったんだけどな。

　別にそんな辛からい物好きじゃないし、せっかくだからこの店の一番人気が食べたかったんだけど……。

　ただ、残りの二人はさほど不満でもないらしく、

「お、いいですねー。辛からい物好きなんで、楽しみですー」

「マジか。まあいいや、チャレンジしてみるか……」

　なんて言い合っていて、あえなくそのままオーダー完了となったのだった。

　そして、十分ほど経たったところで、テーブルに運ばれてきたのが、この真っ赤な丼だ。

　口々に「いただきます」とつぶやき、おそるおそるそれを口に運ぶ。

　最初に感じるのは、スープの香り高さだ。

　これは確かに、人気になるのもうなずけるほど美味おいし──、

「──！」

　──一拍置いて、辛からさが来た。

「うわっ！　辛っ！　マジかようわ舌が痛てえ！」

「おおー、これはヤバいですねー」

「ちょ、ガチで辛からいじゃん……！　期待越えてきたねー！」

　もはや暴力的なまでの辛からさに、グループの面々も目を丸くする。

　細ほそ野のに至っては、額に汗の玉を浮かべ始めている。目に涙も浮かんでいる。

「……これは、俺の人生で食べたものの中で一番辛からいわ……」

「わたしもそうかも……さすがにやばくない？」

　うなずきながら、水を大量に飲みつつ麵を口に運ぶ古こ暮ぐれさん。

　というか古こ暮ぐれさん。頼んでおきながら、別に辛からい物好きじゃなかったのかよ。なにがしたいんだこの人……。なんで修学旅行に来てまで苦行に勤いそしんでいるのか……。

「わー、でもほんとおいしー」

　Ｏｍｏｃｈｉさんは、意外にも辛からいものが好きらしい。

　メンバーの中でも唯一、満面の笑みでするすると麵を口に運んでいた。

「あー、いいですこれ！　近所にあったら週一で通ってましたよ～」

　そんなにか。

　まあ確かに、辛みの奥にもスープのうま味は感じられて、おいしいと言えばおいしいのだけど。やっぱり、激辛じゃなくて普通のラーメン食べたかったな……。

「……ん？」

　麵をすすっていると、古こ暮ぐれさんが妙に真面目な顔でこちらを見つめているのに気付いた。

「……なに？」

「……ん？　ああいや、なんでもない」

　何食わぬ顔で、古こ暮ぐれさんはひらひらと手を振ってみせる。

「気にしないで召し上がって？」

「……おう」

　よくわからないまま、なんだかやりにくい気分で僕は麵を手繰り続けた──。







「──あ、もしもしー？　経過報告なんですけどー」

　無事、なんとか激辛ラーメンを完食し終え、店を出たところで。

　Ｏｍｏｃｈｉさんが、おもむろにどこかへ電話をし始めた。

「はい、はい……あのー激辛ラーメン食べたんですよ。はい、本当に辛からいやつですー。……はい、はい。でもそれがですねー、相変わらず反応薄くってー……」

　……なんだろ。

　なんか、さっきまでいた店のことを報告してるっぽい。

　家族に旅の様子でも伝えているんだろうか……。

「だからー、辛からさ以外の刺激でも与えてみようかなってー。……そうですねー、じゃあそうだなあ……やっぱりアダルト系とかどうです？　ちょっとドキドキさせちゃう感じのー……。いやいや、心配しないでくださいー、もっと穏やかな感じでやるのでー」

　アダルト系？　穏やかな感じ……？

　なにをどうすればそういう会話が発生するんだ……？

　いぶかしがっていると「じゃあまたのちほどー」とＯｍｏｃｈｉさんが電話を切る。

「……どこにかけてたの？」

「ああ、ごめんなさいー、こっちの話だから気にしないでー」

　言うと、Ｏｍｏｃｈｉさんはスマホをそそくさとしまい──その場から歩き出す。

「さてー、腹ごしらえできたところで次に行きましょうー。千ち景かげちゃーん、次の行き先はどこでしたっけー？」

「んとね……次は……」

　しおりを確認すると、彼女はこちらを振り返り小さく笑ってみせ、

「──細ほそ野の希望の、『哲学の道』だね」





＊






「……へえ、いいところだな」

　次の目的地──『哲学の道』に着いたところで。

　目の前の光景に、自然と「ほう」と息を漏らしてしまった。

「すごく、落ち着くな……。こういうところで、本読みたい……」

　──哲学の道。

　若にやく王おう子じ神じん社じやから銀ぎん閣かく寺までの、疏そ水すいべりの道がそう呼ばれているらしい。

　石畳で舗装された小道と、その脇で真っ赤な葉を茂らせている木々。脇を流れる疏水は穏やかで、かつて哲学者がここを歩きながら思索にふけった、というのもうなずけた。

　こんなに穏やかな場所なら、さぞ思考がはかどるだろう。

　色合いのコントラストは目に鮮やかで、空気はさわやかな水気を含んでいて、ただこうしているだけで頭がクリアになりそうな気がした。

　他の面々も、この場所には静かな感銘を受けるらしく。細ほそ野のは紅葉した木々に目を細め、Ｏｍｏｃｈｉさん、古こ暮ぐれさんは川のせせらぎに耳を傾けている。

　この騒がしい旅行が始まってから、初めての穏やかな時間。

　せっかくだから、ずっとこんな雰囲気でいられればいいのに、と思う。感情の無駄な起伏もなく、ただただ平穏に時間を過ごすことができれば……。

　と──古こ暮ぐれさんが疏水から顔を上げる。

　そして、穏やかに細ほそ野のに目を向けると、

「そう言えば……さ」

　せせらぎの音に混ぜ込むように──静かに、こう尋ねた。




「──彼女とはもうヤった？」




　──噴き出した。

　景色に目を細めていた細ほそ野のが、噴き出した。

「ヤ、ヤった……!?」

「うん。だってもう一年以上付き合ってるんでしょ？」

　古こ暮ぐれさんはふざける風でも茶化す風でもなく、ごく自然な口調でそう尋ねる。

「だとしたら、なにもないってことはないでしょ？」

「……そ、そりゃあ……まあ、そうだけど」

「実際、どうなんだろって思って」

　疎水の脇を歩きながら、古こ暮ぐれさんは水面に視線を落とす。

「わたしさー、まだ誰とも付き合ったことなくて。全然そういう経験がないんだけど」

「……へえ、そりゃ意外だな」

　ようやくちょっと落ち着いた様子で、細ほそ野のが目を丸くしている。

　確かに、古こ暮ぐれさんはどちらかというと恋愛経験豊富に見える方だ。

　顔立ちは整っているし、外見に気を遣っているのは僕みたいな男子にも一目でわかる。クラスのやつが、古こ暮ぐれさんが気になるなんて言っているのを耳にしたことだってある。

　修しゆう司じには振られてしまっていたけれど、それ以前に彼氏がいたりしてもおかしくないというか、いないという方が予想外だ。

「まー、こう見えてそういうのへたくそでね、わたし」

　紅葉に視線を移す古こ暮ぐれさん。

「遊んでそうとか男泣かしてそうとか言われるけど、全然そんなことないんだよ」

「むしろ、いつも片思いして泣いてましたよねー千ち景かげちゃん」

「そ、そういうのは言わなくていいの！」

　古こ暮ぐれさんは、Ｏｍｏｃｈｉさんの言葉にちょっと慌てる。

「……で」

　彼女は咳せき払ばらいすると、本題に戻る。

「実際のところ、付き合う人たちってどうなのかって気になるんだよ。好きな人と両思いになれたらどうなるんだろうとか。付き合ったらどんな感じなのかって」

「……そ、そっか」

「わたしも気になりますねー」

　軽やかに細ほそ野のの隣に並びながら、Ｏｍｏｃｈｉさんも古こ暮ぐれさんに続いた。

「ほらわたし、ずっと引きこもってたんでー、男子の友達なんて矢や野のちゃんと細ほそ野のちゃんくらいなんですよー。それで、高校生の恋愛って、どんな感じなのかなーって」

「……なるほど」

　そんな風に言われてしまうと、邪険にもできないらしい。

　細ほそ野のは迷いながらも口を開き、

「その……柊ひいらぎのことでもあるから、あんまり色々勝手には言えないけど……それなりには、色々あるよ、色々……」

「色々って？」

　けれど、古こ暮ぐれさんは追及の手を緩めない。

「ぎゅってしたり、キスしたりくらいはあるよね？」

「そ、そりゃ……もう高校生だし……。それくらいは、さすがに……」

「じゃあ、身体からだとか触ったりした？　もう裸とか見た？」

「そ、そういうのは……あの……」

「さすがにもう済ませた？　じゃあ、もう最後までしたの？」

「……いや、ちょっと……」

　……いいんだろうか。こういうこと聞いちゃって……。

　細ほそ野のの彼女である柊ひいらぎさんは僕にとっても友人だ。なのに、「どこまでしたのか」なんてプライベートなことを、勝手に聞いてしまっていいのか……。

　なんか、生々しくてどうリアクションすればいいのかもわからないし……。

　細ほそ野のは額に汗をかき、おろおろと目を泳がせている。

　それなのに、古こ暮ぐれさんはさらに鋭い質問をたたみかけ──、

「どうだった？　向こうは痛そうだった？」

「えっと、その……」

「一回しちゃうと、割と普通になる？」

「いや、あの……」

「むしろ、二人してハマっちゃったり？」

　──そこまで尋ねたところで。

　限界が来たのだろう。細ほそ野のは両手で顔を覆い──その場にしゃがみ込んでしまった。

　そして、小刻みに声を震わせて、

「……それくらいで、勘弁してください……」

　えらく、乙女チックな恥じらい方だった。

　一見気むずかしそうにも見えるやつだけど、内面は存外うぶだったらしい。

　さすがに古こ暮ぐれさん、Ｏｍｏｃｈｉさんも反省したのか、

「……あー」

「さすがに、やりすぎましたねー……」

　と、二人して彼のそばにしゃがんだ。

「ごめんごめん、踏み込みすぎたよ……」

「すいませんー、事情があったんです、許して下さいー……」







「──エロ系もダメでしたー。ノーリアクションですー……」

　哲学の道を出て、そばにあった喫茶店のテラス席でお茶をしていると。

　Ｏｍｏｃｈｉさんが、またもやどこかに電話をかけ始めた。

「はい……はい、大丈夫ですってー。細ほそ野のちゃんと柊ひいらぎちゃんの件をちょっと掘り下げた感じでー……あー怒らないでくださいよー、細ほそ野のちゃん、ほとんどなにも答えなかったですからー」

　……やっぱり、この旅行のことを報告してるよな。

　しかも、細ほそ野のと柊ひいらぎさんの話題が出てる辺り……通話の相手は、家族とかじゃなくて僕らの知り合いなんじゃないか？

　となると、大分候補はしぼられてくるけれど……。

「ちなみにー、そちらからなにか提案はないですかー？　反応がありそうな、刺激というかー……。ふむ……ふむ。なるほどー……。確かに、それはよさそうですね。わかりました、やってみますー」

　それだけ言うと、Ｏｍｏｃｈｉさんは電話を切る。

　そして、

「……ちょっと、行きたいところができましたー」

　僕らの方を向くと、そんなことを言い出した。

「残り時間も少なくなってきましたけど……そこに行かせてもらっても、いいですかねー？」
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　──そして、その二時間後。

　Ｏｍｏｃｈｉさんが提案した行き先──三さん十じゆう三さん間げん堂どうにて、僕らは言葉を失っていた。

「……」

「……」

「……」

　メンバーの誰一人、口を開かない。

　ただ静かに、目の前の光景に圧倒されている──。

　──三さん十じゆう三さん間げん堂どうは、本堂、そして千一体の千せん手じゆ観かん音のん立りゆう像ぞうなどが国宝指定されている、東ひがし山やま区の仏堂だ。

　その存在は、歴史の授業を通じて多くの学生が知っていると思う。名前は忘れていても、シックな色合いの長いお堂の中に、無数の仏像がコピペでもされたように並んでいる光景には覚えがあるかもしれない。

　僕自身、教科書に掲載された写真でずらっと並んだ仏像を目にして「これを、ほとんど鎌倉時代に造ったのかよ……!?」なんて衝撃を受けたものだった。

　そして今回、その三さん十じゆう三さん間げん堂どうに、

「──わたし、どうしても行きたくなったんですよー」

　と、急にＯｍｏｃｈｉさんが主張。

「矢や野のちゃんも、ああいうのお好きでしょうー？　興味あるでしょー？」

　……確かに、僕も一度は行ってみたいなと思っていた。さらに、他のメンバーも特に異論はないようで。僕らはこのあとの予定をすべてなげうって向かうことになったのだった。

　そして──実際に目まの当あたりにした仏像たちは、予想を遙はるかに超える荘そう厳ごんさだった。

　一見大量生産風にも見えてしまうけれど、その実手作りの千手観音像。

　ひとつひとつが目をこらしてしまうほどに精緻なのに、それが本堂に千一体も並んでいるのだ。

　そこには、間違いなく「人の手」で積み上げられてきた、歴史のインパクトがある。

　呼吸も忘れたまま観覧を終え、三さん十じゆう三さん間げん堂どうの敷しき地ちを出た僕らは、

「……す、すごかった」

「マジ、迫力半はん端ぱなかったんだけど……」

「ちょっと、本気でびっくりでしたねー」

　未まだ半ば放心状態で、ホテルへ向かうバス停を目指していた。

「いや、すげえすげえとは聞いてたんだけどさ」

　熱がさめやらない様子で、細ほそ野のが続ける。

「やっぱ実物目の前にすると違うな。圧というか、重みというか……」

「……矢や野のちゃんは、どうでしたー？」

　少し先を歩くＯｍｏｃｈｉさんが、こちらを振り返り尋ねてきた。

「すごかったですよねー。ぐっときましたー？」

「……うん、そうだね」

　感慨を込めてふう、と息を吐きながら、僕は彼女にうなずいてみせる。

「感動したよ、見に行けてよかった……」

　それは、本心のつもりだった。

　仏堂で覚えた衝撃を、素直に言葉にして伝えたつもりだった。

　なのに、

「……うーん、今回もその感じですかー」

　なぜかＯｍｏｃｈｉさんは、どこか不満そうな顔をしている。

　そして、古こ暮ぐれさんまで、

「困ったね。ここまでやってもダメか」

　と、ため息をついていた。

　──さすがに、気にかかった。

　このところ、周囲の人がよくわからない態度を見せることが頻繁にある。

　秋あき玻は、春はる珂か。

　修しゆう司じも須す藤どうもそうだ。

　けれど──この二人はその誰よりもあからさまで。

　なにか、意図を持って今日一日を過ごしていたのは間違いなくて──、

「……あのさ」

　目的のバス停に着いたところで。僕は──ようやく尋ねてみることにする。

「二人とも……なにがしたいのさ」

　僕の問いに、Ｏｍｏｃｈｉさんと古こ暮ぐれさんは黙り込む。

「僕に色々ぶつけて、反応見てるよね……？　そんなことして、どうしたいの……？」

　こうして真正面から尋ねられるなんて、思っていなかったのか。

　その場に立ち止まり、二人は言葉を失っている。

　けれど、

「……まあ、そうですねー」

　Ｏｍｏｃｈｉさんが、ふいにあきらめたようにほうと息を吐いた。

「ここまですれば、もう矢や野のちゃんも気付きますよねー」

　そして、古こ暮ぐれさんはもはや「降参！」みたいな表情で、

「……もう、はっきり聞いちゃおうか。遠回りしても隠してもしかたないでしょ。聞いちゃおう？」

「……そうですねー」

「ねえ細ほそ野の、ここからちょっと真面目な話するけど、構わない？」

「……真面目な話？」

　こいつはなにも聞かされていなかったらしい、細ほそ野のは怪け訝げんそうな顔になる。

「それは……矢や野のに関することで？」

「そう」

「なら……もちろん構わんよ」

「ありがとうございますー」

　細ほそ野のにうなずくと──Ｏｍｏｃｈｉさんは、決心した表情でこちらを見る。

　そろそろ日は暮れ始めていて、クリーム色の光に照らされて、その姿は青春映画のワンシーンみたいに見えた。

「ねえ、矢や野のちゃん。文化祭で、なにかあったんですかー？」

　そして、彼女は僕にそう尋ねた。

「え、ぶ、文化祭……？」

「うん。あの日からさ、なんか矢や野の、前の感じとはちょっと変わっちゃったから」

　古こ暮ぐれさんが、答えを引き継ぐ。

「だから、どうしたんだろうと思ってたんだ。秋あき玻はと別れたのは知ってる。でも、それがどういう理由でなのかは聞いてないし、雰囲気が変わったのもそれが原因なのかもよくわからん」

　……雰囲気が、変わった。

　そう、なんだろうか……。

　まったく、自覚がなかった。もしかして、みんなの態度が変わったのも、それが原因だったのか……？

「で、今日わたしたちは、実際に原因を探ろうとしてたんですー」

「そう。色々けしかけてみれば、なんかわかることがあるんじゃないかってね」

「でもまあ、ダメでしたねー」

　Ｏｍｏｃｈｉさんは、情けない表情で肩を落としてみせた。

「全然わからなかったですー。矢や野のちゃん反応薄いですしー」

「だからさ、もう直接聞きたいんだけど──」

　そして、古こ暮ぐれさんは僕の目をまっすぐ見て、

「──矢や野の、なんかあったの？　それとも、やっぱり単純に、秋あき玻はと別れたのがショックだった？　それ以外に、文化祭でなにかなかった？」

　──言われて、考える。

　あの日起きた出来事。自分を変える可能性のあった、大きな出来事……。

　僕らが立つバス停の向こうを、まばらに車が通り過ぎていく。

　京都ナンバーだけでなく全国各地のナンバーが見えて、ここが観光地であることを、そんな場所でこんな話をしていることを、なんだか不思議に感じた。

「……確かに」

　と、考えながら、僕はこぼすように答える。

「あの日は、色々あったよ……。秋あき玻はと別れたことが、まずそうだよね。しかも理由が、春はる珂かがらみで……」

「……それは、どういうこと？」

　うっかりこぼした言葉に、古こ暮ぐれさんがこれまでになく鋭く尋ねてくる。

「なんで、春はる珂かがらみで別れることになるの？」

「……そ、それは……その」

　その答えは──酷ひどく言いづらい。

　軽蔑されてもしかたのない、最低の答えだと思う。

　けれど、

「……不安に、させたんだ」

　真正面から問いをぶつけられて、これ以上隠すことはできない。

　罪の自白でもするように、僕は古こ暮ぐれさんに打ち明ける。

「秋あき玻はは、僕が春はる珂かのことも好きなんじゃないかって、不安に思ってる。それで……僕も、わからなくなったんだ。本当に、僕は秋あき玻はのことだけが好きなのか。春はる珂かに対して、恋愛感情がかけらもなかったのか……」

　……我ながら、最悪な話だと思う。

　二重人格の片方の人格に恋しておきながら、もう片方の人格にも恋をしているのかもしれない。本当に、とんでもなく不誠実な話だ。これじゃまるで──どっちでもいいみたいじゃないか。

　そして、案の定、

「それはー……」

　と、Ｏｍｏｃｈｉさんが苦々しげに眉を寄せている。

「秋あき玻はちゃんも春はる珂かちゃんも、かわいそうですねー……」

　……その通りだと思う。

　本当に、言い逃れもできない。

　ただ、

「……そっか、なるほど」

　意外にも──古こ暮ぐれさんは腑ふに落ちたような。

　なにかすっきりしたような表情で、うんうんとうなずいていた。

「そうか、そんな経緯があったからか。なるほど……で」

　と、彼女はもう一度こちらを向き、首をかしげる。

「あの日起きたのは、それだけ？　他にも、なにかあったりした？」

　……確かに、あの日起きたことはそれだけじゃない。

　共同ステージのラストで、霧きり香かにぶつけられた言葉。

「あとは……知り合いに、ちょっと、言われたことがあって……」




『矢や野の先輩は──楽しかったはずです』

『キャラを作って、人と接するのが』

『サプライズを実行するため、明るい自分を演じているのが』

『そして──わたしと一緒にいた、あの頃が』




　──霧きり香かに言われたそのセリフが、小説の一節みたいに頭に残り続けている。

　鈍い僕だって、言われた瞬間に理解した。

　──図星なんだ。

　霧きり香かに言われたそのことは、すべて、その通りだったんだ──。

　僕は、キャラを作ることを楽しんでいた。明るい自分を演じて、計画を成功に導くことに幸せを感じていた。

　──『ひとりの自分』でありたいと思っていた。

　演じたり作ったりすることなく、いつだって素の僕自身でありたいと願い続けていた。そうできない自分に、嫌けん悪お感さえ覚えていた──そのはずだった。

　なのに、僕はキャラを作ることにも楽しさを感じていた。




　──はっきりとした矛盾が、自分の中にある。




　だから、

「……知り合いに、なんて言われたの？」

　僕は、古こ暮ぐれさんのその問いにうまく答えることができない。

「その、そうだな……僕自身のありかたに、関わるようなことを……」

「具体的には、どういう……？」

「……それは」

　うまく言葉が出てこない。彼女にどこからどう説明すればいいのか、わからない。

　……いや、違うな。そうじゃない

　本当は──言いたくないんだ。

　──霧きり香かに言われたことを、口に出したくない。

　久しぶりの、強烈な願望だった。
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　文化祭以来初めて覚える、強い拒否感。

　それで……ようやく気付かされた。

　そうか、あの日から。秋あき玻はに振られたあの日から僕は、激しい感情を覚えることがなくなっていたんだ──。

　通りの向こうに、僕らの乗るバスがやってくる。それに気付くと、古こ暮ぐれさんはふうと息を吐き出し、

「……まあ、そんなに言いたくないならいいよ。ごめん、色々聞いちゃって」

　そして、Ｏｍｏｃｈｉさんもばつが悪そうに視線を落とし、

「すいませんでしたー、すごく不ぶ躾しつけに、ふみこんじゃってー……」

「……いや、こっちこそ、ごめん。うまく、言えなくて……」

　そして、Ｏｍｏｃｈｉさんは切り替えるように笑みを浮かべると、

「じゃあ……ホテルに帰りましょうかー」

「……うん」

　うなずくと、じっと話を聞いていた細ほそ野のが、優しくぽんと背中を叩たたいてくれた。







　──バスに乗り込み、それぞれつり革に摑つかまったところで車両が動き出す。

　坂道を走っているせいか、大きく揺れる車体。

　午後四時過ぎ。中ちゆう途と半はん端ぱな時間な割に車内は観光客で混み合っていて、僕らは会話も交わさないままぼんやりと窓の外を眺める。

　ちょうど、太陽は背の低い街並みに沈んでいくところだった。

　なんとなく、その穏やかで落ち着いた景色は──僕らの地元に似ていて。

　目の前の景色は、部室から秋あき玻は／春はる珂かと見る夕暮れの光景によく似ていて──。




　──ふいに、胸が苦しくなった。




　そんな感情を覚えるのは、久しぶりのことだった。

　今すぐ二人に会いたいような、話をしたいような、心こころ許もとなさ。

　もしかしたら……Ｏｍｏｃｈｉさん、古こ暮ぐれさんとの会話は、僕をどこか変えたのかもしれない。

　彼女たちは、今日はどうしていたんだろう。

　どこに行って、どんなことを思ったんだろう。

　そんな二人の姿を想像すると、もう一度僕の胸はわけもなく苦しくなってしまう。

「……矢や野のちゃん」

　そんな僕の表情に気付いたのか、隣に立っていたＯｍｏｃｈｉさんが、小さく驚いたような顔をしている。

「どうしたんですー。なに考えてるんですかー？」

「……いや、うん、なんなんだろうな」

　少しだけ考えてから──僕は素直に自分の気持ちを口に出す。




「──秋あき玻はと、春はる珂かに会いたいって思ってた」




「……そうですかー」

　Ｏｍｏｃｈｉさんは視線を前に戻し、唇を嚙かんだ。

　そして、小さく苦笑すると、

「……やっぱり」

　と、安心したような声で──こんなことを言った。




「矢や野のちゃんにそんな顔させられるのは、あの子たちだけなんですね──」
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「──っていう……感じでしたー……」

「そう……ありがとう……」

　今日一日のことをＯｍｏｃｈｉさんから教えてもらい。

　わたしはお礼を言うとうーんと伸びをする。

　まさか本当に、理由を突き止めてくれるなんて……。

　矢や野のくんに直接聞いてまで、正確なところを確認してくれるなんて……。

　……ありがたいなあ。

　多分、わたしと春はる珂かだったらそんなに突っ込んで尋ねられなかっただろう。

　遠慮したり緊張したりして、適当なところで身を引いちゃったと思う。

　ごめんね、遊び半分なんじゃ？　なんて疑って……。すごく助かります……。

　……そして、矢や野のくんが変わった理由。

『わたしと別れたこと』と『知り合いに言われた言葉』。

　知り合いって、多分霧きり香かちゃんだよねえ……。

　舞台裏で矢や野のくんと霧きり香かちゃん、なんか話してたもんねえ……。

　ってことは、ここからわたし、あの子に電話して……それから……。

「ん、んん～……」

　なんとか頭を回して、明日のことを考えようとする。

　矢や野のくんに戻ってもらう計画の、最終段階の構想を練ろうとうとする。

　……けれど、

「……はあ～……」

　ダメだ、全然うまくいかない。

　熱いお湯に身体からだと心がほぐされて、一日の疲れもあって難しいことを考える気にならない……。

　──わたしたちがいるのは大浴場だった。

　今晩泊まっているホテルに併設された、大浴場。

　そこに今、Ｏｍｏｃｈｉさんグループ、伊い津つ佳かちゃんグループの女子全員で集まって、みんなで湯船につかっているところなのだ。

「や～、やっぱこれが旅の醍だい醐ご味みですねえ～……」

　伊い津つ佳かちゃんがあご辺りまでお湯につかりながら、そんな声を上げる。

「友達と、ゆっくりお湯につかる時間……。景色を見るのもおいしいもの食べるのもいいけど、やっぱり至福はこれですよ～……」

　……ほんと、その通りだなあ。

　つい昨日、修学旅行初日の夜まで、わたしはみんなと一緒にお風ふ呂ろに入るのがこんなにいいものだとは知らなかった……。

　まず、湯船が大きいのが良いい。

　わたしたち以外にも、十数人が使っている湯船。自宅の一人分のそれよりもずっと広くて、別にその中を動き回ったりするわけでもないのに、妙にうれしくてリラックスした気分になる。

　それから、そこでこうして友達と裸の付き合いをできるのも良い。こうして湯船で並んでいると、なんだか妙に開けた心で話ができる気がした。なんでだろう？　なにも着てなくて、お互い無防備な格好だから？　お湯が気持ちいいせい？

　わからない、わからないけれど……それが妙に幸せで、

「……あー、なんかさー」

　わたしは──隣の古こ暮ぐれさんがふいに口にした『言葉』を、一瞬普通に受け入れてしまう。




「……男子とも、一緒にお風ふ呂ろ入れたらいいのになー」




「うん……そうだ、ね……えっ!?」

　一瞬間を開けて、大声を出してしまった。

「だ、男子と、お風ふ呂ろに……!?」

　ど、どういうこと……!?

　わ、わたしだったら絶対にそんなの無理なんだけど……。裸見られるのは恥ずかしい……！

　というか古こ暮ぐれさん、それかなり大胆発言じゃ……。

「……おお、古こ暮ぐれちゃん。結構君、オープンスケベなところあったんだね……」

「長い付き合いですけど、驚きですー。お母さんたちには、今の話内緒にしておいてあげますからねー」

　伊い津つ佳かちゃんとＯｍｏｃｈｉさんも、さすがに彼女の発言には驚きよう愕がくしているようだ。

　時とき子こちゃんに至っては、宇宙人でも見るような目で古こ暮ぐれさんをを見ている。

　さすがにこの状況はまずいと思ったのか、

「ちょ、ちょっと、勘違いしないでよ……」

　慌てた様子で、古こ暮ぐれさんは弁解を始めた。

「わたしだって、実際は絶対無理だよ。裸とか見られるなら死んだ方がいいし、現実的には無理なのもわかってるよ。……でもさあ」

　と、彼女は身体からだをだらーんとリラックスさせ、

「今わたし……なんか、ここにいるみんなと仲良くできる気がしてて。学校だとさあ、やっぱ色々グループとかあるし、気に食わない人もいるし、どうしても、全員とは仲良くってできないでしょ。けど、今ならできる気がするんだ」

「ああ……」

　……そういうことなら、ちょっとわかる気がした。

　今この瞬間なら、苦手な人とも気がるに話せる気がするし、気持ちの距離が縮まるような気がする。

「なのに……そんな機会がさ、性別っていう理由で、男女別でしか味わえないのって……結構もったいないなって。わたし、クラスの男子にも、仲良くできればってやつ割といるから……」

「そういうことかー。それはあるねー」

「確かに、お風ふ呂ろでならわたしも陽キャの人許せますわ～」

　口々に、共感のセリフをこぼす伊い津つ佳かちゃんとＯｍｏｃｈｉさん。

　さらに、時とき子こちゃんまで、

「……面白い考えだね。確かにそうかも……」

　なんてうなずいていた。

　でも……そうだな。男子とお風ふ呂ろに入ったら。例えば……矢や野のくんとお風ふ呂ろに入ったら。

　……。

　……。

　……。

　ダメだ、やっぱり冷静にはなれそうにない。

　仮に向こうが落ち着いてくれていても、こっちが色々考えたり気になったりしてしまって、全然『心を開いて』みたいな感じにはなりそうにない……。

　ダメだなあ、わたし……。相変わらず、煩ぼん悩のうとか雑念まみれみたいだ……。

「……で、そんな今だから言うけど」

　そして──自然な流れで、古こ暮ぐれさんはそんな言葉を続け、

「わたし……これまで結構、秋あき玻はのこと苦手に思うことがあって」

「……えっ」

　予想外の流れで自分の名前が出て、思わず言葉に詰まってしまう。

「……いや、なんだろ」

　古こ暮ぐれさんは、申し訳なさそうに頭を搔かくと、

「自分とはちょっと、別のタイプの人間だなって。矢や野のっていう彼氏がいるのに、いつもなんか、悩んでる感じだし……しかも、自分から振った上に、この旅行でも妙にあいつのこと気にかけてるみたいだし、わかんねえなって……」

「そう、だったんだ……」

　……けれど、言われてみればその通りかもしれない。

　事情を知らなければ、確かにわたしの態度は意味不明だ。別れを切りだしておいて、あんなに彼を気にするなんて。身勝手だと思われて当然なのかもしれない。

「でも、うん……今回で、よくわかった」

　うなずいて──古こ暮ぐれさんはわたしに笑みを向けた。

「秋あき玻はには、秋あき玻はの切実な事情があってこうしてたんだな……。なんかちょっと、秋あき玻はと仲良くなれそうな気がした……」

「そっか……ありがとう」

　胸にぽっと、幸せな気持ちが宿る。

　この修学旅行、目先の目標にいっぱいいっぱいだったけど……意外なところで、友達までできたみたいだ。

　グループ分けが決まったときはどうしようかと思ったけど……うん。これはこれで、本当によかったと思う。

「──よーし、じゃあ千ち景かげちゃんと秋あき玻はちゃんが和解したところでー」

　と、Ｏｍｏｃｈｉさんがざばっと湯船から立ち上がった。

「皆さんに、相談したいことがありますー」

「相談……？」

「なになに、どしたのー？」

　尋ねる時とき子こちゃん、伊い津つ佳かちゃんに、Ｏｍｏｃｈｉさんはどこか自慢げに笑ってみせ、

「お風ふ呂ろ上がったら説明しますよー。男子も巻き込みたいんで、ラインでお話ししましょー！」





＊







通知：『Ｏｍｏｃｈｉ』さんが、グループに『いつか』『シュウジ』『水みな瀬せ』『千ち景かげ』『柊ひいらぎ時とき子こ』『細ほそ野の』を招待しました。




Ｏｍｏｃｈｉ『よーし、グループできましたねー』

千景『みんな見てるかー？』

いつか『（ＯＫと手で○を作っている犬のスタンプ）』

シュウジ『（どうした？　と首をかしげているアメコミヒーローのスタンプ）』

柊時子『みてま』

柊時子『見てます』

水瀬『いるよ。。。。ちなみに春はる珂かです。。。』

細野『お、俺も呼ばれてるのか』

Ｏｍｏｃｈｉ『お忙しい中、お集まりいただきありがとうございますー』

Ｏｍｏｃｈｉ『男子部屋女子部屋の、ほぼ全員が揃そろいましたねー』

いつか『（なになに？　と尋ねている犬のスタンプ）』

Ｏｍｏｃｈｉ『では、さっそく本題に入りましょー』

Ｏｍｏｃｈｉ『最近矢や野のちゃん、ずっとぼーっとしてるでしょー？』

Ｏｍｏｃｈｉ『文化祭くらいから、なんか様子がおかしいですよねー』

細野『あいつ』

細野『もうずっとあの感じだよな』

千景『ぼんやりして、心ここにあらずだよね』

Ｏｍｏｃｈｉ『ですよねー。で、もうそれが二ヶ月近く続いちゃってるわけですー』

Ｏｍｏｃｈｉ『でー、実は秋あき玻はちゃん春はる珂かちゃんは、この修学旅行でなんとかそれを直そうとしてたんですねー。前の矢や野のちゃんに戻そうとー』

いつか『そうだったの!?』

シュウジ『だからちょっと、様子がおかしかったのか…』

水瀬『うん。。。内緒にしててごめんね。みんなに迷惑かけたくなくて。。。』

柊時子『言ってくれればよかったのに』

Ｏｍｏｃｈｉ『ということで、二人は孤独な挑戦を続けていたんですが、残るはあと一日になってしまったんですねー』

Ｏｍｏｃｈｉ『そこで、皆さんに提案ですー』




Ｏｍｏｃｈｉ『みんなで二人を、秋あき玻はちゃんと春はる珂かちゃんを手伝いませんかー？』







＊






「……ふう……」

　古こ暮ぐれさんたちとのラインのやりとりを終えて。

　顔を上げると──わたしは目の前にいる古こ暮ぐれさん、伊い津つ佳かちゃん、時とき子こちゃん、Ｏｍｏｃｈｉさんに改めてお礼を言う。

「みんな、ありがとう……すごく、助かるよ……」

　──みんなは、快くわたしたちの手伝いを引き受けてくれた。

　むしろ、これまでも頼ってくれてよかったのにと、コース決めだってその前提ですればよかったのにと、そんなことまで言ってくれた。

　……ああ、感動してちょっと泣きそうだ。

　こんなにみんなが、優しくしてくれるなんて……。

　そのうえさらに、

「いいのいいの。グループ分けではわがまま言わせてもらったし」

「わたしらもあんな矢や野の、見てらんないしね！」

「これはこれで、楽しい思い出になりそうですしー」

「いつもお世話になってるもん、これくらい全然だよ……」

　みんなは次々、そんな言葉までかけてくれる。

　ついに涙がこぼれそうになって、わたしは慌てて目元を拭った。

　……ただ、あんまりゆっくりもしていられない。

　わたしには今、『やらなきゃいけないこと』があるんだ──。

　もう一度手の中のスマホをぎゅっと握ると、わたしはベッドから立ち上がる。

　そして、

「じゃあ──『もう一個』の方、やってくるね……！」

　それだけ言うと、見送るみんなに手を振り──わたしはこっそり部屋を出た。

　薄暗い廊下を歩き、人があまりこなそうな場所を探す。

　少し行くと、誰もいないランドリーコーナーの前に出た。

　ここなら……電話しても大丈夫かな。

　──古こ暮ぐれさんたちの協力は、心強い。

　けれど……もっと万全を期すなら。確実に矢や野のくんの目を覚まさせたいなら──もう一つ、必要なことがある。

　深呼吸すると、わたしはラインの通話メニューで『ある人』の名前を呼び出す。

　そして、意を決して通話ボタンを押し──スピーカーを耳に押しつけた。

　呼び出し音が長めに鳴って、そろそろ一度あきらめようか、というところで──、

『……もしもしー？』

　通話がつながった。

　電話の向こうから聞こえる──かわいらしい声。

　幼くて、ころころと転がるようで、それでもどこか余裕のあるその響き。

『……ひ、久しぶり……。あ、あの、水みな瀬せ、春はる珂かです……』

『わー、春はる珂かせんぱーい！　お久しぶりですー！　文化祭以来ですねー！』

　電話の向こうの声が、うれしげに弾はじける。

　そして、そのままのテンションで彼女はこう名乗った。




『──霧きり香かですー！　どうしたんですか、こんな夜中にー！』
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　十年ほど前の、八月のことだった。

　まだ、『わたし』が『わたし』一人だった頃。

　春はる珂かが生まれる前で、家庭は穏やかで、北ほつ海かい道どうの港町でごくごく平凡な毎日を送っていた時期のこと。

　夏休みも中盤に差し掛かった辺りで、わたしはお父さんと二人で、飛行機に乗って奈な良らに旅に出た。

　一泊二日。あまり長くはない旅だ。

　当時はただ「旅行だ！」「初めての内地だ！」と浮かれていたけど、本当は多分、お墓参りのためだったんだと思う。仕事が忙しくてお母さんが不参加で、お父さんと二人きり、ということにも当時のわたしは特別感を覚えていた。

　なんとなく、大人の仲間入りをできたような、そんな感覚。

　一族揃そろってのお墓参りは二日目だから、初日はお父さんと奈な良らを見て回った。

　奈な良ら公こう園えん、東とう大だい寺じ、正しよう倉そう院いんに春日かすが大たい社しや。

　今の感覚で見ればとても魅力的なコースだし、お父さんも、子供の目で見てもはっきりわかるくらいはしゃいでいた。

「うれしいなあ」

「いつか、××と一緒にこの街に来たかったんだ」

　当時の名前でわたしを呼び、笑うお父さん。

　メガネの奥の理知的な目が、柔らかく細められる。

　今のわたしには、お父さんの気持ちがよくわかる。大切な人には、自分の生まれ育った街を見せたくなるものなのだ。例えば、自分の好きな本や音楽を共有したくなるように。

　ただ、幼いわたしに奈な良らは渋すぎた。

　最初のうちこそ、当たり前のように道にたむろし、鹿せんべいを貪欲に欲しがる鹿たちにキャッキャと騒いでいたけれど、

「ねえー、飽きたー」

「お寺つまんないー」

　三つほどお寺を回ったところで、限界が来た。

「もっと面白いところ行こうよー」

「あ、ああ、そうか、そうだよね……」

　わたしと手をつないだまま、お父さんはこちらに困った顔を向けた。

「××には、お寺はちょっと早かったよね。そうだな、どうしようか……」

　はっきりとした、それでも優しいその顔に、くしゃっと困った笑みが浮かぶ。

　わたしは、お父さんのそんな表情が好きだった。

　寄せた眉、緩いカーブを描いた口、柔らかくこちらを見る目と、細い首筋──。

　その表情を見る度にわたしの不機嫌はあっさり直ってしまったし、むしろ、困り顔見たさにわがままを言うことさえあるくらいだった。

　だからときどき「××ちゃんはお父さん似だねえ」なんて言われると、うれしくてドキドキしたものだった。

　わたしもいつか、あんな顔をして、誰かの気持ちを柔らかくすることができるのかな──。

「……そうだ！」

　考え込んでいたお父さんが、ふいに声を上げる。

　そして、困り顔を解きうれしげな笑顔になると、わたしの顔を覗のぞき込こみ、

「××を、連れて行きたいところを思い付いたよ！」

「どんなところ？」

「特別な場所だよ。お父さんも小さな頃連れて行ってもらったんだ──」
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　──だから、この街を訪れるのは、十数年ぶりのことだった。

　お昼過ぎ。ＪＲ奈な良ら駅えきの前でバスから降り、辺りを見回したわたしはほうと息をつく。

「こんなところ、だったのね……」

　以前来た頃の記憶は、断片的に残っている。

　駅前ロータリーの上に広がる空、見慣れない飲食店や、お土産屋さんの看板──。

　今目の前にある景色のあちこちにも、覚えのある一角がちらほら見つかった。

　京都や大阪とは違って、控えめな雰囲気。けれど、確かに感じる落ち着いた気品──。

　そして──実感する。

　あのとき、お父さんとわたしはこの景色の中にいたんだ。

　あの日いた場所に、わたしはもう一度やってきたんだ──。

「──というわけで、今日はここから自由行動なんですが」

　降車を終え駅前広場に集合したところで、クラスごとに今日のスケジュール説明がある。

「皆さん知っての通り、今日は自由時間が三時間しかありません。このあと東京に帰らないといけないですからね……」

　旅行も三日目。

　話す千ち代よ田だ先生は今日も笑顔だけど、表情には疲れも見え隠れする気がした。

　そりゃ、これだけの数の生徒を監督し続ければそうなるよね……本当にお疲れ様です……。

「新幹線の時間は決まっていますから、くれぐれも遅れないように気を付けてくださいね。じゃあ皆さん、三時間後にここでまた会いましょう！」







「……さあ秋あき玻は、ここからが勝負だね」

　隣に腰掛けていた伊い津つ佳かちゃんが、立ち上がりささやく。

「わたしたちも精一杯頑張るから……秋あき玻はも頼むよ！　矢や野のの目を、ガツンと覚まさせちゃって……！」

「う、うん、頑張る……」

　うなずいて、伊い津つ佳かちゃんグループ、Ｏｍｏｃｈｉさんグループの面々の方を振り返る。

　移動の準備を始めつつ、こちらに意味ありげな笑みや視線を向けてくれるみんな……。

　本当に、心強かった。

　一人でできることなんて限られているし、残された時間だって少ない。それでも、こんなに大人数に協力してもらえるなら、何かしら突破口を見つけられそうな気がする。

　……まあ、不安もあると言えばあるけれど。

　というか、これから自分がすることにかなり不安があるけれど……。

　ただ、今さらそれを言ってもしかたがない！

　今はもう、できることをするだけだ……！

「よし、行こうか……！」

「……う、うん！」

　伊い津つ佳かちゃんの言葉に深くうなずき、わたしたちは歩き出す。

　目指すは、Ｏｍｏｃｈｉさんグループのいる辺り──。

　そして、

「……やあ、Ｏｍｏｃｈｉさん！」

「あーどうもー須す藤どうちゃんー」

　──ちょっと白々しい感じで、会話が始まった。

「Ｏｍｏｃｈｉさんたちのグループは、今日はどこに行く感じ？」

「わたしたちはー、今日は奈な良ら公こう園えんあたりををゆっくり見て回るつもりですー。あんまり時間もないですからねー」

「へえ、奇遇だね！　わたしたちも、そのつもりだったよ！　よければ、一緒に回らない!?」

「それは名案ですねー」

　……ちょ、ちょっと演技くさすぎない？　さすがにもうちょっと自然にできなかった？

　いや、予定通りではあるんだけど……。

　幸い、矢や野のくんも特には気にしてないっぽいからいいんだけど……。

「みんなもいいよね!?　このグループ二つ、くっつけちゃって」

　変に声を張りながら、伊い津つ佳かちゃんがこちらを見る。

「……ああ、構わないよ」

「うん、俺も」

「……大人数の方が、楽しそうだしね……」

　それぞれが苦笑したり照れたりしながらそう答え、話は決まった。

「よし、じゃあ決定！　みんなで奈な良ら公こう園えんへ行こう！」

「そうですねー、そうしましょうー！」

　相変わらずのわざとらしさの伊い津つ佳かちゃん、Ｏｍｏｃｈｉさんに続いて、わたしたちも奈な良ら公こう園えんへ向かって歩き出した。
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「──わ、鹿だ……本当に鹿がいる……！」

　秋あき玻はからわたし、春はる珂かに入れ替わってすぐ。

　奈な良ら公こう園えんに着いたところで──目の前の光景に、わたしは声を上げてしまった。

　芝生の生えた、開放感のある公園。

　観光客の沢山いるその園内、いたるところに──当たり前のようにいるのだ。沢山の鹿が。

　それこそ、人間と同じくらいの数じゃない……？　歩き回ったり、寝そべったり、何かを食べたり……。

　ガイドブックであらかじめ見ていた光景だけど、いざこうして目まの当あたりにするとびっくりしてしまう。

「すごいでしょー！」

　自分のお手柄みたいに、伊い津つ佳かちゃんがふふんと胸を張る。

「あの子たちとも、あとで戯たわむれよう。でも最初は──」

　言って、伊い津つ佳かちゃんは傍かたわらにあった建物を、老舗っぽい和菓子屋を見上げた。

「まずはソフトめに──ここから始めようかな」







「──ほら矢や野の、あーんしてやりな！」

「そうですよー、春はる珂かちゃん、すごく物欲しそうな顔してましたよー」

　そして、数分後。

　わたしと矢や野のくんはそのお店で──和菓子屋のイートインコーナーで、テーブルを挟んで向かい合っていた。

「え、あーん？　……まあ、いいけど」

　困惑気味の矢や野のくんが持つ箸には、きなこと黒蜜のかかったくずきりがある。

　透明感があってぷるりとしていて、見るからにおいしそうなくずきり……。

　確かに、味が気になる。一口食べてみたいところだ。

　けど、わたし……、

「……」

　これを……矢や野のくんにあーんしてもらわなきゃいけないの……？




　──矢や野のをドキドキさせちゃおう！




　それが、昨日話し合いの結果決まった、今日の方針だった。

　Ｏｍｏｃｈｉさん曰いわく、矢や野のくんが昨日一番反応したのは、辛からい食べ物でも刺激的な話でも荘そう厳ごんな景色でもなく、わたしたちのことを思い出させるような風景だったらしい。

「──だったら、もう秋あき玻はちゃんと春はる珂かちゃんで矢や野のちゃんに接触しまくって、ドキドキさせちゃえばいいんですよ！　エロスも駆使して刺激すれば、矢や野のちゃんもばっちーんと目が覚めるはずです！」

　……接触しまくる？　刺激を与える？

　それで……本当にうまくいくかな？

　そういう安直なので、矢や野のくんの目は覚めるのかなあ……？

　なんかちょっと、無理そうな気がするんだけど……。

　それに……エロスって。

　一体、なにをやらされるんだろう……。

　まあ、矢や野のくん相手だったらいいんだけど。ちょっとくらいは、頑張れるけど……。

　でも、あんまり大胆なのは気が引けるし、それでドキドキさせられるかっていうと自信がない。

　……とはいえ。

　もう乗りかかった船なんだ、ここで引き下がるわけにはいかない。

「──じゃあ、いただきます……」

　うなずいて、ごくりとつばを飲み込むと──わたしは矢や野のくんが差し出したくずきりを、ぱくりといただいた。

　瞬間、口に広がる上品な甘みと、きなこの香り──。

　うん、おいしい、おいしいんだけど……なんか妙に気恥ずかしい……。

　矢や野のくんに、あーんしてもらっちゃった……。それも、こんな人前で注目されながら……。

　ていうか、よく考えたら間接キスだし。同じ箸使って、間接キスしちゃったし……。

　そんなわたしの恥じらいも知らず、

「ほらほら、どうよ矢や野のー？」

「美少女のあーんですよー？　かわいかったでしょー？」

　はやし立てるように、矢や野のくんに尋ねる伊い津つ佳かちゃんとＯｍｏｃｈｉさん。

「ドキドキした？」

「ちょっとときめいちゃったんじゃないですかー？」

　けれど、矢や野のくんは不思議そうな顔のまま、

「……いや、別に」

　……ほら！　やっぱりこうだよ！

　こんなんじゃドキドキなんてしないよ！

　わたしだけどぎまぎしてやり損じゃない！

　けれど、伊い津つ佳かちゃんたちはまったくめげない様子で、

「えー、ダメですかー」

「まあ、とはいえまだ始まったばっかりだしね」

「ですねー。次行きましょう次ー」

　なんて言い合っていた。

　本当に、お手柔らかにお願いします……。
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「──じゃあ次は、鹿いってみますかー」

「そうしましょうかー」

　店を出てしばし歩き。

　鹿の沢山いるエリアに着いたところで、伊い津つ佳かちゃんたちがそう言う。

　広い芝生と、あちこちにたむろしている鹿たち……。地元北ほつ海かい道どうにも鹿はいたけど、こんなに沢山いるところを見るのは初めてかも……。

　なんかちょっと、怖いなあ……。

　彼らと適切に距離を取りつつ、今度はなにが始まるんだろうとそわそわしていると、

「──鹿せんべい買ってきたよ」

「これでいいんだよね……？」

　そばにある屋台から調達してきたらしい、細ほそ野のくんと時とき子こちゃんが紙の巻かれたせんべいの束を、こそこそと伊い津つ佳かちゃんに手渡した。

　へえ、あれが有名な鹿せんべいか。見た感じ、人の食べるおせんべいとそっくりだ。

　でも、なんだろ。なんであんな、秘密の取引みたいな渡し方なんだろう……。

「ＯＫありがとう！」

「助かりますー」

　受け取ると、にやりと笑って顔を見合わせる伊い津つ佳かちゃんとＯｍｏｃｈｉさん。

　……なんか、すごく嫌な予感。

　不安に思っていると、伊い津つ佳かちゃんはせんべいを手にこちらに寄ってきて、

「はい！　鹿のみんな、ちゅうもーく!!」

　そう言って──一度それを高く掲げた。

　──瞬間。




　せんべいに気付いた鹿たちが──わたしたちに押し寄せてきた。




「──わ、わわわわわわ！」

　わたしたちに群がる数匹の……いや、十数匹の鹿たち。

　そして、伊い津つ佳かちゃんは怯おびえるわたしとその隣にいた矢や野のくんに、

「じゃあこのせんべい、矢や野のと春はる珂かで鹿に配ってあげて！　お願いしまーす！」

　と半分ずつせんべいを渡して、そそくさと退散していった。

「え、ちょ、ちょっと！　伊い津つ佳かちゃん!!」

　鹿たちが──一斉にわたしと矢や野のくんを向いた。

　せんべいを狙う、ぎらぎらした目。

　彼らはわたしたちの手のせんべいを求めて、こちらに鼻先を突きつけてくる。

「こ、怖い……！」

　鹿たちの圧に、思わずあとずさった。

　遠くから見るとかわいいけど、こうして至近距離で見るとやっぱり『野生の生き物』だ。

　というか、せんべいだけじゃなくわたし自身に嚙かみつかれそう……！

　な、なんとか逃げないと……！

　けれど……気付けば数頭後ろにも回り込んでいて、

「ちょ、みんな助けて……！」

　涙目になりながら、わたしはグループメンバーたちに視線をやった。

　焦あせるわたしに、しかし伊い津つ佳かちゃんは鬼教官みたいに腕を組んでみせる。

「ほら、早くあげないと春はる珂か！」

「そ、そんなこと言っても……！」

「あんまりじらされると、鹿も怒るらしいからね！」

「え、ええ……！」

　話している間にも、鹿たちは勝手にわたしの手からせんべいを奪い取っていく。

　気付けば完全に周囲を取り囲まれていて──どこにも行き場がない。

　さらに、気付いた。

「……っ！」

　わたし、矢や野のくんと、密着してる。

　逃げ場を失って、わたしたち……抱き合うみたいに、くっついちゃってる！

「わ、わわ……」

　突然の出来事に心臓が暴れ出した。

　ど、どどど、どうしよう！

　なんか、矢や野のくんの匂いと体温がすぐ近くにある、ああ……。

　ていうか──思いっきり当たってる。

　わたしの胸、すごい強さで矢や野のくんに押しつけちゃってる……！

　やんわり当たるくらいじゃない。もう、がっつりだ。

　これは……絶対に矢や野のくんにも気付かれる！

　そう、思ったのに──。

「……」

　ちらりと顔色を窺うと、矢や野のくんは動揺する様子一つ見せず。

　困ったなあ……とでも言いたげな顔で、鹿たちを見下ろしていた。

　──なんなの!?

　わたしがこんな恥ずかしい思いしてるのになんなの!?

　ちょっとくらい、どぎまぎしてくれたっていいじゃないこんなに当たってるんだから！

　ああしかも、憤慨してる間にも鹿たちが！　せんべいだけじゃなく制服の裾囓かじり始めてる！

　ダメ！　ちょっと！　ブレザーがよだれでべとべとに……！

「──春はる珂か！　おせんべいあげないと終わんないよ！」

「ほらほら、頑張ってくださーい！」

　そんなわたしに、伊い津つ佳かちゃんたちの無慈悲な声が飛んだ。

　そして確かに、この状況を抜けるにはそれしかない気がして、

「……う、うううううううう！」

　こみ上げる恥ずかしさとドキドキに耐えながら。

　わたしは必死の思いで鹿におせんべいをやり続けたのでした。
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　──鹿作戦を経てもなお、矢や野のくんの目は覚めず（当たり前だよ……）。

　そのあとも。秋あき玻はに入れ替わるまでわたしは矢や野のくんと密着させられ続けた。

　お土産屋の番傘で相合い傘をさせられたり、柱の穴くぐりで矢や野のくんに押し込んでもらったり、二人での自撮りを強制されたり……。

　本当に恥ずかしかったし、穴くぐりでは多分……パンツも見えてたと思う。

　これまでも見られたことあるけど、あんな至近距離はきっと初めてだ……。恥ずかしすぎて泣きそう……。

　そして、もう完全に心が折れてしまって、身体からだも疲れ果ててしまったところで──秋あき玻はにバトンタッチとなったのでした。

　……ごめんね秋あき玻は。続きはよろしくお願いします……。
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「──あ、入れ替わった？」

「──おはようございますー、秋あき玻はちゃんー」

　目を覚ましたわたしの顔を──伊い津つ佳かちゃんとＯｍｏｃｈｉさんが覗のぞき込こんでくる。

　わたしはベンチに腰掛けていて……どうやらここは、奈な良ら公こう園えんらしい。辺りには沢山の観光客。そして、それにごく自然に混じるようにして鹿たちがいる。

「うん、おはよう。……例の作戦は、どんな感じ？」

「どんな感じ、かあ……」

　伊い津つ佳かちゃんは苦笑いすると、傍かたわらに立っていた矢や野のくんの方を向き、

「……どう？　矢や野の。どんな気分？」

「ああ……楽しいよ」

　矢や野のくんは、その顔に柔らかな笑みを浮かべた。

「案外、大人数でいるのも悪くないな……」

「……あんな感じです」

「なるほどね……」

　困った顔の伊い津つ佳かちゃんに、わたしはこくこくとうなずいてみせた。

　収穫はなしってことか。

「まあ、わたしたちは見てるだけでも楽しいからいいんだけどね」

「ねー。ういういしいラブコメでも見てる気分ですよー。眼福ですねー」

「ええ……」

　二人とも、一体春はる珂かになにをやらせたんだろう。

　あんまり無茶していないといいんだけど……。

　不安になりつつも──わたしはちらりと時計を盗み見る。

　自由行動が始まってから、もうすぐ一時間が経たつ頃だった。

　残された時間は──二時間ちょっとくらい。

「よーし、でもあきらめずに次に行きましょー！」

「おし、そうだね。まだまだ時間はあるし」

　そう言って歩き出す伊い津つ佳かちゃんに続き、わたしもベンチを立ちながらスマホを起動する。

　──一つ、確認しておきたいことがあった。

　矢や野のくんの件とは無関係に、わたしがどうしても気になっていること──。

　素早く路線検索アプリを立ち上げて、ここから『お父さんとの秘密の場所』までの移動時間を検索する。

　──この旅行で、わたしはどうしてもあそこに行きたいと思っていた。

　お父さんと短い時間を過ごした『二人だけの思い出の場所』。

　ただ、同時にわたしは矢や野のくんの目も覚まさなきゃいけないわけで、奈な良らで過ごす短い時間の中で、その両立が難しいのはわかっていた。最悪、今回はあそこに行くのはあきらめなければいけないかもしれない……。

　でも、せめて知っておきたかったのだ。

　実際に行くことができるかどうかは別として、わたしに今どれくらい時間が残されているのか。わたしはまだ『あの場所』に行くことができるのか……。

　──そして。

　画面に表示された結果は──、





　所要時間：56分（乗車26分）






「──ああ……」

　自然と、声を漏らしてしまった。

「もう、無理だ……」

　あの場所まで、片道一時間。

　二時間後にはここに戻ってこないといけないから、今すぐ移動してもほとんど現地にはいられないことになる。

　実際には、あそこに向かうにしてもメンバーに説明は必要だろうし、すぐに向かうことなんて絶対に無理で……。

　だから──これではっきりした。

　わたしは『あの場所』に行くことができない──。

「次はどうしよ？」

「激しいのいく？　ストレートなやつというか」

「いや、むしろ矢や野のの性格考えれば、もっと自然な方が……」

「ロマンチックな雰囲気にする、とかもありじゃないですかー？」

　目の前で、このあとのことを相談してくれているグループのメンバー。

　……もしかしたら、と思う。

　もしかしたら、わたしが今の気持ちをみんなにぶつければ、受け入れてくれるのかもしれない。一緒に行こうって言ってくれるかもしれないし、わたしと矢や野のくん、二人に行かせてくれるかもしれない。

　けれど──わたしはそれを、口に出せない。

　面白がっているところもあるんだろう。これはこれで、楽しんでもいるんだろう。

　そうは言っても──彼らはわたしのために頑張ってくれている。そんな優しい友人たちに、これ以上のわがままなんて絶対に言えない。

「──若わか草くさ山やま行ってみない？　デートスポットとしても人気らしいし」

「──あー、そこで疑似デート的な？」

　話ながら歩いている、グループの面々。

　それに大人しく従いながらも……わたしは、どこにも動き出せないでいる──。





＊＊＊






　──こんなに楽しめるとは、思っていなかった。

　二つのグループがくっつき、八人の大所帯で歩きながら。僕はゆっくりと周りを見回し、しみじみそう実感していた。

　初めはただただ、揉もめずにこの三日が過ぎればいいと思っていた。

　特に行きたいところがあるわけでもないし、したいことがあるわけでもない。なら、平穏無事に旅行が終われば、それで十分。特にそれ以上は望まないつもりだった。

　けれど……三日目の今日になって、僕は薄々気付き始めていた。




　……みんな、なぜか僕を楽しませようとしてくれていないか？




　初日、秋あき玻は／春はる珂かと梅うめ田だを迷ったのもスリルがあったし、昨日の京都だって、Ｏｍｏｃｈｉさん古こ暮ぐれさんは僕のことをずいぶんと気にかけてくれていた。

　そして──今日に至っては。

　わざわざこれだけの人数が集まって、なにやら僕に面白いものを見せようとしてくれているようなのだ。

　きなこを唇いっぱいにつけつつドヤ顔であーんしてやれと言い出すＯｍｏｃｈｉさんに、鹿に翻弄される春はる珂か。柱の穴くぐりで抜けられなくなる細ほそ野のなんて、珍しいものまで見れた。

　歩いている道の脇、のんびり寝そべっている鹿を眺めながら……ずっとこんな感じなら、いいんだけどな、と思う。

　旅行が終わって東京に戻ってからも、こんな風に楽しく暮らせれば。

　気の合う仲間たちと、悩むことも苦しむこともなく、毎日過ごすことができれば、それだけで十分なのに──。

「──こっちだって、若わか草くさ山やま！」

「──結構風出てきたね、割と寒いな……」

　言い合いながら、目の前にある山の方へ向かう面々。

　あそこからなら良いい景色が見えそうだし、のんびり歩くのにもよさそうだ……。

　特に反論もなく、僕は彼らのあとを歩き続ける。

　──けれど。

「……」

　……ふと、隣を歩いている秋あき玻はに目をやって、僕は気付く。

　落とされた視線。

　風に揺れる髪。

　ゆっくりとした足取り。

　そして──口元に浮かんだ、小さな笑み。

　──ふいに、額の熱が冷めていくような感覚を覚える。

　ぼんやりした幸福感が晴れて、ひんやりと冷たい、そして切実な『心こころ許もとなさ』を感じる──。

「……秋あき玻は」

　気付けば、彼女の名前を呼んでいた。

「なにか……我慢してないか？」

　──それは、確信に近い予感だった。

　秋あき玻はは今、どこかで無理をしている。

　気持ちを隠して、笑みを浮かべている。

　表情で──はっきりと、そのことがわかる。

「えっ……」

　弾はじかれたように、秋あき玻はがこちらを見た。

「矢や野の、くん……？」

　目を見開き、ぽかんと僕を見上げる秋あき玻は。

「……言いたいこと、我慢してるんじゃないのか？」

　重ねた問いに、彼女は唇を嚙かむ──。

　──やっぱりそうだ。

　秋あき玻はは──言いたいことをぐっとこらえている。

　これまでもこの子は、自分の中で言葉を嚙かみ殺ころす度に、こんな顔をしていた──。

　──ふいに、自分の中に『衝動』が生まれるのを感じていた。
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　秋あき玻はの力になりたい。

　秋あき玻はに、無理なんてさせたくない。

　そのために──なにかしなくちゃいけない。

　──さっきまでの、薄ぼやけた幸福感が噓うそだったみたいだ。

　自分のどこから出てきたのかわからない、使命感。

「あの……もしもそうなら」

　その場に足を止め、僕は秋あき玻はに言う。

「ちゃんとそれ、みんなに言った方がいいよ。……もしも難しいなら、僕から言うから」

「……ど、どうして」

　秋あき玻はは未いまだに、解げせない表情でこちらを見ている。

「どうして、わかったの……？　そんなことまで、言ってくれるの……？」

「……どうして、って……」

　その問いに、むしろ僕は困惑してしまう。

「ずっと秋あき玻はのこと、見てきたんだから……わかるに決まってるだろ」

　──秋あき玻はが、面食らったように瞬またたきする。

「それに……なんだか、大切なことな気がして。このまま放っておいちゃ、いけない気がして……。だからだよ」

「……そ、そっか」

　秋あき玻ははうなずくと、唇を嚙かむ。

　僕らがついてきていないことに気付いたらしい、先を歩いていたメンバーたちが振り返り「……どうしましたー？」なんて声が、Ｏｍｏｃｈｉさんから上がった。

「……あ、あのね！」

　意を決したように──秋あき玻はが顔を上げる。

「ごめんなさい、これまで言えなかったんだけど……わたし、どうしても行きたいところがあるの！　──矢や野のくんと、二人で行きたい場所が！」

　……二人で？

　予想もしていなかった話に、思わず秋あき玻はの顔をじっと見る。

　けれど、彼女はグループメンバーに視線を向けたまま、

「みんな……本当にありがとう、ここまで協力してくれて。すごく助かったし、うれしかったよ……。でもごめん、もしも、わがままを許してもらえるなら──」

　──秋あき玻はが、ぎゅっと僕の手を握った。

　ひんやりと冷たいその感覚に──意識にかかっていた霧がさらに晴れる。

「今から──そこに向かわせてほしい。矢や野のくんとわたしの、二人行動にさせてほしいの！　……矢や野のくん！」

　と、ふいに秋あき玻ははこちらを向き、

「急にこんなこと言ってごめん！　それでもいい？」

「あ、ああ……いいよ……」

「ありがとう。みんなは……どう？」

　秋あき玻ははもう一度、正面に向き直る。

「こんな勝手を……許してもらえる？」

　その問いに──短い間を置いて、

「……いいに決まってるじゃん～！」

　なぜか須す藤どうが肩を落として答える。

「え、秋あき玻は……それずっと、言いたいの我慢してたの？」

「ごめんなさいー……完全にわたしたち、言い出しにくい雰囲気作ってましたよねー……」

　須す藤どうに続き、Ｏｍｏｃｈｉさんまで「やっちまったー」とでも言いたげに眉を寄せている。

「……確かに、ちょっとわたしたちも強引だったかも……」

「うん、もっと話聞くべきだったね……」

「引っ張り回して、すまん……」

「ちょ、ちょっと謝らないでよ！」

　口々に反省の弁を述べ始めたメンバーに、今度は秋あき玻はが慌て始める。

「わたしたちも、みんなに頼っちゃってたのは事実だし。全部全部わたしが、振り回しちゃって……。でも、本当にすごく助かったから……」

　秋あき玻はは──かばんを肩にかけ直す。

　そして、咳せき払ばらいするとみんなに笑みを浮かべてみせ、

「……ありがとう。うれしかったです。じゃ……行かせてもらうね」

「うん、気を付けて！」

「集合時間には、遅れないようにね！」

「うん……またあとで！」

　それだけ言うと──僕の手を引き、奈な良ら公こう園えんの出口に向かって歩き出した。





＊＊＊






「──『生い駒こま山さん上じよう遊ゆう園えん地ち』っていうの」

　近きん鉄てつ奈な良ら駅えきから、大おお阪さか難なん波ば行きの急行に乗り込んで。

　短い地下の区間を抜け、地上に出た辺りでわたしは矢や野のくんに説明する。

「ここからちょうど、一時間かからないくらいなのかな……昔お父さんと行った遊園地でね。いつか、もう一度行きたいってずっと思ってたんだ……」

　ごとごとと心ここ地ち好よい音を立てて揺れる列車は、観光客らしい乗客でほどよく混み合っている。矢や野のくんと並んで座る、座席の向かい。窓の外には、初冬の寒々とした街の景色が延々と続いていた。

　それはなんだか、東京で言えば西武線沿線の景色にも似ていて、十数年ぶりの景色のはずなのに地元に帰ってきたような安心感を覚えて、三日間の疲れもあってか少しだけ眠たい気分にもなる。

「一時間ってことは……ギリギリだな」

「そう、だね……」

　帰りの時間を考えれば、遊園地にいられる時間はほとんどないだろう。

　園を一回りして、それでおしまい……というくらいだろうか。

　それに……と、わたしは隣の矢や野のくんの顔を盗み見る。

　穏やかな顔で、窓の外を眺めている彼。さっきはドキっとしたけど……もしかしたら、目を覚ましたのかもしれないと思ったけど。やっぱり彼は、今もどこかぼんやりしたままだ。

　修学旅行の自由時間も、残り二時間を切っている。

　その中で、わたしは彼の目を覚ますことが、本当にできるんだろうか……。

『──次は、生い駒こま。生い駒こま』

「あ、矢や野のくん、次で降りるよ」

　車内アナウンスに、わたしは慌てて席を立った。

　初めての路線だけれど、乗り換えの失敗はそのまま遊園地に行けないことを意味する。

　早め早めの行動で、トラブルを事前に回避しておきたい。

「次は……鳥とり居い前まえからケーブルカーだね。行こう、矢や野のくん」

　言って、わたしはふらふらと席を立つ矢や野のくんの手を握った。





＊






　──春はる珂かから再びわたしに入れ替わったのは、目的地の最寄り駅。

　生い駒こま山さん上じよう駅に向かう途中のことだった。

「……そうそう、このケーブルカーだったなあ」

　腰掛けていた席から辺りを見回し、わたしは懐なつかしさに目を細めてしまう。

「犬のおまわりさんのケーブルカー。これ。小さい頃来たときは、もう一個の猫のケーブルカーに乗りたくて、お父さんにタイミングを調節してもらったなあ……」

　……少しずつ、当時の感覚が蘇よみがえってくる。

　暑い盛りで、お父さんと二人こまめに水分補給をしながらここまで来たこと。

　心配したお父さんが、駅で配られていた団扇うちわで一生懸命わたしを扇あおいでくれて、キャッキャとそれに喜んだこと。

　季節はあのときと真逆、冬になってしまったし、もう隣にお父さんはいない。

　それでも、大切な場所に大切な人と向かっているという事実に、わたしはじんわりとした幸福と、人生の節目を迎えているような気持ちの高まりを覚える。

　ケーブルカーが、生い駒こま山さん上じよう駅に到着した。

　ホームに出て時計を確認すると──ここにいられるのは、十五分くらいだろうか。

　やっぱり、園内を一回りするので精一杯だろう。

　視線を上げると、すでに日は西に大きく傾き、空は藍色と桃色のグラデーションに染まっていた──。







「──わああ……！　そうだ、こんな感じだった！」

　駅舎を出たところで──目の前の景色に、思わず声が大きくなってしまった。

　広い空に向かってそびえる飛行塔、うねりながら頭上を走っているコースターのレール。

　建物も通路の舗装も年季が入っているけれど……辺りにはそこそこお客さんの姿も見えて、地方の小さな遊園地としてはずいぶんと賑にぎわっている。

　そして、そんな風景のすべてが──あの日のままで。

　わたしの記憶の中の『特別な場所』そのままで──胸一杯に、熱いものがこみ上げた。

「……行こう、矢や野のくん！」

　わたしは彼の手を取り、アトラクションの方へ歩いていく。

「ねえ、ほら見て、あのパンダ！」

　言いながら、わたしは頭上を走るサイクルモノレールを指差した。

「見た感じかわいいけど、結構高いところを通るからちょっと怖くてね……でも、景色がすごく綺き麗れいなんだよ！　大おお阪さかの街が一望できて……」

　落ちそうで怖い、と怯おびえるわたしの手を、お父さんが握っていてくれたのを思い出す。今こうして握っている矢や野のくんの手も、あのときと同じ細くてすべすべの手で、反射的にぎゅっと指に力を入れた。

「そうそう、さっきから見えてる飛行塔、あれすごいんだよ！　九十年くらい前に作られたもので、それこそ夢ゆめ野の久きゆう作さくとか、わたしたちの好きな作家が活躍してた頃からあるの！」

「へえ、そんなに古いんだ……」

　わたしの話を、穏やかにほほえみながら聞いてくれる矢や野のくん。

　それがうれしくて、あの日のようにはしゃいでしまって、わたしは話したいことが止まらない。

　次に目に入ったのは、屋外にあるステージだ。

「あそこの野外劇場で、プリキュアショー見たなあ……。わたし、観客代表でプリキュアに呼ばれてね、ステージに上がったりしたんだよ。敵役が怖くて泣きそうになって……お父さんが助けに来てくれたなあ……」

　──目に入るものすべてに、お父さんとの思い出が潜んでいた。

　道の脇の自販機。

　ちょっと殺風景なゲームコーナー。

　プラザショップに休憩所に、レストランも。

　まだ──『わたし』が『わたし』だけだった頃の記憶。

　家族が平和だった時期の、幸福な一日。

　けど……わたしがあの日のことをよく覚えているのは、ただ楽しかったからだけじゃない。

　あの日、お父さんに言われた『言葉』が、いつまでもわたしの中に、残っているからだ──。

「……ああ、ここまでなのか」

　園の端までたどり着き、矢や野のくんがぽつりとつぶやくように言う。

「山頂の遊園地だから、ちょっと敷しき地ちは小さいんだな……」

　そして──彼はその場所から。『星の広場』と呼ばれるスペースから、大おお阪さか平へい野やを見下ろしわずかに目を細める。

「……綺き麗れいだな」

　──日はすでに落ちていて。わたしたちの視線の先には、砂糖粒をこぼしたような東ひがし大おお阪さかの夜景が広がっている。

　東京の夜景とは違う、細かくて穏やかな光。

　それを眺めながら──これが最後のチャンスだ、とわたしは思う。

　きっと、修学旅行中に矢や野のくんに目を覚ましてもらうなら、今がラストチャンスだ──。




　──実は一つ、考えがあった。




　矢や野のくんを目を覚ますことのできそうな方法が、一つだけ──。

　思い出すのは、昨日春はる珂かが霧きり香かちゃんと電話で話したという内容だ。





　──霧きり香かちゃん、矢や野のくんにこう言ったみたい。。。

　あなたはキャラを演じているのが楽しかったはずだって。。。。

　わたしといた頃が楽しかったはずだし、キャラを作ってステージを成功させたのが、うれしかったはずだって。。。。。。






　スマホに残されたそのメモを見て、わたしは矢や野のくんがどうしてこうなったのか、理解できた気がした。

　そして──思い付いたのだ。彼を元に戻す方法を。

　それでも──、

「……」

　矢や野のくんを前に、わたしは言葉に詰まってしまう。




　──わたしが、そんなことをしていいのかわからない。




　今回の問題は、矢や野のくんの気持ちに、彼自身のありかたに大きく関わることだ。

　繊細な話だし、失敗して傷つけたりなんてしたら到底ごめんじゃ済まされない。

　メモ帳を使って春はる珂かに相談してみたけれど、あの子も同じような考えだ。「確かにそれは、効果があるかも……」なんて言いつつ「でも……ちょっと、怖いよね」と及び腰だった。

　時間を考えれば、あとはもう駅に戻ってみんなと合流するだけ。

　けれど……わたしは前に進めない。

　隣にいる彼に──これ以上、踏み込んでいいのかわからない。

「……秋あき玻は？」

　ふいに──矢や野のくんがわたしの名を呼ぶ。

　そして、彼はこちらを覗のぞき込こむと──、

「……どうしたんだよ？」

　不思議そうに首をかしげた。

「相変わらず、なんか……我慢してるような顔、してるけど……」

　その表情に、優しげな声に──わたしの中の、記憶がふいに蘇よみがえる。

　以前この場所に来たとき、お父さんと交わした、とある会話を──。





＊






「……どうしたの？　××……」

『星の広場』から、夕暮れの東ひがし大おお阪さかを見下ろしていたわたしの顔を、お父さんが覗のぞき込こんだ。

「なにか、我慢してない？　おトイレ行きたいの？」

「ちがう！」

　あらぬ疑いをかけられちょっと不機嫌になりつつも、わたしは夜景に視線を戻した。

　確かに、わたしは我慢をしていた。

　お父さんにどうしても言いたいことがあるのに、なんとかそれを口にしないようにしていた。そうするうちに、さっきまで上機嫌に遊具で遊んでいたのが噓うそだったみたいに悲しくなってしまって。

　はしゃぎ回っていた反動なのか、今の自分が酷ひどく惨みじめで、そのうえ悪い子であるような気がして……ふいに、涙がぽろぽろと出てきてしまう。

「……う、ううう～……」

「本当に、どうしたの……」

　わたしの隣にかがみ込み、お父さんは優しく頭を撫なでてくれる。

「誰にも言わないから、お父さんに話してみなよ……」

「……う、うええええ……」

　その優しさがどうしようもなく切なくて、わたしはもうひとしきり泣いてしまってから、

「……また、ここに来たいと思ったの」

　観念して、思ったことを口に出した。

「お父さんと、また今度、もう一回ここに来たいって……」

「……隠すことじゃないじゃないか」

　お父さんは目を丸くしている。

「お父さんも、またここに××と来たいと思ってるよ？　なのに、なんで我慢したんだい……？」

「だって……もう、今日わがまま言って、ここに連れてきてもらったし。もっと言っちゃダメだって思った……」

「……いいんだよ、いくらでもわがまま言ってくれれば」

「これ以上、楽しくなるのは……ちょっと怖い」

　──その言葉に、お父さんがはっと息を吞のんだ。

「怖いの？　どうしてかな」

「わたしは今日、ものすごく楽しかったのに……もっと楽しくなろうとしたら、いけない気がする……。ほどほどにしておかないと、なんか……悪いことしてるみたいな、気がしちゃう……」

　いつも、わたしはそんなことを思っていた。

　楽しいことが沢山ありすぎると、なぜかわたしは罪悪感を覚えた。ずるをしてしまっているような、自分にふさわしい以上の幸福を覚えてしまっているような、うしろめたさ。

　だから逆に、そんなとき少し痛い目に遭うと、わたしは安心するのだ。

　ああ……これでちょうどいい、と。これくらいの現実が、わたしにふさわしいのだと。

「……そっか」

　顔を上げると、お父さんはしばし考え込み。そして例の──困ったような表情で笑った。

「……××、これは、お父さんも最近ようやく納得できたことなんだけど」

「うん」

「どうも、この世界には絶対の『因果』なんてないみたいなんだ」

「……いんが？」

「ああ、えっと……頑張れば必ず報われる、とか、いいことをすればご褒ほう美びがある、とか、悪いことをするといつかバチが当たる、とか……そういうことかな」

「……ないの？　因果」

　絶対に、あるものだとばかり思っていた。

　だって、本でもテレビでも映画でも、みんなそうじゃないか。

　いいことをした人は報われる、悪いことをした人は罰せられる。

　現実でも、偉い子は褒められて泥棒は逮捕されている。

「……確かに、まったくないとは言わないよ。例えば、お父さんは××がいいことをすれば褒めるし、悪いことをすれば[image: 叱]るしね。けれど……もっと視野を広く見れば、とても優しい人が一生苦しみ抜くことや、とても意地悪な人が大きな成功を摑つかむことは少なくないんだ。これは、ショックなことだし残念なことでもあるんだけど」

「……そう、なんだあ」

「××は、とっても真面目だからね。心配になっちゃうのもわかるよ。あと、お父さんに気を遣ってくれたのなら、それはありがとう。とてもうれしいよ」

　と、お父さんはわたしの肩を摑つかむ。

「ただ──覚えておいてほしい。辛つらいことは際限なく積み上がることがあるし、逆に幸せだっていくらでも重なっていくんだ。つまり──幸せになることを、ためらわなくてもいいんだよ」





＊






　──今となっては、鋭い言葉だったと思う。

　幸せになることをためらわないで。

　結局、わたしはその言葉をうまく実践することができていない。

　それからも、どこかで幸せになりすぎることにためらいがあったし──そしてそれが、わたしの中に『春はる珂か』が生まれることにつながったのも、よくわかっている。

　あの段階で、お父さんは、わたしの中にそういう性質があるのを、見抜いていたんだ──。

　そして──今。

　その言葉は、十数年経たったこの場所で、もう一度わたしの胸を貫いた。

　踏み出すのが怖かった。そんなことをしていいのか、わからなかった。

　けれど──求めてみようと思う。

　お父さんが今、わたしの背中を押してくれたから──。

「……矢や野のくん」

　彼の名前を呼ぶ。

　思い切って、身体からだ全体でそちらを向く。

　彼は園内の街灯に照らされて、不思議そうにこちらを向いた。

「あのね……聞きたいことがあるの」





＊＊＊






「──自分が、わからなくなっちゃった、んだよね？」

　秋あき玻はの問いが──僕の中でうつろに響く。

「矢や野のくんは、文化祭の日……霧きり香かちゃんに『演じてるのが楽しかったんでしょう？』って言われた。そのうえ、そんなタイミングで、わたしに別れようって言われた……春はる珂かと、どっちかちゃんと選んで、なんて言われた……」

　罪の自白でもするように、秋あき玻はは小さく唇を嚙かんだ。

「……ごめんね、わたし、矢や野のくんがそんな状態だなんて、気付いてなくて……。自分の気持ちのことしか、考えてなかった。春はる珂かもね、ちょっと強引だったって、反省してたよ……。ごめんね」

　──鼓動が、緩やかに加速し始めていた。

　うまく、秋あき玻はの言うことを飲み込めない。その意味が頭にきちんと浸透していかない。

　けれど──間違いなく彼女は今、僕の気持ちに触れようとしている。そのことが、はっきりと皮膚感として理解できる──。

「ごめん、話がずれたけど、ともかく……矢や野のくん、そこで自分がわからなくなっちゃったんじゃないかな、って……。あんなにキャラを作るのをいやがっていたのに、演じて文化祭を成功に導くのは、楽しかったんじゃない？　霧きり香かちゃんの言う通り、そのことにうれしさを感じていたんじゃない？　それから……」

　と、苦しげに、秋あき玻はは続け、

「──わたしと春はる珂か、どっちのことを好きなのかも、やっぱりわからないんじゃないかな？」

　その言葉に──鼓動が、抑えようもなく暴れ出した。

　呼吸が荒くなる、止まっていた思考が一気に走り出す。

　そして──気付く。

　自分の足下に、なにもないような感覚。

　底なしの穴の上に、一人でぽつんと立っている──絶対の心こころ許もとなさ。

「だから──矢や野のくんは、自分を守ろうとした」

　秋あき玻はは、ぽつぽつと言葉を続ける。

「そんな風に、自分の気持ちがわからなくなって、自分のことがわからなくなって……うん、怖いよね。だから、考えるのを無理矢理にストップした。だから……最近、ずいぶんぼんやりしてるんじゃないかな、って……」

　──秋あき玻はの言う通りだ。

　僕は今、自分のことがわからない。

　自分を偽りたくないくせに、偽るのが幸せだった。

　秋あき玻はのことを好きなくせに、春はる珂かのことも好きだった──。




　自分の中に──とんでもない矛盾がある。




　──その恐怖に、僕は無意識のうちに考えることをやめた。

　気持ちと世界を遠ざけて、現実を見ないようにした。

　けれど──それももう終わりだ。それを気付かされてしまった以上、もう知らない振りを続けるわけにはいかない。

　──気付けば、酷ひどく呼吸が荒くなっている。

　思考が暴走して、あちこちにとっ散らかってまとまらない。

　──まずい、と思う。

　落ちる。

　このままじゃ──足下に空いた穴に、落ちてしまう。

　そうなれば、簡単には戻ってこれな──、

「──矢や野のくん！」

　──両手を、強い力で摑つかまれた。

　顔を上げると──至近距離に、秋あき玻はの目がある。

　初めて出会ったあの日と同じ、何億光年の暗がりに、銀河を宿した瞳──。

　そして彼女は、

「提案があるの！」

「提……案？」

「そう！　春はる珂かと相談して、決めたんだ！　だから、聞いて！」

　彼女の視線に射貫かれたまま──僕はこくこくとうなずく。

　今の自分には、それしかできない。

　秋あき玻はが、春はる珂かがさしのべてくれた手に、すがりつくことしかできない。

「確かに、今の矢や野のくんにとって、確かなことってあまりないと思うの……」

　手に一層力を入れ、秋あき玻はが話し始める。

「自分の気持ちがわからない、自分がどんな人間なのかわからない──そうなると、全部噓うそかもって思っちゃうよね。全部を疑うことが、できてしまう。でもね。確かなことが、一つあるの。わたしたちが断言できる、はっきりしたことが」

「……確かなこと？」

「うん」

　うなずくと、秋あき玻はは恥ずかしげに口元を緩め。

　初めてそれを口に出すように、くすぐったそうに言った。

「わたしと春はる珂かが──わたしたち二人が、矢や野のくんを好きっていうことだよ」

　──その言葉に、わずかに不安が遠のいた。

　足下に空いていた穴が、ほんの少しだけ小さくなる。

「あのね、今もわたしは矢や野のくんが好き。春はる珂かだって、気持ちは変わってない。大好きなの。だから、ねえ……」

　と、秋あき玻はは僕の目を覗のぞき込こむと──、

「──わたしたちを頼って」

　──透き通る声で、はっきりとそう言った。

「わたしたちを信じて。わたしたちに寄りかかって。わたしたちを、必要として。矢や野のくんが求めてくれれば、わたしたちは『あなた』の最初の足がかりになる。全部を見失っちゃった矢や野のくんの、最初の『変わらないもの』になるよ」

　そこまで言うと、ようやく秋あき玻はは口元を緩め、

「……どうかな？　それならちょっとは、安心できるんじゃないかと、思うけど……」

　──そうなのかも、しれない。

　もしも、二人がそう言ってくれるなら。こんな風に実体を失って、どこにいるのかわからなくなった僕を、今も秋あき玻はと春はる珂かが好きだと言ってくれるのなら──。

　僕は、そこからもう一度始められるのかもしれない。

　なにが本当なのかを、探していけるのかもしれない──。

「……で、でもそんな」

　そこでようやく、喉から声が出るようになった。

「そんなこと、していいのか……？　そんなの、二人の気持ちを……利用してるみたいじゃないか」

「……ううん、それは違うよ、矢や野のくん」

　首を振ると──秋あき玻はは口元に薄い笑みを浮かべ、

「わたしたちも、ただ献身的に矢や野のくんを支えるだけじゃないよ。だって──」

　秋あき玻はは僕の両手を握っていた手をすっと離す。

　そして、二歩ほどあとずさると、まっすぐ僕に向かい合い──、
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「──そうなれば、矢や野のくんはもう、わたしたちを手放せない」

　──その言葉に、額の熱がすっと引いていく。

　せき立てるように鳴っていた鼓動が、手の平に滲にじむ汗が、噓うそだったように冷えていく。

　そして──僕は理解する。

　そうだ、これは献身でも慈愛でもなんでもない。むしろ──取引だ。

　僕の支えになる代わりに、わたしを必要としてほしい、という、三人の取引。

「……ああ、そろそろ入れ替わりみたい」

　戸惑う僕をよそに、秋あき玻はは笑う。

「春はる珂かにも、色々話してあるから……あとのことは、あの子から聞いて。……じゃあね、矢や野のくん」

　それだけ言うと、秋あき玻ははうつむき前髪で表情を隠す。

　そして、数呼吸分の間を置いて、

「……ん？　……ああ、入れ替わったね」

　春はる珂かが顔を上げ、辺りを見回す。

　彼女はうーんと伸びをして、僕の方を向くと、

「……秋あき玻は、もう色々話した？」

「うん。一応、提案は聞いた」

「そっかー」

　と、彼女は大おお阪さかの夜景に目をやると、くすくすと笑い始める。

「いやー、あの子も大胆なこと言うよねえ。まあ、それに乗った以上、わたしも同罪なのかもしれないけど……。あのね、ちょっとずるかもしれないって、わたしは思うの。なんていうかな、共依存っぽいし、本当は……よくないのかもなって」

　それは、僕も同感だった。

　秋あき玻はの言うことの意味はわかる。むしろ、彼女の提案がなければ、自分はどうなってしまっていたかわからない。

　それでも──どこかで小さく、何かが引っかかり続けている。

　その関係は、本当に健全なのかと──。

「でもさ……どうせ、正解なんてどこにもないんだもん」

　春はる珂かの言葉は、あくまで軽やかだ。

「周りはなにか言うかもしれないし、理屈をつけて否定することもできるんだと思う。けど……単純に、頼ってもらえたらわたしたちはうれしいの。その代わりに、きちんと大切にしてもらえれば。それだけで、今はいいやって思ってるの」

　──今は。

　彼女が言うように、この提案はすべての答えなんかじゃない。

　あくまで、過程の提案。僕らの本題は、きっとその先にある。

「だから──どうかな？」

　春はる珂かが、そう言って首をかしげる。

「矢や野のくんは、わたしたちを見てくれる……？」

　──その問いで、ようやく僕は気付いた。

　文化祭以来ぼやけ続けていた視界が、はっきりと鮮明になっていることに。

　吹く風の冷たさが、夜景のまばゆさが、鳴り止やまない鼓動が──そういう、目をそらしてきたすべてが、今はフィルター抜きで感じられるようになっていることに。

　──もう、選択肢は残されていなかった。

　それに乗って、どうなるのかはわからない。

　けれど、それに賭けてみようと思う。二人の気持ちに、甘えてみようと思う──。

「……うん」

　夜景を背後に、映画のワンシーンのようにほほえむ春はる珂かに。

　僕は覚悟を決めると、小さくうなずいてみせた──。

「──二人に、秋あき玻はと春はる珂かに、頼らせてもらいたい──」
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「──ど、どうしよ……本当に時間ない！」

　話を終え、さあ帰ろうと時間を確認したところで。

　スマホの画面を見ていた春はる珂かが──素っ頓狂な声を上げた。

「次の電車に乗って、ギリギリ間に合うか……ってくらいだよ！　い、急がないと！」

「え、そ、そんなに!?　次の電車はどれくらいで駅に着くんだ？」

「……三分後」

「……えええええ!?」

　──醒さめきってはいなかった頭が、一気に覚醒する。

　脳が回転して記憶をたどり、帰るまでのルートが行きとは反対向きで逆算される。

　生い駒こま山さん上じよう駅からここ、『星の広場』までは、ゆっくり歩いて十分くらいだっただろうか。

　実際の距離はそれほどでもないだろうけど、園内は混み始めているし切符だってまだ買っていない。

　つまり、もうほとんど余裕はなくて、

「と、とりあえず行こう！」

「うん！」

　僕と春はる珂かは走り出した。

　しまった……大事な話とは言え、時間を気にしなすぎた。

　新幹線に乗り遅れたりしたら大変だ、ちょっとここは、本気で急がないと……。

　灯あかりが点ともる園内を、僕と春はる珂かは足早に駆けていく。

　イルミネーションの合間を、他の観光客の合間を縫って、駅に向かう。

　熱くなった頰を撫なでる冷たい風が心地いい。

　──久しぶりの、鮮明な感覚だった。

　文化祭の夜、秋あき玻はに振られて以来の鮮やかな視界。聞こえる園内ＢＧＭと風の音、かすかに香る冬の匂い──。

　二ヶ月近くそういうものをシャットアウトしていたせいか。身の回りの情報量に目眩めまいを覚えそうになる。

　きっと、沢山のことを見落としてきたんだろうと思う。

　誰かの表情や言葉や行動。大切な気持ちを、数え切れないほど──。

　そして──僕はふいに思い付く。

「……そ、そうだ、入れ替わり時間！」

　遅れて走る春はる珂かの方を向き、僕は彼女に尋ねる。

「今って、入れ替わり時間……どれくらい!?　結構もう、短くなっちゃったよな!?」

　二重人格である、秋あき玻はと春はる珂か。二人が入れ替わる時間は日々短くなっていて、それがゼロになったときに──副人格である春はる珂かは、消えると言われていた。

　出会った頃で、百二十分ほど。そして──文化祭の頃で、三十分前後。

　あれから二ヶ月経たった今、その時間もずいぶんと短くなったはずで──。

　春はる珂かがこの世にいられる残り時間も、大きく削られてしまったはずで……。

　だとしたら、みんなと合流するまでの移動時間、どこで二人が入れ替わるか確認しておきたい。

　……それに、

「結構、短くなっちゃったよな……!?　もしかして、二十分とか……十分台とか!?」

　ぼんやりしていたこの二ヶ月近くが悔やまれる。

　僕は、秋あき玻はと春はる珂かの大切な時間を無駄にしてしまった……。

　本当に、なにをやっていたんだ僕は。

　自分の都合で二人を放置して、自分の殻の中に閉じこもって……。

　けれど──、

「……ああ、それ、ね！」

　春はる珂かは息を切らしながら、困ったように笑って答える。




「今は──三十分くらい！」




「……え？」

　想定外の答えに、思考が一瞬フリーズした。

　三十分……？

　そんなわけ、ないはずだ。

　だって、

「……文化祭の頃も、二ヶ月前も、それくらいじゃなかったか!?」

　……思い返してみるけれど、間違いない。

　秋あき玻はと春はる珂かが出演した、共同ステージ。その出演時間がちょうど三十分ほどで、だから二人は順番にステージに立つことができたんだ。

　あれからずいぶんと経たったはずなのに、時間が短くならないなんて、そんなのありえないはずで……、

「……だよね、驚くよね」

　けれど、春はる珂かは申し訳ないような顔で笑う。

「でも、本当なんだ。文化祭終わったくらいからかな、入れ替わり時間、短くならなくなって……」

「そう……だったのか」

　答えながら──僕の中で「ある考え」がむくりと頭をもたげる。

　──そうなればいいな、と思っていた。

　──けれど、決して望めないのだと思っていた、一つの未来。

　時間が、短くならないなら──。

　彼女たちがそのままなら、もしかしたら──。

　そんな僕の考えを読み取ったのか、春はる珂かがこちらを向き足を止める。

　気付けば──僕らは目的の場所。生い駒こま山さん上じよう駅に着いていた。

　時間は、電車の到着ほんの少し前。どうやら、間に合ったらしい。

　そして、春はる珂かは大きく息を吸い込むと──曇りのない笑みで僕に言った。
















「──わたしたち、ずっとこのままでいられるかも！」







あとがき




　自分の中で『三角の距離は限りないゼロ』シリーズは、前半と後半に分かれる構成になっています。

　三巻までが前半。三角関係を通じて、主人公である矢野の内面に迫る話。

　そしてこの四巻の次、五巻からが後半。ヒロインである秋玻と春珂の過去に迫る話です。

　ということで今巻、四巻はちょうどその橋渡しになる中間の巻ですね。ちょっとこれまでとは違う、若干コミカルなテイストにしてみました。

　修学旅行回。もちろん、軸になるのは矢野、秋玻／春珂の関係。

　さらに、これまで登場した彼らの周囲の人物も登場し、賑やかに旅は始まります。

　僕自身、ずっと『三角～』のキャラで、こういう雰囲気のお話は書いてみたかったんですね。

　やっぱりこう、ここまで結構シリアスな展開が続いていたんで、ちょっと彼らに愉快な気分にもなってもらいたいなと。実際彼らも、常にしかつめらしい顔して生きてる訳じゃないでしょうし。

　その上で、ただただコミカルに終わるのではなく、きちんとお話の本筋も進む感じにしたかった。そんな気持ちから、この四巻は生まれました。

　いかがでしたでしょう。お楽しみいただけたかな……。まだ読んでいない方は、これから楽しんでもらえることを心から祈っています……。

　ちなみに、今回作中に登場した『生い駒こま山さん上じよう遊ゆう園えん地ち』は奈良県に実在する遊園地です。

　関西の、小さな子供の思い出に残りそうな観光地を探していたところ、たまたま担当編集氏が幼いころ訪れていたという縁があり、作中のキーとなるスポットにさせていただきました。

　本当に、イメージ通りの素敵な遊園地だったんですよね。

　家族で楽しめて、ちょっとノスタルジックなところもあって、誰かの大切な記憶になりそうな場所……。

　作中での使用許可を下さった近きん鉄てつグループロケーションサービス様、本当にありがとうございました。おかげさまで、エピソードに豊かな情感を込めることが出来たかなと思います。Ｈｉｔｅｎさんのカバーイラストも、見ているだけで涙の出そうな美麗なものに仕上げていただくことが出来ました……。

　さて、次の五巻からはまた普段のテイストに戻るというか、そろそろこのお話が本性を覗かせ始めます。

　矢野、秋玻／春珂の関係がどんな風に転がっていくのか。最後までどうか、お付き合いをよろしくお願いいたします。





岬　鷺宮　
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